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　第一章　マルタ・サギーを愛していますか？






　どさりと床ゆかに置かれたオスタスタイムスの第だい一いち面めんは、『探たん偵ていＭ、ドルーシア銀ぎん行こうの闇やみを暴あばく』。

　その上に更さらに置かれた星ほし新聞の第一面は、『探偵Ｍ、またも黒くろ星ぼし。ドクトル・バーチの予よ告こく成功』。

　新聞は積つみ重かさなっていく。次のオスタス銀山新聞の一面は、『ドルーシア銀行今後の経けい営えい不ふ安あんに，市し場じよう揺ゆれる』。手て際ぎわよく、更に重ねられていくそれぞれの新聞。『ロミ・ハッキンソン脱だつ税ぜい』とか『宝ほう石せき王おう飛行船にてオスタス来らい訪ほう』とか『ユリル河がわのイルカ愛あい称しよう募ぼ集しゆう』とか『市し議ぎ会かい空くう転てん。議員殴なぐり合いでカツラ吹ふき飛ぶ』とか。三日も経たてばドルーシア銀行のドの字もなかった。

　毎日出る新聞は毎日新しいニュースを積み重ねる。

　マルタ・サギー名探偵事じ務む所しよのあるビルの一階の雑ざつ貨か屋や、ミスター・ブルネルの店のデリ部のコックのヘンリーも、古新聞を積み重ねる。

　ヘンリーはオーガーで、彼の種しゆ族ぞくらしく身体からだが大きい。毎日二度入る風ふ呂ろで身体を清せい潔けつに保たもち、昼に一度換かえる白いコック服とエプロンがいつもの格かつ好こうだ。が、今はまだ私服のままだ。喉のど元もとまできっちり閉しめたシャツのボタン、毛糸のベスト、コールテンのズボンに毛け織おり物ものの上着。履はき古して柔やわらかい革かわ靴ぐつと、頭には帽ぼう子し。キッチンにいる以外にも、ミスター・ブルネルの店の雑ざつ用ようを一手に引き受けているヘンリーは、デリのイートインで客に貸し出すための新聞を積んで、麻あさ紐ひもで縛しばる。コック服に着替える前にやっつけてしまいたい作業だ。

　一週間分の新聞を店の前に積んでおけば、開店までに業ぎよう者しやが回収しに来てくれる。括くくった新聞の山を持って、ヘンリーは飾かざり窓まどの前に置いた。

　春とはいえ、オスタスらしい薄うす曇ぐもりの霧きりの朝だった。少々冷ひえる。

　通つう勤きんの者たちが足あし早ばやに行く大通りだ。商店はまだ開いておらず、近くのパン屋からパンの焼ける香りが漂ただよう。ふと横の階段から駆かけ降おりてくる足音がして、ヘンリーは視し線せんをやる。

「おはよう、ヘンリー」

　ドルーシア銀行事件がちょうど一週間前だったわけだが、その翌よく日じつからの恒こう例れいになった挨あい拶さつを、ヘンリーは受ける。挨拶をしたマルタの足あし下もとには白しろ黒くろ斑まだらで垂たれ耳みみの犬がいて、一いつ緒しよに走ろうと楽しげな様よう子すだ。名をジョゼフ犬と言って、マルタ・サギー名探偵事務所の飼かい犬だった。

「……おはよう、マルタ」

　運動靴と運動着、首にタオルを巻まいて襟えり元もとに詰つめたマルタは、ヘンリーの挨拶に微笑ほほえんで、

「行ってきます」

　と返し一定のペースで駆かけ出した。

　ヘンリーは一週間そうであったように、今日も呆あつ気けにとられて見送る。

「……行ってらっしゃーい……」

　あのグータラが。信じられない。

「どう思う？」

　突とつ然ぜん背はい後ごで声がして、ヘンリーは驚おどろいて振ふり向むく。

「お、おっ。リッツ」

　鳶とび色いろの髪で青せい灰かい色しよくの瞳ひとみ、頰ほおにはそばかす、小こ柄がらな十五歳さいのマルタ・サギー名探偵事務所の助手、リッツ・スミスはきちんと身なりを整ととのえたいつもの格好で、腕を組んでマルタが消えた道の先を睨にらみ据すえてヘンリーに言う。

「おはようヘンリー。いい朝だね」

　言葉と表情が合っていない。

「おはよう、リッツ。で、何」

「マルタだよ」

「ああ。なぁ。何あれ。一週間だぞ一週間。ずっと続けてるぞ」

「しかもマリアンナさんをちゃんとデートに誘さそったんだよ。ドルーシア銀行事件の翌よく日じつに」

「ああ、それも聞いた」

　実は三十回くらい同じことをリッツに聞かされたが、何度聞いても驚けるからかまわない。

　しかも身なりをきちんとして、花を買っていったそうで、それも何回思い出しても驚ける。

「それだけじゃないんだよ」

　リッツの低ひくい声に、ヘンリーは僅わずかに身をかがめて顔を寄よせる。

「部屋は片付いてるし、料理は手伝うし、洗あらい物はするし、洗せん濯たく物ものは畳たたむし。アラン・レイから寮りよう出るときも、先生とかに挨拶もしてさ。寮長に対しては色々ご面めん倒どうお掛かけしましてなんて言っちゃって」

　それを聞いたヘンリーはおそるおそる訊きいてみた。

「バーチなんじゃねえの？」

「だったらマルタどこに行ったんだよ。マルタがいないところでマルタに変へん装そうしても、バーチ楽しくないだろう」

「……そうなのか？」

　ヘンリーの言葉を無む視ししてリッツは続ける。

「そうでなくてもバーチはマルタに化ばけたってどっか優ゆう雅がだったけど、今のあいつは別に優雅でもないし」

　それにリッツは昨日きのうの夜こっそり、夜に人型になったジョゼフ犬に訊いてみた。

　あれは本当にマルタかと。

　ジョゼフ犬は不ふ思し議ぎそうに、そうですよ、と答えた。

「ドルーシア銀行の事件以来、だよな」

「うん」

　二人は黙だまってマルタが駆け去った道の向こうを見つめ、しばらくしてからヘンリーは言った。

「なんか、心しん境きようの変化なんじゃねぇか。喜よろこばしいだろ。いいんじゃねぇか」

　そう言ってしまえば自分で納なつ得とくして、ヘンリーはリッツの肩を強ごう引いんに抱だいて店に戻もどる。

「そうなんだけど、なんか」

　リッツの不ふ満まんげな呟つぶやきを吹ふき飛ばすように、ヘンリーは言う。

「いいじゃねぇか、先さき延のばしの極ごく楽らくトンボが肚はらくくったってことだよ。女でもできたんだろ、生なま意い気きに。ほらリッツ、フレンチトーストを焼いてやるから、その間に紅こう茶ちやを淹いれてくれ。なにしろお前の紅茶は、賭かけてもいいぜ、オスタス一だ！」







　薄うすい白はく磁じの紅茶碗わんに、鮮あざやかな赤色の紅茶が注そそがれ、白い湯ゆ気げを立てている。

　青年の、彫ちよう像ぞうのような指がその繊せん細さいな取っ手を摘つまみ持ち上げる。一口を飲み下し、彼は言った。

「……お前の紅茶は、賭けてもいいな。オスタス一だ、クレイ」

「ありがとうございます」

　クレイと呼ばれた青年は、眼鏡めがねの下の鳶とび色いろの瞳を軽かるく伏ふせる。

　しばらく黙って紅茶を味わっていた青年は、椅い子すの背もたれに身を預あずけて指を組む。

　赤みがかった金色の巻まき毛げ。思考に伏された瞳は青灰色で、鼻は僅わずかに鷲わし鼻ばなだ。腰回りのしっかりした長ちよう軀くで、彼が動くたびになにか、奇き跡せきでもそこに起きているような感かん覚かくがあった。

　着ているものはどこにでもありそうな、薄うす手での白のセーターで、下は茶色の毛け織おり物もののズボンだ。それに茶の革靴。

　彼の名はウィリアム・デアスミス。

　いくつかある彼の私し邸ていのひとつの、このアパートメントの一室は家か庭てい的てきな設しつらえだった。

　暖だん炉ろがあり、暖あたたかい色しき彩さいの絨じゆう毯たんが敷しかれている。壁かべには大小様々な静せい物ぶつ画がが掛けられている。

　その絵は宝石であったり、書物であったり、美術品であったりしていた。一ひと際きわ目を惹ひくのは、額がく装そうされたオスタスの地図だった。

　花を生けた大きな花か瓶びんが置かれたオーク材の丸テーブルに紅茶碗を置いて、デアスミスは何事か静かに考えていた。視線の先は、オスタスの地図。

　クレイは頰に落ちかかった茶色の髪を指で払はらい、窓まど際ぎわに置いてあった箱からトリュフを二粒取ると、皿に載せてデアスミスの横にそっと出した。

「……クレイ」

















「はい」

「お前も、紅茶につきあわないか」

　クレイは逡しゆん巡じゆんし、それからキッチンへと行って自分の分の紅茶を淹れた。

　そしてデアスミスの横の椅子に腰掛けて、一口飲む。

　静かな時間があり、それからデアスミスが口を開く。

「ターナー・スケンバーグを知っているかね」

「当たる、と評ひよう判ばんの占うらない師しですね」

　デアスミスは穏おだやかに瞬まばたきをすると、横目でクレイを見て言った。

「ほう。お前でも知っているのか」

「ニューズウイークリーに載のっていました」

「へえ」

　いかにもおかしそうにデアスミスは笑った。その笑い方には親しん密みつさがあって、まるで抱き込まれるかのような温あたたかさと距きよ離りの近さを感じさせた。

「お前がニューズウイークリーを読むのがまず、珍めずらしい」

「先日髪を切りに行ったときに。持っていた本を読み終えてしまいまして」

「いつだ」

　頰に落ちかかるクレイの茶色の髪を、デアスミスは無ぶ遠えん慮りよに、しかし優雅にかき上げる。

「少し前です。そろそろまた、切りに行かなくては」

「切ってやろうか」

「切りたいんですか」

「いいね。楽しそうだ」

　言いながらデアスミスは、クレイの髪を指先で弄もてあそぶ。

　クレイはその指を無む視しして、紅茶を飲んだ。

「ターナー・スケンバーグがどうか？」

　一口、唇くちびると喉のどを湿しめらせてから言われた言葉にデアスミスはクレイから手を離はなした。

「先日のリーゼンデン公こう爵しやくの夜や会かいでね。マリアンナ・ディルベルタ嬢じようが、占い師に観みてもらったそうなんだ」

　言う口く調ちようは楽しそうだ。

「黒髪の青年が、あなたを助けてくれるでしょうと」

「……へぇ……」

「少年というのであれば、マルタ・サギーを連れん想そうするところだが。青年という年ではないからな」

「そうですね」

　デアスミスはそこで言葉を切り、頰に指を当てて首を傾かしげた。

「それが誰か、興きよう味み深ぶかいことじゃないか」

　クレイは細く溜ため息いきを吐つく。

「ドクトル・バーチをからかわれるのも大たい概がいにした方が」

「妬やかなくてもいいよ、クレイ」

　言って、デアスミスは楽しそうに笑う。

「アテンダントが現あらわれるまでは、楽しく過すごせればいい。ドクトル・バーチはからかうのには最高だよ。すぐ、むきになって」

　困こまった人だ。

　クレイはデアスミスに供きようした皿からトリュフをひとつ取って、前歯で半分をかじり取った。

　舌したの上に広がる甘あまさと苦にがさ、木の実の芳ほう醇じゆんな香りが口の中と鼻び孔こうを満みたす。

　その甘さを振り切るように紅茶を飲むと、旨うまみと香りだけが感覚に残る。

　クレイは満足の息を漏もらすと、また頭を軽く振って髪をはね除のけ、デアスミスに問とう。

「……それで、何を？」

「国こく税ぜい局きよくに、マリアンナ・ディルベルタの資し産さんの調ちよう査さをしてもらえないかと言ってみた。偽ぎ造ぞうしたニセの帳ちよう簿ぼを添そえてね」

「知りませんでした」

「お前に頼たのむことじゃない」

　クレイは紅茶をもう一口飲んだ。

「それで、どうなりましたか」

　デアスミスはもったいをつけるように胸むねの前で指を合わせてから、面おも白しろそうに言った。

「ディルベルタ嬢を助けてくれたよ。黒髪の青年が」

　問いを含ふくんだクレイの視線に、デアスミスは横に畳たたんで置いてあったゴシップ新聞を取って渡わたした。

「さっき出たばかりだ。手にインクがつくぞ？」

「デアスミス様のお手に渡る新聞は、全てアイロンを当てる段だん取どりです」

　淡たん々たんと事実を告つげて、クレイは新聞を開いた。







　オスタスの中央部を軽く一周して戻もどってくる。近所の公園で、柔じゆう軟なんと腹ふつ筋きん。腕うで立たて伏ふせも六セット。

　十七歳の身体からだ。

　運動もなにも、しようとも思わなかった身体だ。

　鍛きたえ直さなくてはならない。

　霧と朝の気温が体温を奪うばう。そのはずなのに、マルタの身体は汗あせだくだ。代たい謝しやがいい。反応も。一週間のトレーニングで、ずいぶん身体が動くようになった。若わかいということは、やっぱりいい。

　精せい神しんが二十五歳で、肉体が十七歳で。

　蓑みの崎さきに飛ばされていた七年の時間は、確実に自分の精神を変えた。

　その最高の恩おん恵けいはやるべきことがはっきり判っているということだ。

　迷まよいはない。

　だから、オスタスに戻ってすぐ、マリアンナをデートに誘った。七年越ごしだ。台詞せりふなんか百万回も反はん芻すうした。いざ、花を手渡しても現げん実じつ感かんがなかった。

　それでも、ティルマカット菓か子し店てんの二階でマリアンナが照れくさそうに微笑んで花束を受け取ってくれた夕ゆう暮ぐれは、一生忘わすれることがないだろう。

　百ひやく万まん遍べんも想像した、そのどれよりも可愛かわいらしい笑顔だった。泣きそうになった。帰り道少し泣いた。ごめん早さ紀きちゃん、と胸の中で呟いた。

　次の。

　日曜日。

　晴はれるといいな。

　汗を流して息を吐はき、水飲み場を捜さがす。その瞬間にここは蓑崎じゃないんだと思う。

　オスタスの生なま水みずは飲めない。水飲み場はない。

　首に巻いたタオルを取って、風を入れれば涼すずしくなって息を吐く。

　あんなに帰りたかったオスタスだ。今いま更さら蓑崎を恋こいしく思っても仕方がない。

　けど。

「思うもんは仕方ないかぁ」

　苦笑と共にマルタは呟き、汗で張はりついた髪をかき上げた。

　捨すてた故こ郷きようだ。欲ほつした異い界かいだ。いくら胸を焦こがしても、自分が愛あいした蓑崎はもうない。両方は手に入らない。自分が選んだのはオスタスだ。

　汗を吸ったタオルで顔を拭ふいて、もう一度首に巻く。日が高くなりはじめても、霧が消えない。今日は萌もえはじめた木々にとっては、過か酷こくな、日となるだろう。

　柔やわらかい芝しば生ふ、湿しめった土。午前の霧の公園には、人影はまばらだ。

　出で店みせが目に留とまったので、ポケットの小こ銭ぜにを取り出して数える。水が買えそうだ。オスタスの水は店のタンクからコップに注つがれて売り買いされる。

　一杯五ギルだ。

　幅はば一メートルしかなさそうな出店に走って近づき、店主を捜さがす。

「水、下さい」

「はいよー」

　店主は大型の直立する鼠ねずみだった。立つとマルタの胸ぐらいもある。店の裏で、今来たばかりの新聞を広げていたようだ。店先に、まだインクの匂においも消えない新聞を店主は置いて、コップを取り、水のタンクから一杯注いでマルタに渡わたした。

「今日はまぁ、オスタス日和びよりで」

　店主が言うからマルタは苦笑して返す。

「いつものことでも、霧は参まいるね」

　そして一気に水を飲み干すと、コップを戻して、ふと新聞の一面記事に目を留めた。

　夜や会かいでのものらしい着き飾かざった姿すがたのマリアンナの写真。

　大見出しは、

『ドクトル・バーチに告つぐ。予よ告こく状じよう求む』

　それに続いて小見出しが、

『実業家マリアンナ・ディルベルタ。結けつ婚こんは、怪かい盗とうドクトル・バーチ次し第だい』

　とあった。

　マルタはしばらくの間凍こおりつき、それから何度か瞬まばたきをして新聞を手に取り読みはじめた。水を飲み下したあとで本当によかったと思った。絶ぜつ対たい吹ふいた。もしくは噎むせた。

　店主が、

「読むんなら買いなよ。一テンタだよ」

　と、甲かん高だかい声で言った。

　一テンタ。一ギルしかない。マルタは何も考えず、見つめたままの新聞の一面だけを破やぶいて一ギルを商品の山の上に置き、早足で歩きながら貪むさぼるように記事を呼んだ。

「おいこらちょっと、マルタ・サギー!!　ふざけんなよ！」

　マルタは実はこのあたりではちょっとした有ゆう名めい人じんだ。オスタスでは珍めずらしいたった一人の人じん種しゆだからその容よう姿しは目立つし、名探偵事務所だなんて変なものも構かまえているし。

　けれどマルタは鼠の店主のことは知らなかったし、なにより今は何も耳に入らなかった。

　とにかく早足で歩いて、記事を読む。

　立ち止まっていられないのは落ち着かないからだ。

　……オスタス来らい訪ほう中ちゆうの宝石王、ラン・フェオー氏がマリアンナ・ディルベルタ嬢を見み初そめ…

　……一ひと目め惚ぼれを信じる東とう洋ようの貴き公こう子しは、ディルベルタ嬢にその場で結婚の申もうし込こみを……

　……ディルベルタ嬢は賭かけで返事を決定することを提てい案あん。曰いわく、フェオー氏の持つ巨きよ大だいな宝石『グラスフィールド』を、ドクトル・バーチから守りきれたら結婚を……

　……「この記事を読まれたら、ドクトル・バーチは是ぜ非ひ予告状を私に。守りきる自信はある」フェオー氏談だん。

「ぎゃあっ！」

　ベンチに向こうずねを思い切りぶつけて、マルタはベンチに俯うつぶせに倒たおれた。猛もう烈れつな痛いたみに、足を抱かかえてベンチの上でうーうー唸うなる。

　やがて痛みが落ち着いてごろりとベンチに横になり、霧きりの空を眺ながめて茫ぼう然ぜんと呟く。

「結婚……？」

　マリアンナさんが？

　しかもバーチがどうのって。

　それを言い出したのはマリアンナさんなわけだから、結婚はイヤなんだろうけど。

「……結婚～??」

　マルタの呟きとはおそらく関係なく、梢こずえから鳥が飛び立つ音がした。







「あたしゃもう知りませんからね！」

　開店前のティルマカット菓か子し店てんの二階、店主のマリアンナ・ディルベルタの執しつ務む室しつに怒ど号ごうが響ひびき渡わたった。

　マリアンナの執しつ事じ兼けん秘ひ書しよ兼けん運うん転てん手しゆ兼けんその他た色々の、ゴブリンのジャックの声である。

　この台詞せりふはいつからかジャックの口くち癖ぐせのようなもので、ティルマカット菓子店の店員たち、ひいてはドクトル・バーチの部下たちは聞き飽あきるほど聞いている。

　そんなことを言いながらも、決してマリアンナを見み捨すてたりはしないジャックのことを、店員たちは心の底から信しん頼らいし敬けい愛あいしていた。

　ジャックはゴブリンらしく矮わい軀くで、泥どろ色いろの皮ひ膚ふをしていたが、ゴブリンらしいのは言ってしまえばそれだけで、あとはその手先の器き用ようさといい誠せい実じつさといい頭の良さといい胆たん力りよくの強さといい、全くゴブリンらしくなかった。マリアンナの父、先代のドクトル・バーチにも仕つかえていて、マリアンナが赤あかん坊ぼうのときから世せ話わをしているものだから、マリアンナはジャックに頭が上がらない。

　とはいえ、言うことを聞くわけでもないからこの台詞せりふが何度もマリアンナに向けられるわけだが、今日のこれは、店員誰だれもが、

「やっぱり……」

　と溜息を吐ついた。

　開店前の忙いそがしさの中、新聞スタンドにあった例れいのゴシップ新聞をみんなが見ていたからだ。

　もちろん経けい緯いは、全員が新聞などより詳くわしく知っている。ジャックもそうだ。だから今このタイミングでジャックが怒ど鳴なる理由は。

「何をスッパ抜ぬかれているんですか！　星新聞などに！」

　続いて怒鳴られ、緑みどりのベルベットを張はり替かえたばかりの執務の椅い子すに座すわったマリアンナは、唇くちびるを尖とがらせて視線を横に向けた。

「別に。いいじゃないか。どうせ、予告状を出したら新聞には載るんだし、そしたら同じ」

「権けん威いの問題です」

　ずばりと言われマリアンナは机つくえの上に組んだ手を、居い心地ごこち悪わるそうに蠢うごめかす。綺き麗れいに塗ぬったモーヴピンクの爪つめが、光を緩ゆるく反射する。

　今日は黒髪は結ゆい上げられ、着ているものは春らしいクリームグリーンのスーツだ。バロックの真しん珠じゆを小さな貴き石せきが彩いろどるイヤリングとネックレスと指輪は揃そろいで、スーツには、サーモンピンクの糸で精せい緻ちなバラの刺し繡しゆうがしてある。

「……でもジャック、前は新聞なんかどれも一いつ緒しよだって……」

「それを言うならドクトルは、失礼、マリアンナ様は、一緒ではないという論ろん旨しでしたよ」

　覚おぼえていたか、とマリアンナは内ない心しん舌した打うちをする。

「よろしいですかマリアンナ様。バーチの予告状が来たとオスタスタイムスに載るのはよろしい。けれどこのタイミングで、マリアンナ・ディルベルタ嬢がというのでは、事件の格かくが違ちがってくるではありませんか」

「出てしまったもんは仕方がないだろう？」

　マリアンナは言いながら、キャップを閉めたままの万まん年ねん筆ひつを机に立て、人差し指で押し立ててバランスを取る遊びをしはじめた。

「だいたい、フェオーが、勝手にさ、私の事じ業ぎように寄よ越こされた追つい徴ちよう課か税ぜいを肩かた代がわりしてさ。それこそスッパ抜かれる前で助かったけど、税金はちゃんと納おさめてるんだから資料を揃そろえて国税局に提てい出しゆつすれば話は済んだはずなんだ。どうせそれもデアスミスのいやがらせだろうけど。だいたい、結婚ってなんだ。私はまだそんなものする気はないぞ。恋こいに墜おちて、愛あいを確たしかめ合って結婚するんだ、そのうち」

「……そのお言葉は十の時じ分ぶんにもお聞きしましたが変わりませんな」

「変わらないとも。私はこう見えて理り想そう主しゆ義ぎ者しやなんだ」

「見たまんまです。夢ゆめ見みる少女のまま大人にお成なりになって。現実はそんなようなものではないと最も早はやご存ぞんじでしょうに」

　マリアンナは立てた万年筆をつかみ取って言った。

「何が言いたい」

　きつい声こわ音ねに、ジャックは一歩も引かない。

「ラン・フェオー氏とご結婚なさいませ。お嬢様も適てき齢れい期きですし、相手としては悪くないと思いますがね」

　マリアンナの緑色の瞳が大きく見開かれた。

「はぁ!?」

「驚かれるようなことではございませんでしょう」

「驚くさ！」

　マリアンナは勢いきおいよく立ち上がり、万年筆を机に叩たたきつけた。

「いやしくも私はドクトル・バーチなんだぞ？　それがお前、結婚だのと」

「……先せん代だいのドクトル・バーチと、奥おく様さまは結婚してらっしゃいましたでしょう。マリアンナ様自身がその確かな証あかしです」

「それは！」

　何かを言おうとしてマリアンナは語ご気き荒あらく言ったが、あとが続かなかった。

「……そうだが……」

「フェオー氏は結婚相手としてちょうどいいと思いますよ。裕ゆう福ふくで、財ざい産さんもあり、年も釣つり合あうし、美形です。年のほとんどはオスタスにおらず、世界を飛び回っていますしね。こんな好こう条じよう件けんはなかなか揃わないでしょうよ」

「…………そう、だが……」

「なにより、お嬢様の好きな黒髪じゃないですか」

　言われて、マリアンナの頰がかあっと染そまった。

「なっ、ジャッ、お前、そんな、なん」

　その動どう転てんぶりにジャックは深く溜息を吐く。

「お嬢様。マルタ・サギーと結婚はできませんよ」

　唐とう突とつに言われてマリアンナの動きが止まった。

「年も違ちがう、立場も違う、貧びん乏ぼうで財産もない。ずっとオスタスにいてカード使いでしかも彼は探たん偵ていＭです。マリアンナ様がバーチだと、打ち明けられますか。だとして、彼が受け入れられるもんですか。むしろ、悩なやませるだけでしょう。深くね。小こ僧ぞうは苦しみますよ」

「……か、隠かくしとおせるさ。今までだって上う手まくやって……」

　笑わらい飛とばそうとしたマリアンナの努ど力りよくは無む駄だだった。

「無理です。マリアンナ様は、心を許ゆるしたものに、隠し事はできません。唯ゆい一いつの選せん択たくは、ドクトル・バーチをやめることです。けれど、そうまでしてあの小僧と残りの一いつ生しようを共にしたいですか？　目的を捨すててまで？　それに、そもそも、マリアンナ様はマルタ・サギーを愛していますか？　そろそろ遊あそびの季き節せつはおしまいになさるべきです。お考えください」

　ジャックはきっぱりと言い、いつもと変わらぬ足取りで執務室をあとにする。

　一人残されたマリアンナは椅子に力なく掛かけ直なおし、背もたれに身を預あずけて首を捻ひねり外を見た。

　オスタスらしい、霧きりの午前だった。









　第二章　マリアンナ様を愛していますか？






　ジャックがティルマカットでの諸もろ々もろを一いち段だん落らくさせて、店を出たのはマリアンナの昼食の支し度たくに細こまかい指し示じを与あたえてからすぐのことだ。

　日は高く登り、薄うす明あかるかったが霧は晴はれていない。

　裏うら路ろ地じに駐とめていた車に乗り込もうとした時、助手席側の扉とびらが開けられて誰だれかが乗り込んできた。

　懐ふところに忍しのばせていた拳けん銃じゆうを取り出して向けたが、その拳銃を摑つかんで押し戻もどされながら上を向かされる。

「ドライブに連つれて行ってください、ジャックさん」

　言ったのは黒髪の平へい面めん顔がおの胴どう長なが短たん足そくだ。

「……小こ僧ぞう……」

「マルタ・サギーです。ご存ぞんじでしょう」

　名乗りを聞いたその僅わずかな隙すきに、拳銃を捻ひねり奪うばわれる。次の瞬間にはマルタは拳銃から弾だん丸がんを抜ぬき取って、弾丸を後部座ざ席せきに纏まとめて投げた。

　睨にらみつけるジャックに、マルタは言う。

「ドライブですよ。ジャックさん、どこに行かれるんですか？　お供ともさせてください」

　銃を振ってリボルバーの弾だん倉そうを嵌はめると、マルタは笑え顔がおで銃口を向ける。

「……弾丸は抜いたでしょう」

「さぁ。一発だけ入っているかも」

　笑顔のまま言われた返事に、ジャックは腹はら立だたしげな息を吐いて車を出した。

「話はなんですか。マリアンナ様からお話は聞いていましたが、こんな乱らん暴ぼうなかただとは思いませんでしたよ」

「僕ぼくは一度、目め隠かくしをされてマリアンナさんのところに連れて行かれましたよね」

　マルタはそう言うと、銃口を下ろして足を組んだ。

「あれはマリアンナさんが、いや、バーチが被ひ毒どくしたときのことだ。僕はあなたに連れられて、バーチが眠っている横の部屋でカードを使った」

「……何の話かわからないのですが」

「あのときのジャックさん、はあなただ。口止めをしていたのに、部下のかたがうっかり口を滑すべらせて」

「なんの話だかわからないんですが？」

　窓の外をオスタスの街まち並なみが流れていく。オスタスに信しん号ごうは少ない。車と馬車と自転車と、急ぎの用で疾しつ駆くするケンタウロスや蝶ちようネクタイの一いつ角かく獣じゆうがそれぞれ譲ゆずり合いながら道を行く。

　道路の舗ほ装そうはまだ完かん璧ぺきではなく、石いし畳だたみだったり煉れん瓦がだったりして自動車の乗のり心地ごこちはあまりよくはない。マルタが蓑崎で乗っていた国産の中古と比くらべても、やっぱりがたがたいいはするが、蒸じよう気き機き関かんで動く車は速度変化が滑なめらかなような気がした。それともジャックの運転が上う手まいのか。

　揺ゆれるたびに後部座席で弾丸同士が当たる金属音がした。鈴すずのような。

　最初からジャックはしらばっくれるだろうと思っていたから、とりつく島も無い反応にもマルタは怯ひるみはしなかった。

　この場面だって、何度も考えた。

　蓑みの崎さきで中ちゆう途と半はん端ぱで終わった学校の授じゆ業ぎようのノートに、考えられるパターンをシャーペンの芯しんが何本も無くなるまで、ノートが細こまかい字で真っ黒に埋うまるまで考えた。

　戻もどれたらすること。しなくてはならないこと。目的のために自分がするべきこと。

　遊びのように思えるだろう質問に、森もり川かわはよくつきあってくれた。

「でもまぁ結局ね、鷺さぎ井いくん」

　マイルドセブンを吸すい、まだ壊こわれていなかったコンポでＡＣ／ＤＣをかけながら森川は言った。

　パソコンとエアコンとスチールの机とガス圧あつ式しきの椅子と山ほどのファイル。早さ紀きが来る前だ。埃ほこりっぽいブラインドから、夕ゆう暮ぐれの光が射さしていた。

















「頭のいい相手には小こ細ざい工くなんか通つう用ようしないし、そういうひとは小こ利り口こうなヤツには食しよく傷しようしてるもんだから、結局最後はここの勝負よ」

　言って森川は拳こぶしで軽く自分の左胸を叩たたいた。

「言葉のわかんない外国でだって、喉のどが渇かわいて死にそうだったら水はもらえるって、理り屈くつじゃなくてわかるでしょ。縋すがりついて頼たのんじゃえばいいさ」

　うん。森川さん。それしかないって、このゴブリンを前にして思う。

　このひとは間ま違ちがいなくマリアンナさんに一番近くて、一番大事にしてて、一番信用されている。それなら。

　マルタは銃を下ろし、リボルバーの弾だん倉そうを外はずして全て空だと見せてから、扉側の足の横に置いた。ジャックの手に戻ったら、懐ふところに予備の弾丸くらい平気で持っていそうだ。

　空の弾倉って、レンコンみたいだと思いながら言う。

「マリアンナさんは、バーチです。僕は知ってます」

　ジャックは何も言わなかった。ただ、平へい静せいに運転をした。

　薄うすい霧のオスタス。高い建物はあまりない。広い空。装そう飾しよく過か多たに思える、けれど品ひんのいい車内。フロントガラスの端はしにすら金きん彩さいと青で小さな花が施ほどこされている。

　ジャックが握にぎる白い革かわのハンドルには、アイビーの形の押おし印いんが並んでいる。縫ぬい糸はクリーム色だ。マリアンナの趣しゆ味みだろう。

「妄もう言げんにつきあってはいられませんな。それで、トーリアス警けい部ぶにでもマリアンナ様を逮たい捕ほさせるおつもりですか？　証しよう拠こもないのに？」

「証拠なんかいらないし、トーリアスに、いや、他ほかの誰にも言う気はありません」

「何な故ぜ」

　あっ燕つばめだ。霧を切きり裂さくような飛行に、マルタは視線を奪うばわれながら答えた。

「僕はバーチを愛しているから」

　突然道の真ん中で急ブレーキがかけられ、マルタはダッシュボードにしたたか胸を打ち付けた。

「っ!!」

　後ろにいたケンタウロスが止まりきれずにぶつかった。ジャックはハンドルを回して窓まどを開け、

「申もうし訳わけない。お怪け我がは」

　と訊いた。ケンタウロスは首を横に振る。

「鉄の車とぶつかったところで、我わが種族はへこみはしませんが、車がへこみましたぞ」

「それは、こちらの失しつ態たいですので。よければ後ご日じつお詫わびに伺うかがいますので」

「それはありがたい。我が細さい君くんはティルマカットのスフレが大好きなのです。くれぐれもワンホールで結けつ構こうです。あれは体重を気にしておりますから」

　ケンタウロスはそう言って懐ふところから名めい刺しを一枚取り出してジャックに渡すと、帽子の鍔つばを下げて挨拶をし颯さつ爽そうと駆け出した。

　ジャックはのろのろと車を路ろ肩かたに寄よせ、駐とめると、降りて後ろの凹へこみを見に行った。マルタも胸を押さえて猫ねこ背ぜになりながら倣ならう。

「ああ、結構べっこりいっちゃって」

「ちょっと金きん彩さいの修しゆう復ふくが面倒ですな。まぁ、この程てい度どなら板ばん金きん屋やに持っていけば直なおるでしょう」

　後ろを見れば、そこにはティルマカットのマークが控ひかえめに描えがかれていた。なるほど、さっきのケンタウロスはこれを見て、どこの車だか判わかったのかとマルタは得とく心しんする。

「……胸、平気ですか」

　ジャックが言う。

「え」

「ぶつけたでしょう。胸」

「ああ。痛いたいです」

　情なさけなくマルタは笑った。

「でも、話の方が大事ですから我が慢まんします」

　ジャックがマルタをじっと見つめた。マルタはその瞳を臆おくせず見返した。情けない笑みのままで。

　このひとには、僕はどれだけ情けなく見えてるんだろう。

　実じつ際さい情けないんだけど、わかって欲ほしい。

　何回思い描いたことでも、いざその場面になってしまえば全てのリハーサルはあんまり意味がないもんだなとマルタは思う。

　ジャックさんは、間違いなくマリアンナさんを大切に思っていて、そして僕を信用していない。

　信用して欲しい。

「ジャックさん。僕を信用してください。僕は自分が誰の信用に足たる人間でもないのを知っています。……でも、最さい低てい限げん、信用してくれる人を裏うら切ぎりたくないとも思っています。もし、ジャックさんが信用してくださるなら、僕は心こころ強づよいんです」

「黙だまれ小僧」

　ジャックが短く吐はき捨て、運転席に乗り込んだ。

　失しつ敗ぱいしたかな、と思ってマルタは溜息を吐つく。次のチャンスはどこだろう。もう一回同じところで待まち伏ぶせするか。それとも手紙とか。ダメかな。うわ、僕の七年間超ちよう無む駄だ。どうしよう。

「何やってんですか。あたしゃ用事があって車に乗ってるんですよ」

　運転席から声がかけられる。

　一いつ瞬しゆん理解できなかったが、すぐ理解して、マルタは顔を輝かがやかせ、つんのめるように助手席に乗って扉を閉しめた。

　ジャックはマルタがきちんと座るより早く車を出した。

「やっぱり車にはシートベルトが必要ですよ！」

　転がりそうになりながらマルタが言って、

「それ、なんですか」

　と訊くジャックに説明したら、

「そんなものをしたら、パーティでフリルが台だい無なしですよ。冗じよう談だんじゃない」

　と切きり捨すてられた。

　少し走ってからジャックが言った。

「……ドクトル・バーチを愛してるって、なんですか、あなた、男だん色しよくの趣しゆ味みが？」

「どっちでもいいんです。別に。マリアンナさんでも、バーチでも。……あのひとなら」

　また少し走ってからジャックが言う。

「どうしてそう思ったんです」

「理由はわかんないですけど。そう思って、それが全部で、僕はあのひとを守りたいです」

　また少し走ってからジャックは言った。

「今向かっているのは、ラン・フェオー様のところです。逢あってみればよろしい。彼もマリアンナ様を愛しています。勝てる相手ではないと、打ちのめされなさい」

「冷つめたいな、ジャックさん」

「なんにしろ、分ぶんを弁わきまえろ小僧。と申し上げてるんですよ」







　ホテル・デアステロ。

　相あい変かわらず豪ごう勢せいなホテルだ。

　街がい路ろの石いし畳だたみはそこだけ大だい理り石せきで美しく飾かざられ、けれど滑すべりやすいので不ふ評ひようだ。ジャックは車寄せに車を駐めて降り、ボーイに鍵かぎを渡す。

　マルタも車から降りると、制服を着たエルフのドア係がかりが神しん秘ぴ的てきな微笑ほほえみと共にドアを開けて二人を通してくれた。

　マルタはここには一度来たことがある。リッツが来て最さい初しよの事じ件けんのときだ。

　エントランスを抜ければそこはもう別世界のようだ。葡萄ぶどう色いろの絨じゆう毯たん、緑色の壁かべ紙がみ、巨きよ大だいなシャンデリアに巨大な花か瓶びん。そしてどっさりの花。今日は何か、マルタの知らない黄色い花の咲さいた木の枝が活いけられていた。日本だったら梅うめか桜さくらなんだろうなとマルタは思う。

　行き交かう客やホテルの者たちの囁ささやき声が、不ふ思し議ぎに調ちよう和わした和わ音おんになる。そんなふうに設せつ計けいされた場所だ。

　ジャックはフロントに行き、何事か告つげた。

　タキシードに、ホテルのマークのバッジをつけた銀の毛け並なみの人じん猫びよう族ぞくが現れて、二人を先せん導どうしてくれた。

「こちらへどうぞ」

　ホールを抜けて、目立たない扉から、隠されていたエレベーターに乗る。ホテル・デアステロは六階建てだ。オスタスではエレベーターはまだそんなに見かけない。がらがらと折おりたたみ式の鉄の扉を閉められ、ボタンを押してエレベーターは上がっていく。

　人猫族は無む駄だ口ぐちを叩たたかない。

　やがてジリンとベルが鳴って到着する。エレベーターの中は薄うす暗ぐらく、ここの廊ろう下かも薄暗かった。昼だというのに小さな窓にはカーテンが掛けられ、薄く光が入るばかりだ。

　通路の横には棚たなが作ってあって、そこにはいかにも高こう価かそうな小さな調ちよう度ど品ひんが置かれている。

　そして埃ほこりひとつ無い。

　人猫族はやがて突き当たりのドアにたどり着くと、ドアの横に置かれていたベルを取って鳴らした。

　ああ、この通路とエレベーターはこの部屋のためだけのものなのだとマルタは理解する。

　しばらくして部屋の中から声が返る。

「はい」

「ディルベルタ様のお使いのかたがおいでになりました」

「お待ちしておりました」

　中から扉が開き、そこには一いち分ぶの隙すきもないスーツ姿すがたの男がいた。人間族で美び男なん子しだった。

　これが、ラン・フェオーかとマルタは一瞬思ったが、違ちがった。男が言う。

「ようこそ。フェオー様はこちらです。お入りください」

「ジャックさん、僕も入っていいんですか」

　思わずマルタはジャックの耳みみ元もとで言い、ジャックはさも不ふ愉ゆ快かいげに顔をしかめて掠かすれ声で言った。

「駄目なら連れてきませんよ」

　そうか。

　それもそうだとマルタは今いま更さら服の埃をはたいて室内に入った。人猫族はそこに残のこり、扉を閉めた。

　通路と違って部屋の中はとても明るかった。

　通りに面した窓は大きく取られ、オスタスの市し街がいが一いち望ぼうできる。部屋の中央に設せつ置ちされた螺ら旋せん階かい段だんは吹き抜けの二階へとあがれるようになっていて、そこにも部屋があった。

　広間には黒く艶つや光びかりするグランドピアノと、やはり花瓶、それに大きな食事用のテーブルといくつかの椅子が用よう意いされていた。

　絨毯はクリーム色に草花の模様が織り込まれていて、それも明るい豪ごう奢しやさの原げん因いんだ。壁には何枚も、名めい画がとわかる油あぶら絵えと、色ガラスの見事な細さい工くのランプが設置されている。

　マルタは思わず目を擦こする。

「……ゴミでも？」

　ジャックの問いに情けない声で答える。

「なんか目がちかちかします」

「そんなスゥロン氏の私邸みたいにキンキラキンでもないでしょう」

　懐なつかしい名前にマルタは笑う。いつだっけかの依い頼らい人にん。業ごう突つく張ばりの成なり金きん豚ぶたノーム。

「やっぱキンキラキンなんだ。行ったことないけど、想像つくなぁ」

「ドキンキラキンですよ。どういう趣しゆ味みなんだか」

「ジャックさん趣味よさそうだもんね」

「持ち上げたっていいことなんにもないですよ」

　言いながらジャックは人差し指を右の耳から左の耳に流すように指さし示しめした。

「ほんと信用してくれませんね、僕の言うこと」

　でも会かい話わしてくれてるのはありがたい。

　けどそれを言ったら黙だまられそうなのでマルタは言わなかった。

　先せん刻こくの人間族の男は、マルタとジャックに椅子を勧すすめ、二人は腰こしをかけた。花の模様の布が張はられていて、なんの花かと思ったらデジーナーの花だった。

　オスタスによくある花で、マルタは微笑ほほえむ。

　奥の扉が開いて、静かに歩く音がした。

「お待たせいたしました」

　まるで玉ぎよく石せきが転ころがるような声だった。マルタでさえ鼓こ動どうが跳はね上あがる。

「わざわざ来ていただいて申し訳ありません。マリアンナ様のことについては、あなたが一番詳くわしいと聞き及およびまして、お話をさせていただきたいと思ったのです。我わが侭ままと無ぶ礼れいを心からお詫わびします」

　ジャックは自然に立ち上がり、マルタは少しぼーっとしてしまっていたが、ジャックに胸をどつかれて立ち上がる。痛いたい。絶対青あざになってるとこなのに。

「これは過か分ぶんなお言葉ですな」

　ジャックの言葉に男は胸に手を当てて続けた。

「いいえ本ほん来らいこちらから出向くべきですのにご足そく労ろういただきまして」

「それをお断ことわりしたのはこちらですからこれくらいは。それに、突とつ然ぜんのことで申し訳ありませんが、うちの若わかい者ものを連れて参りました。同どう席せきをお許ゆるし願えますか」

　うちの若い者、が自分のことだとマルタが気がつくのに数すう瞬しゆんかかった。その隙すきにまた胸をどつかれた。マルタの胸はジャックの頭ぐらいだから、わざわざ手を挙あげて裏うら拳けんで叩たたいているわけだが、ジャックの力は強かった。

　マルタは痛みに身を折おりつつも、脂あぶら汗あせと笑みを浮かべて目の前の男に言う。

「よ、よろしく、お願いします」

　男は端たん整せいな口くち元もとに、長い指の関かん節せつを当てて小さく笑った。

「私は構いませんよ。……その様子だと怪け我がでも？」

「はい、ちょっと……」

　えへへ手当てしてくれますか、実はかなり痛いんだけどと続けたかったマルタの言葉を奪うばって、ジャックは言う。

「あとでキャベツでも貼はっときゃ治りますから」

「キャベツって。せめて味み噌そか小こ麦むぎ粉ことミックスしてくださいよ」

　その言葉に男が笑う。

「ちゃんとした湿しつ布ぷがありますよ。話をしながら、手当てをしましょう。まずは自じ己こ紹しよう介かいを。私は、ラン・フェオーと申もうします。よろしく」

　そう言って差し出された、手入れのされた手と爪つめ。けれど、指にはずっとペンを握にぎっている者の胼た胝こがある。

　働はたらき者で、勉強家の手だ。

「……マルタ・サギーと申します」

　マルタは十七歳の自分の、まだ少しだけ指の短い手で握あく手しゆをした。

　ラン・フェオーは白の立ち襟えりのシャツとクリーム色のジャケット、それより色いろ味みの濃こいスーツという格好だった。艶つややかな黒髪を撫なでつけて、後ろは切っていて、猫ねこのような切れ長の目で、真っ黒な瞳だった。濡ぬれた黒い小石のような瞳だった。

　長ちよう軀くで、肩かた幅はばがきちんとあるものの細ほそ腰ごしで、穏おだやかな様子だ。

　デアスミスは八や重え咲ざきの色の濃い薔ば薇らのようだが、ラン・フェオーは白い椿つばきを連れん想そうさせた。

　バーチは喩たとえるならカトレアで、マリアンナも同じだ。

　で、自分はそこらの草だ。

　そのくらいはわかってる。

　ラン・フェオー。

　遠えん国ごくの宝石王。オスタスで開かれる宝石展示会のためにやってきた。

　夜会でマリアンナを見み初そめて。

　ああ、でも、いい男だな。

　マルタは一度瞬まばたきをして、それからランをまっすぐに見た。

「マリアンナさんのことを、少々知っています。でも、少々ですから、僕も一緒にジャックさんのお話を聞かせてもらっていいですか？」

　ランは少し驚いたような顔をして、それから微笑んだ。

「もちろん」

　そして握手の手を離すと、二人に座るように勧めて言った。

「何か食べるものも用意しますよ。何が好きですか」

「はぁ厚あつ切ぎりの肉が」

　言ったマルタの胸をまたジャックがどついた。マルタは身を折って震ふるえた。

「いいですよ、今日は三時まで空あけてありますから。昼食も一緒にしましょう」

　ランは愉ゆ快かいそうに笑って言った。







　夕ゆう暮ぐれ間ま近ぢかになって、ジャックとマルタはホテル・デアステロを出た。それぞれフェオー宝石店の印の付いた布ぬの袋ぶくろを持もたされて。

　マルタはジャックの運転する自動車の助手席で、しばらくぼんやりと外を見ていた。

「フェオー氏は、一ひと目め惚ぼれの存在を信じておられるそうです」

「僕だって耳ありますから聞いてましたよ」

　ランは僅わずかばかり照れくさそうに、そして恋をしたものの誇ほこり高さでその言葉を何度か言っていた。

　しばらく黙だまっていてから、ジャックはまた言った。

「地ち位いも、財ざい産さんも、美び貌ぼうも、年齢も、包ほう容よう力りよくも、人ひと柄がらも、あなたとフェオー氏は比くらべものになりゃしませんよ。勝ち目のないゲームなら、早くドロップした方がみんなの迷めい惑わくにならずに済みますよ」

「ジャックさんはっきり言うよねー」

　マルタは窓の外に視線を向けたまま言った。

　その表情が見えない。ジャックは横目でマルタの様子をうかがいながら車を走らせる。

「あ、僕、ティルマカットから歩きますから。事務所にまわさなくていいんで」

「当たり前です」

　図ずう々ずうしい。こういうところが嫌いだ。

　それでもマルタが黙っているのはなんとなく気になる。

　かといって、こちらから天気だの街並みだのの話を振るのも癪しやくだ。

　結局ジャックは黙ったまま、車はティルマカットの裏うらの駐ちゆう車しや場じように着いた。

　サイドブレーキを引いてエンジンを切る。

　扉を開ければ、街の音が遠く聞こえる。夕暮れの、人々の話し声や足音、馬車の車しや輪りん、馬のいななき。ティルマカットの店てん舗ぽから出てくる若わかい女性の笑い声。夕刊の新聞売りの鳴らす、ベルの音。オスタスのいつもの夕暮れの音だ。

「でもね、ジャックさん」

　車の中から、マルタの声がした。

　うかつにも振り向いてしまう。

「僕は、バーチを愛してる。その事実だけは、誰にも僕に敵かないはしません」

　マルタは僅かに薄暗くなった車の中で、微笑んでそう言った。

　含羞はにかむ子供のような、傷つききった老人のような、不思議な微笑みだった。

　それからジャックの言葉を待たずに車を降りると、静かに扉を閉めて帽ぼう子しを被かぶり直した。

「それじゃぁまた」

　振り向かず、微笑んだままの声でそう言って、マルタは裏路地へ向かって歩いて行った。

　その挨拶も、足音も、やがていつものオスタスの夕暮れの音に紛まぎれて、吞のみ込まれた。









　第三章　リッツ・スミスに伝えますか？






　その日の午後、リッツ・スミスはトーリアス警けい部ぶの来らい訪ほうを受けた。

　内ない職しよくの家か具ぐ屋やの帳ちよう簿ぼ付づけをやっていたところに突とつ然ぜんのノックがあり、ジョゼフ犬が尻尾しつぽを振って扉の前に座すわったのでリッツは護ご身しん用ようの麵めん棒ぼうも持たずに扉を開けた。

「はい」

「やぁリッツ！　頼たのむから紅こう茶ちやを飲ませてくれ」

　ものすごくにこにこと言われ、リッツは怯ひるんだ。

　トーリアス警部はいつもは髪かみをきちんと刈かって整ととのえている。鼻の下のブラシみたいな髭ひげもそうだ。簞たん笥すみたいな体たい格かくで、仕立てのいい洋服を着て。暇ひまが無くても隙すきを見て埃ほこり取とりの手て箒ぼうきもかけている。

　きれい好きできちんとした、いいところの子し息そく丸まる出だしの優やさしい雰ふん囲い気きを持っている、オスタスにおけるカード戦争の担たん当とう者しやだ。そして何な故ぜかドクトル・バーチの担当者でもある。

　そんなわけで、警部がここに紅茶を飲みに来ても全く珍めずらしくはないわけだが、どういうわけか帽子の下の髪は乱みだれ、無ぶ精しよう髭ひげが生え、全体的になんというかこざっぱりしていなかった。

　珍めずらしい警部の姿に、リッツは怯む。

「か、か、か、かまいませんけど、何か食べますか。少し待っていていただければ、マルタ用に残してた僕ぼくの昼のスープとか、ちょっとかびてますけどライ麦むぎパンありますけど」

「……かびたところを切ったパンを、スープに入れて、十分ほどオーブンに入れたのがもらえるといいのだが……」

「チーズは？　かけます？」

　トーリアスは力なく横に首を振った。

「いらない。胃いが痛いたいんだ」

「わ、わかりました。ともかくこっちへ。いつもみたいに自分の家っぽくくつろいでください。上着取りましょう。ソファーに横になりますか」

「ああ、ありがとう。リッツはいいお嫁よめさんになるよ」

　おかあさんと言われないだけマシだな、と、リッツは思った。







　上着を脱ぬいでソファーから足をはみ出させて横になったトーリアス警部は、リッツがオーブンにスープとパンを突つっ込こんで戻ってきたらもう眠ねむっていた。

　リッツは警部に毛もう布ふをかけ、やかんを火にかけて帳簿付けの続きを少しした。

　やがて湯が沸わいたから紅茶を淹いれ、オーブンからスープとパンの皿を取り出してテーブルに置いた。

　少し冷めてから警部を起こして食べさせ、飲ませたらまた眠ってしまった。

　それからまた帳簿をつけて、暗くなってきたからと部屋の明かりをつけてカーテンを閉める。

　ジョゼフ犬が小さく鳴いて、ドアの前に座っていた。

　リッツは扉を開けると、しゃがんでジョゼフ犬に言った。

「いってらっしゃい。いつもの部屋に、動きやすい服を用よう意いしてあるから。気をつけてね」

　ジョゼフ犬は小さく鳴くと、階段を駆け下りていった。

　リッツはしゃがんだままぼんやりした。

　……今はおおむね平へい穏おんで、順じゆん調ちようだ。何も変わりはない。安定している。ずっとこのままでもいい。

　でも、そんなことはあり得えない。

　兄、ウィリアム・デアスミスが何を目もく論ろんでいるにしろ、今のままのはずがない。

　自分に仕し込こまれたアテンダントというもの。賢けん者じやの石とやらの場所に、案内するはずのものだ。

　デアスミスが見ていないところで発動したらどうするつもりなんだろう。

　リッツは表ひよう情じようを歪ゆがめた。

　そんなわけがない。

　だから今もきっと見み張はられている。どこからか。

　ウィリアム・デアスミスの最さい大だいの力はおそらく、頭ず脳のうでも能のう力りよくでもなく、魅み力りよくだ。

　それはなんとなくわかる。自分がその力から逃のがれられているのは、彼が父と母を殺したからだ。そうだろうか。リッツは自じ問もんする。

　たとえば兄がここへやってきて、おいでと手て招まねきひとつしたらどうだろう。

　それ以前に、ここではない場所にいて、兄を恋こいしく思ったらどうなんだろう。自分はふらりと街へ出て、きっと兄を捜さがす。

　ここではないところ。

　思って溜息を吐く。

　想像ができない。

　ここの前は、教きよう授じゆと呼ばれる老人の屋や敷しきで働はたらいていた。兄が屋敷の主人になり、そして燃やしたところだ。あそこ以外知らなかったらどうだろう。

　オスタスを知らなかったら。兄の魅力から、逃れられただろうか。

　こうやって、すっきりした気分と頭で、自分は自分だとものを考えられただろうか？

　オスタスは、世界は広いと教えてくれた。わかり合えるものは兄だけではないと教えてくれた。兄に感じていた違い和わ感かんは正しいのだと、リッツは正しいのだと受け入れてくれた。

　それははっきり言葉として与あたえられたものではなかったけれど、笑え顔がおや言葉やふと触ふれられる親しん密みつさで理解できた。

　それは何にも代かえ難がたいリッツ自身の宝だ。

　階段を上がってくる足音がした。

　視線を上げて階段を覗のぞき込んだらマルタだった。

「あれ、リッツ、どうしたの？」

「……ジョゼフ犬の見送り。おかえりなさい」

　階段は下の扉のガラスからの弱い光が照てらすばかりで、マルタの顔がよく見えない。

　それでもマルタが、

「ただいま」

　と、言ったとき、泣きそうな笑顔だったのはわかった。

　今まであまり見たことがない顔だ。

　一週間前までは全然見たことがない顔だ。

　リッツは座って膝ひざを抱かかえたままマルタに言った。

「……マルタさぁ。僕に話すことない……？」

　いつもならマルタの内ない緒しよ事ごとは大たい抵ていロクでもないから、首根っこ引っ摑つかんで食事を抜ぬいてでも白はく状じようさせるのだが、リッツは今はそんな気分にはなんとなくなれなかった。

　マルタは静かに階段を上り切り、リッツの前に立つと言った。

「うん。あるんだ。聞いてくれる？」

　リッツはしゃがんだままマルタを見上げる。

「マルタ。なんか大きくなったんじゃないか」

　ふふ、とマルタは笑って答えた。

「リッツがしゃがんでるからだよ」







　夕飯の支し度たく、まだしてないならヘンリーのデリをちょっと買ってくるけど、と、マルタが言い、それなら一緒に下で食事しようとリッツが言った。

　リッツは部屋に戻って上着を着て、マルタと一緒に階段を降りる。

「トーリアス警部が部屋で寝ねてるよ」

「え、なんで」

「わかんないけど、なんかお前みたいになってた」

「へええ」

　面おも白しろがって笑うマルタに、リッツが言う。

「トーリアス警部はヘトヘトだからそんなんなの。お前は朝イチからあんなんだからダメなの。一緒にすんなよな」

「でも、最近は違ちがうだろ？」

　言ってマルタは外への扉を開ける。

　通りは家いえ路じを急ぐ人たちが行き交かっていた。商しよう店てんは売りきりの賑にぎわいで、ガス灯とうに火が入れられていく。

　ヘンリーのデリは七時までやっている。道に出したテーブルと椅子で、半はん額がくになった総そう菜ざいとパンで腹を満たして帰る独ひとり者の勤つとめ人が、何組かいた。

「おっなんだ。珍しいな」

　ショーケースの前に並んだマルタとリッツを見つけてヘンリーが笑った。

「たまには助手に楽をさせなくちゃね」

　マルタが言うとヘンリーは、

「お前にとって衝しよう撃げきの新しん事じ実じつを教えてやるよ。普ふ通つう助手は家か政せいの面めん倒どうなんか見ねぇんだぞ」

　と鼻に皺しわを寄せて睨にらんでみせた。

　マルタは笑って肩をすくめる。

「そうだね。感謝してる。だからごちそうしようと思って」

「だったらもっと上じよう等とうな店に行けよ。シノア・オライオンとかよう、話題だぜ？　セミナールビスターとか、ああ、そうだ、この間デガッチョのトップシェフが店出したんだぞ。知ってるか。五丁先の布ぬの地じ屋やの隣となりの。俺おれ、先週勉強しに行ったけど鳩はと料理が信じられない出来でさ、血のソースがもう」

「僕はヘンリーの総菜が食べたいし、リッツに食べさせたいんだけど、ダメなの？」

　マルタの率そつ直ちよくな物もの言いいに、ヘンリーは虚きよを突つかれて不ふ覚かくにも赤くなってしまった。

「ば、バカお前。俺のなんか毎朝食べてるし、デガッチョのトップシェフの鳩料理」

「鳩料理はそのうち食べるよ。リッツの手料理だってもちろんすごくおいしいさ。でも、今日はヘンリーの総菜が食べたいんだったら。余あまってるのでいいから。お金もちゃんと払はらうから」

　言葉に詰つまるヘンリーに、マルタはニッコリ笑う。

「だって、たまには失しつ敗ぱいしてないヘンリーの料理を食べてみたいだろ」

　リッツは横で溜ため息いきを吐ついた。

　やっぱりマルタはマルタだ。

　溜息は同時に、安あん堵どの吐と息いきでもあった。







　残り物のハムサラダをどっさり盛もられた皿を前にして、マルタは唇を尖とがらせる。

「なんでハムサラダ……ピカタ注文したのに……残ってたのに」

「予約だって言われたでしょ。諦あきらめなよ」

　マルタはもうがらがらのショーケースを横目で見る。お客が何人か、ヘンリーに会計をしてもらっているその間から見える大皿に、ピカタは二枚残っていたが見ているうちに売れてしまった。ヘンリーは用意していた雑ぞう巾きんでショーケースを拭ふいて、布を掛ける。店内には明かりがつけられ、テーブルには小型のランプが置かれている。

「ああ僕のピカタ」

　溜息を吐くマルタに、リッツが柔やわらかいパンと、温あたたかいトウモロコシのスープを飲みながら言う。

「余よ計けいなこと言うからだ。いいだろ、ハムサラダおいしいよ。こっちの魚のフライだって、ヘンリー揚あげ直なおしてくれてるもん。この忙いそがしい時間だってのに。ほら、レピュー水飲めよ。もう古いヤツだからっておまけしてくれたんだぜ」

　リッツはそう言って、マルタの空からのグラスに青い瓶びんからレピュー水を注そそいだ。黄色のラベルに描かれた葉付きのレモン。レピュー水はレモンの果か汁じゆうが入った発はつ泡ぽう水すいで、少々値段が張はる。ヘンリーは足つきのグラスまで出してくれた。

「雰ふん囲い気きいいよね。楽しいな」

　リッツはランプの光に照らされて消えるレピュー水の泡を見て、うれしそうに言った。

「リッツはまだシャンパンとか早いからなぁ」

「飲んでおいしいと思わないもの。あれってそのうちおいしくなるの？」

「なるひともいるし、ならないひともいるし。好きなひとは子供のときから好きだよ。だから、リッツはさほど好きにならないのかもね」

「ブランデーならおいしいよ」

「好みの問題かなー」

「マルタはどうなんだ？」

「んー、ビールとかは結構飲むかなー。結構つきあわされること多くて。いろんなお酒飲んだけど、あんまり強くはないなぁ。リッツの方が強いよ、きっと」

　リッツは食事の手を止めて、マルタの表情を見つめた。

　なんだか、今、マルタがとても遠かった。

「……どこで？……誰と。誰につきあわされたの」

　リッツの問いに、マルタは静かに微笑んだ。

　ほら、その表情だ。

　ドルーシア銀行事件から浮うかべるようになった。

　まるで大人みたいな、懐なつかしいものを見るような微笑み。

　なんだか苛いら々いらする。腹が立つ。なんなんだ。この、傷ついた気分は。どうしてだ。

　マルタは少し考えて、一度ゆっくり瞬きをしてから口を開いた。

「蓑崎で。森川さんに。最初は、スナックみゆきっていう店で、すごい飲まされて吐はいた」

















　思いもしなかった話に、リッツは目を見開いた。

　蓑崎は知ってる。マルタに聞いた。マルタの世界だ。森川さんって誰だ。この間まで、マルタはまともにお酒飲んだことないって、未み成せい年ねんだから法ほう律りつがって。オスタスにはそんな法律ないのに。未成年とかわけわかんないし。

「それで、何回かつきあわされて、ちょっとずつ強くはなっていったんだけど、でもやっぱりあんまり好きじゃなくて。信しんは、でもビール一いつ気き飲のみできて」

「マルタ」

　苛いらついた声が出た。

　わけがわからない。

　マルタは叱しつ責せきされた犬のように表情を歪ゆがめた。

「……上う手まく話せないな。ごめん」

「いいから、そういうんじゃなくて。ちゃんと、話して。聞くから」

　もう一度目を閉じて、視線を上げずにマルタは唇を開いた。

「僕は、今、本当は二十五歳だ」

　リッツは一瞬その意味がわからなかった。

　けれど続けて聞こうと決意して、黙る。

　理解はあとだ。マルタの話は続く。

「カードの……あれこれで、蓑崎に戻らされた。で、七年経たって、なんとか戻って来られた。これは、『カード戦争』委い員いん会かいに知られちゃいけない。でも、リッツには」

「わかった」

　リッツは短く言った。

　視線を上げれば、リッツは怒ったような顔でパンを握にぎりしめていた。

「もういい。それ以上はいい。ばれたらまずいんだろ。二度とするな。他の誰かには話すつもり？」

「ううん。リッツだけ。一生リッツだけ」

「わかった。この話は終わりだ。もう絶対、一生しない。たぶんその方がいい。カードの……あれこれで、ばれたらまずいんなら」

　だったらこんなところでじゃなく、それこそ部屋の中ですればいいのに、と、リッツは思ったが、きっとそれも『カード戦争』の前には無む力りよくなのだろう。

「リッツ」

　マルタの困こまった声。それを聞いてもリッツは顔を上げる気にならない。なにか、強い感情で頭ががんがんする。

　七年。

　七年だと？

　なんで。

　なんだそれ。

「リッツ」

　心配する声。

　マルタの。

　リッツは強く目を閉とじる。涙なみだがこぼれた。耳みみ鳴なりがする。七年。二十五歳。マルタ。マルタ一人で。モリカワさん？　知らないところで。知らない人と。でもマルタがここにいるってことはきっと必ひつ死しで戻ってきたんだ。帰りたいと思って七年。

　それでなんでこんなに胸が痛いんだ。なんで苦しいんだ。

　この一週間のことを思い出す。

　懐かしいものを見るようなまなざしや、老ろう人じんのような微笑みや。

　ヘンリーのデリを。

　僕の紅茶を。

　泣きそうに味わって。

　人が変わったように片かた付づけたり走り込んだり。

　ポケットからハンカチを出して涙を拭き洟はなをかむと、リッツは泣くのを堪こらえた赤い目でマルタに言った。

「食べよう！　ヘンリーの、デリだ！」

　笑おうとしたが、上手くいったかわからない。

　マルタは頷うなずき、微笑んでハムサラダを頰ほおばった。

「それで僕、警察の捜そう査さに本ほん格かく的てきに加わることにした」

　リッツは洟を啜すすりながらレピュー水を飲んで頷いた。

「いいんじゃない」

「うん」

　今の話を聞かなかったら納なつ得とくいかないことだったが、もう聞いてしまったから納得した。

　マルタは、大人になったんだ。

　守られる側がわから、守る側に。

　でもそれは、ゆっくりじゃなく無む理り矢や理りそうさせられたんだ。

　マルタが傷きずついたから、自分も傷ついた気分になったんだ。リッツはそう思う。

「リッツは事務所にいて」

「……うん」

　マルタは、大人になったんだ。そう思うと胸が引き裂さかれるように痛かった。







　数日後もトーリアスの身なりは復ふつ活かつしていなかった。かろうじて髭だけは今け朝さ整ととのえたが、疲ひ労ろうと寝ね不ぶ足そくによる隈くまは消えていない。

　マルタは昼間から警けい察さつ署しよのソファーで、まだ午後の早いうちだというのにぐったり横になっていた。

　警察署内は電話が鳴り響ひびき、何人もの警けい官かんや巡じゆん査さが出入りしていた。マルタが作業していた部屋も取り調べに使うからと追い出され、とりあえずここに座っていたら、座っていられなくて横になってしまった。

　始めてしまえば簡単なことだった。

　用意された小部屋の中で、トーリアスに渡された調ちよう書しよに向かってカードを発動させる。

　最初の一件はおっかなびっくりだったが、いざカードを発動させてみれば、この状態でも効こう力りよくを発はつ揮きした。

　今までマルタが直ちよつ感かん的てきにこだわっていた、現場で、とか事件の関係者を集めて、とか、そういうことは最も早はや、必要なかった。

　あるいはシシャがカードの調ちよう整せいをしたのかもしれないし、マルタの七年間がカードに何か影えい響きようを及およぼしたのかもしれなかった。

　暗い部屋の中でカードが金の星せい雲うんになって崩くずれ落ちる。

　部屋の外のことをマルタは知らない。

　事件が解決したその事情を知らない。

　カードの力がどう及およんだのか、マルタは知らないまま、ただ、ずっしりと、背せ骨ぼねに粘ねばり付つくような重い疲労を感じる。それは魂たましいを奈な落らくに引きずり込まれるような感覚だった。

　一日に、カード二枚が限げん界かいだった。

　警察の対応も、それが限界だとトーリアスはよれよれになってマルタに告つげた。

　だからこの数日は、マルタは一日に二枚カードを使って、あとは警察署の暗い小部屋でぼんやりと座って過ごした。

　時間が過ぎるごとに、扉の外が騒さわがしくなっていくのはなんとなく判わかった。

　二枚目のカードを使ったあと、三時間ほど動けなくなって、ようやく立ち上がって部屋を出たときはもう深しん夜やだった。

　それでも署内の騒ぎは収まっていなかったが、マルタの姿すがたに一いつ瞬しゆんだけ、どこか不ふ穏おんな沈黙が落ちた。

　何がどうなったか、知りたくもない。

　犯罪の真実が、時間を経て明らかになって、それで被ひ害がい者しやの親したしいものが救すくわれて、犯はん人にんが罰ばつせられるのはいい。それで犯人が次犯おかすはずだった罪つみが、発生しないならなおいい。

　けれど、『名探偵』のカードはそれだけでは済まない。

　真実を明らかにする。無理に。埋うめた証しよう拠こは、出てくる。それが住じゆう宅たく地ち丸ごとを吞のみ込む崖がけ崩くずれの結果であっても。埋めた証拠がバラバラの白はつ骨こつ化かした死体なら、転がり出て警けい邏ら中ちゆうの警官の前にそれと判るように並んで止まることすらあるだろう。そして偶ぐう然ぜん犯人が落としたボタンが、その横に転がり現れることも。

　それが『名探偵』のカードだ。

　バーチとの対決だけに使っているのなら、そういう力を感じなくてもよかった。

　バーチは悪ではないからだ。

　真実が明らかになっても、反はん動どうは少ない。

　そういえば、バーチの正体というものに対してカードを使ったことはなかった。

　そうしていたらどうなっていただろうか。

　どこか高い場所で朗ろう々ろうと口こう上じようを述のべるバーチの変へん装そうが解とけて、マリアンナの姿が明らかになる。

　もしそうなったら、彼女は驚おどろくかな。マルタは夢む想そうする。

　驚きはするが、きっと狼ろう狽ばいはしないだろう。

　大きく、身体からだに合わなくなったブラウスの前を摑つかんで、髪をなびかせその不ふ可か解かいな現げん象しようと運命に向かって、挑ちよう戦せんするように笑うだろう。

　そういう人だ。

　そう思って、マルタはようやく帰き途とにつけた。その夢想には、歩みを支ささえるだけの力があった。

　数日間その繰くり返かえしで、あえて新聞は見ないようにして、トレーニングは続けて、こんなことがいつまで続けられるのだろうか。

　マルタは今自分がなんの事件を解決しているのかもわからない。

「マルタ。確かく認にんしなくていいからここにサインをくれ」

　トーリアスがそう言って、報告書らしいものを差し出した。マルタは起き上がると、トーリアスに差し出された万年筆でサインをする。

　トーリアスはマルタの横に座ると顔を覗のぞき込む。リッツは結局、迎むかえにだけ来ることになった。マルタの傍そばにいてもやることはないし、リッツがいれば茫ぼう然ぜんと目を見開いたまま椅い子すに座って三時間、なんて姿をさらすわけにもいかない。

「大丈夫か？」

　トーリアスの質問に、マルタは手のひらで顔を拭ぬぐって笑顔を作る。

「大丈夫」

「顔色悪いぞ」

「そりゃぁこの四日まともに眠ねむれてないもん。柚ゆ子ず風ぶ呂ろ入りてえー……」

　げっそりとマルタは言い、トーリアスはかける言葉を探した。柚子風呂ってなんだろう。

　だがトーリアスが何か言うより早く、黒いヴェールの付いた帽ぼう子しを被かぶった黒服の男がやってきて、マルタとトーリアスの前で優ゆう雅がに身を折った。

「はじめまして。探たん偵ていＭ氏ですな」

　マルタは顔も見ずに頭を下げた。

「どうも」

「なんだ、ロズワイヤ」

「相変わらず無ぶ礼れいだなトーリアス。話題の探偵に、挨拶くらいしてもいいだろう。私はミハエル・ロズワイヤ。トーリアスと同どう期きの刑けい事じです」

「僕の自じ己こ紹しよう介かいはいらないでしょ。探偵Ｍです。ダンピールのかたですか。そのヴェール」

　マルタはぼそぼそと力なく言う。

「さすが、名探偵氏ですな。今度是ぜ非ひ、私の現場にもおいで願いたい」

「僕の担たん当とうはトーリアス警部ですから、彼を通してください」

　トーリアス警部、ちょっと、と誰かが呼んで、トーリアスはマルタとロズワイヤに視線を残しながら早足でそちらに向かう。

　うふふアイドルみたいなこと言っちゃったと内心面おも白しろがっているマルタに、ロズワイヤは低い声で言った。

「……カード使いだそうですね」

　それを聞いて、マルタはロズワイヤを見上げる。ヴェールに隠れて表情はわからない。

「迷めい信しんでしょ、カード使いなんて」

　ロズワイヤはソファーの横にしゃがみ込んだ。

「あなたがカードをかざして、呪じゆ文もんを唱となえて事件が解決したところを、私もこの目で見ました」

　マルタは黙ってロズワイヤの表情を、正確にはヴェールを見る。

「ありゃハッタリです。手品です。タネはわくわくホッピーオスタス店で買いました。もう作ってないそうです。カード使いなんかいるわけないじゃないですか。そうだとして、僕に何かご用事ですか」

「他ほかに、どんなカードを持っていて、どんなことができますか？……私もカード使いになれますか？」

　マルタは深く溜息を吐いて、答えた。

　まぁ確たしかに今まで警察の目の前でバカスカおおっぴらにカード使いすぎたか。

「他にカードは持っていません。カード使いには選えらばれた人間だけがなれます。僕にはあなたがどうやったらカード使いになれるかはわかりません。お役に立てなくてごめんなさい」

「噓うそを吐つくな小こ僧ぞう」

　ロズワイヤが顔を近づけて凄すごんだ。

「私も伊だ達てにこの仕事をしているわけじゃないんだ。噓ぐらいわかる」

　うんざりしながらマルタは言う。

「なんでカード使いになんかなりたいんです」

「カードは力だ。力を欲ほつさぬものはいない。それだけの話だ」

「へえー。まーとにかく僕から言うことはなんにもないです。脅おどしたってだめだし、僕のカード盗ぬすんだりしたら酷ひどい目に遭あいますよ」

「……お前こそ脅すか、小僧」

「ひっどいなぁ。僕親切で言ってんですよ。あーそうだ、アルトリオン伯はく爵しやく令れい嬢じようが保ほ護ごされたときの捜そう査さ詳しよう細さい資し料りようが、僕、見たいなー。トーリアス警部が見せてくれたのはまるで詳くわしくなくてー。ロズワイヤ警部ならご存じじゃないんですか？　トーリアス警部より、ほら、警察内部のことに詳しそうだし、きっと将来も嘱しよく望ぼうされてるでしょうし」

「それを見せたら、見返りがあるのか」

「ないですよ。言ってみただけです」

　ロズワイヤが怒いかりに身体からだを震ふるわせたとき、トーリアスが走って戻もどってきて二人の間にしゃがんで身を割わり込こませてきた。

「いやいやいやいやすまんすまん!!　えーと、すまんロズワイヤ、こいつ何かしたか？　あの、あのなー、結構アホなんで許してやってくれ」

　作り笑いで割り込むトーリアスに、ロズワイヤは立ち上がる。

「……別に、何もなかったよ、トーリアス。将来が楽しみな若者じゃないか」

「そちらも、将来が楽しみなおじさんですね」

　ニッコリ笑って言われたマルタの言葉に、ロズワイヤがヴェールの下で青あお筋すじを立てた。見えないが気け配はいは伝わった。

　ロズワイヤはマルタに背せ中なかを向けて立ち去る。

「おい、なんか言われたのか？」

「……どっか、話せるとこある？」

「ああ」

　とトーリアスはマルタに木き札ふだのついた鍵かぎを見せた。

「お望みの奥おくの資料庫の鍵。好きに漁あされ」

　マルタは起き上がると、その鍵を受け取った。

「ありがと、トーリアス。じゃ、その資料庫で話ししよう」

「それとバーチの予告状が届とどいた」

「いつ」

「土曜の夜だ」

「ええっ」

「なんだ、何かあるのか」

「次の日デートなんだよ」

　トーリアスが目を輝かがやかせる。

「ふむ！　お前からはじめて色気のあることを聞いたな。誰とだ」

「マリアンナ・ディルベルタさんと」

　それを聞いたトーリアスは何も言わずに肩をぽんぽんと叩いた。

「日曜の夜は、署しよか家にいると思うから。ふられたら電話してくれ。そうだ、いいバーがある。お前は牛ぎゆう乳にゆうだけど」

「え、なにそれ。なんで僕がふられるのとか泣きつくのとか鉄てつ板ぱんっぽいの警部の中で」

　半はん端ぱな微笑みをトーリアスは浮かべ、鍵を指で摘つまんで振りながら歩き出し、マルタは頭を搔かきながらついていく。

　なんで土曜日なんだ。

　せっかちめ。









　第四章　女じよ王おう陛へい下かのマルタちゃん






　その日の夜、ティルマカットから夜や会かいに出かけ社しや交こうをこなして自じ宅たくに戻もどる車内で、ハンドルを握にぎったジャックは後部座席のマリアンナに言った。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしくて訊きく気にもなりゃしませんが、いちおう部下に訊かれたら答えなくちゃなんないんで訊かせていただきますよ、ドクトル。なんで土曜日なんです？　もう幾いく日にちもないのに」

　マリアンナはぼんやりと、車しや窓そうを流れる街の夜や景けいを見つめる。

「いやぁ……フェオー氏のためにも、早いほうがいいだろう。私を諦あきらめるのは。ほら……新しい出で逢あいとか？　あるかもしれないし」

「ああ、それはようございました。あたしゃてっきり日曜のマルタ・サギーとの公園への外出を心から楽しむために、面めん倒どうは終おわらせたいというおつもりなのかと思っておりましたよ」

「何をバカな。ハッハッハッ。ところで社交というのはどうもこう肩かたが凝こっていけないな。肩こり薬を調ちよう合ごうするか。あー疲つかれた疲れた。ジャック、家まで少し眠ねむるよ」

「……おやすみなさいませ」

　図ず星ぼしか。

　そう思ってジャックはこっそり唇くちびるを突つき出した。

　マルタ・サギーは、ドクトル・バーチを愛している。バーチがマリアンナだと知っている。なぜ知っているのかは言わなかった。おそらく、言うべきではないと思っているのだろう。

　ならば訊かない。おそらくカード使いのあれこれなのだろうから、そんなものに巻まき込まれたくはない。

　今度の日曜、公園でマルタ・サギーはマリアンナにそのことを告げるのだろうか。

　おそらく告げるつもりはないだろう。

　ことによると、一生秘ひ密みつにする覚かく悟ごなのかもしれない。

　そうでなくては、まず、ジャックに言った説明がつかない。

　ジャックに言わずに本人に言うのが、本来一番の近道だ。

　けれど、きっとそれでは何か不都合があるのだ。

　知ったこっちゃない。

　巻き込まれたくはない。

「……知ったこっちゃないですよ」

　思わず呟つぶやいてしまい、バックミラーを覗のぞき込んだら、言葉どおりマリアンナは安らかな寝ね息いきをたてていた。

　疲れているのは事実のようだ。







　マルタが帰き途とについたのは、すっかり夜も更ふけてからだった。

　相変わらずの身体からだに合っていない大きめの上着を着て、結局一日晴れなかった霧きりに震ふるえながら、ガス灯とうの通りを行く。

　劇げき場じようや酒さか場ばの集まる繁はん華か街がいの他ほかはオスタスの夜は早い。

　車や馬車も時折道を行くだけだ。

　家の窓も、見ていれば歩くうちにふと明かりが消えてしまう。

　なんとなく住すみ分けができていて、夜の種族たちはこの界かい隈わいにはあまりいない。二丁先の、通つう称しようムーン・ブロックに彼らは多く住んでいて、今いま頃ごろはきっと賑にぎやかだ。

　疲れ切って、もう早く帰ろうと家路を急ぐマルタがレスフル通りにさしかかったと同時に、路地から黒い服を着た女性が現あらわれた。

「あら、マルタさん！」

　眼鏡めがねをかけて、頭の両側でプレッツェルみたいに結ゆった髪。長なが袖そでの黒のコートにドレス。裾すそは短めで、茶色の編み上げブーツが見えている。手には重そうな革かわ鞄かばん。

　マルタはぎくりと立ち止まり、唾つばを飲み込んでその名を呟いた。

「シェリーさん」

「こんばんはーお久ひさしぶりです」

『カード戦争』委員会、オスタス担たん当とうのシェリー・オーウェンは、霧の中、青白いガス灯とうの下で笑って片手をヒラヒラ振った。

　マルタは恐きよう怖ふと動どう揺ようを抑おさえた。気の抜けた声と笑え顔がおでマルタもヒラヒラ手を振り返す。

「わー、お久しぶりでーす。シェリーさんどうしたんですか、こんな時間に。危ないですよ、女性なんだから」

　言って近づき、ガス灯の前で立ち止まる。

　青白いひとつの明かりに包まれ、マルタとシェリーは話をする。

「やっだ、大丈夫ですよう。うれしいこと言ってくれちゃってこのこのぅ」

　口元に手を当て身をくねらせるシェリーは、特になんの害がいもないように見えるがそうではない。なにしろマルタは、彼女に引いん導どうを渡された。『カード戦争』委員会の通つう達たつを、彼女はなんの感かん慨がいもなく読み上げて、マルタを蓑みの崎さきに帰したのだ。

　けれどそれも、マルタの帰き還かんによってなかったことになった。蓑崎での七年間と同様に。

　なくなったもの。

　そしてマリアンナのあの夕ゆう暮ぐれの笑顔。

　それを思えば自分の気持ちを殺すことなど造ぞう作さもなかった。

　たとえ、目の前の女性と、それに繫つながる『カード戦争』委員会に、底そこ知しれぬ恐きよう怖ふと憎ぞう悪おを感じていたとしてもだ。

「だって、やっぱ物ぶつ騒そうでしょ。最近のオスタスも。気をつけなきゃ、シェリーさんも」

「あら、でも、あなたが前にいらしたところほどではないんじゃないですか？」

「えー、どーかなぁ。でもほら、強ごう盗とうだって殺人だって、あっちもこっちもあるわけだし、それは件数が多いとか、そういうことじゃなくて……ともあれ、シェリーさんは一人歩きなんかしたらダメですよ。送りましょうか？」

「ま、男らしい。急に大人になったみたい」

「そりゃそうです。なにしろ僕は、年上の美女をデートに誘さそったんですから。僕のところでは男子三日会わざれば、変わってるから気をつけなって格かく言げんがあるくらいですよ」

「ええ、そうなの？」

　楽しそうなシェリーに、マルタは軽く肩をすくめてみせる。

「……意い訳やくしましたけど」

　シェリーは声を上げて笑い、それから言った。

「でも、ちょうどよかったわ。私、マルタさんのところに行くところだったんです」

「委員会のご用ですか？」

　背せ中なかに薄うすら寒さむいものを感じながら、マルタは問とう。大だい丈じよう夫ぶ、自分は上う手まく笑えている。はずだ。

「んー、そういえばそうなのかもしれませんけど、まぁ今のところは個人の用事ですわね」

「よければ、うち来ます？」

「いいえ、それには及およびませんわ。……ちょっと、ひとつ確かく認にんをしたいんですけど。マルタさんのお知り合いで、カードを偽ぎ造ぞうした方っていません？」

　思いがけない問いに、マルタは思わず声を高くしてしまう。

「いるわけないですよ、そんなの!!　プレイヤーだったら、偽造だなんて、思いつきもしないし」

「ですよねぇ」

　それは、カードを持って伝わることだ。カードには意い思しがある。それは確かだ。カードから伝わる意思、プレッシャーには確かに、偽造など許ゆるさないという無言のメッセージがある。

「でも、マルタさん。……プレイヤーじゃなかったら？」

　プレイヤーじゃなくて。

　偽造カード。

「あっ」

　思いついてしまう。オレイヤーズが言っていたこと。オスタス・アーバーズの店主の二足歩行のモグラ。忠告しときますよ。

　でも、だったら、オレイヤーズにすでに話を聞いているはずだ。アーバーズは委員会の管かん理り下かにあるのだし。

「バーチ。が……でも、あれは」

　シェリーは動じない視線でマルタを見つめていた。

「カードを偽造するのは難しいんです。ご存じのようにカードには意思がありますから、そんなものは『カード戦争』委員会以外には作れません」

「そうですよね」

　あとは、Ｓ氏とか。

　神とか悪あく魔まとかそんなような、すくなくとも人間よりも絶ぜつ対たい高こう次じの存そん在ざいでなくては、あんなものは作れないだろう。

「ですが、先日のカードは大変よくできていて。……委員会で問題になっているんです」

「……問題って……だって、プレイヤーでもないんだから、いいんじゃ……」

　シェリーは視線を横にずらし、少しばかり言いにくそうに口を開く。

「確かにそうなんですけど。でもまぁ何らかの処しよ罰ばつをしないと面めん倒どうらしいんですよ」

　何がだ。

　神様の中にも上下関係とか面子メンツとかあるのかな。あるんだろうな。

　マルタはぐらぐらしそうになりながら考える。

　イヤだそんな神。

「でも、一いつ般ぱん人じんにどんな罰を与あたえるか、が、問題になっていて……。バーチさんの運を、どこかで少し削けずることになると思うんですけど」

「そんなことできるの!?」

　できるに決まってる。

　時間も超こえて人の意思も動かせる。カードはそういうものだ。

　だからマルタの言葉は質問ではなく憤いきどおりの発はつ露ろだった。

「……私個人としても、ちょっとどうかと思っています。一度だけ、どこかでそれは発動すると思います。ですのでマルタさん。……ちょっとバーチさんに婉えん曲きよくに、そのことを伝えていただけませんか？」

　思いがけない申し出に、マルタは思わずシェリーを凝ぎよう視ししてしまう。

「……なんで……？　ですか？」

　シェリーは恥はずかしそうに視線を落とす。ガス灯の下の頰ほおが染そまる。鞄を足あし下もとに置くとコートのポケットから、すみれの花のエンボスの飾かざりのある小さな色しき紙しを取り出してマルタに差し出した。

「それで、あのぅ……できたらでいいんですけど……ドクトル・バーチのサインもらってきていただけませんか？」

















　え。

　思わずマルタは目を見開いた。

「シェリーさんへ、って入れていただきたいんですけど」

　なんで、そんなことに。

「あのーこの間、『ドクトル・バーチの全すべて』、なんて本を買ってしまいまして。それですっかりファンに」

「そ、そんな本、出てるんだ……」

　呆あきれた呟つぶやきに、シェリーは顔を輝かがやかせて路上に置いた鞄を開けた。

「あ、もしよかったら、お貸かししますね。今二冊持ってるんですよ。私五冊買ったんです。保ほ存ぞん用ようと、お貸しする用と、見る用と、写真を切り取って飾かざる用と」

「……計算合わないよ？」

　一冊分足りない。

　シェリーは物わかりの悪い生徒を見る教きよう師しのように穏おだやかに微笑んだ。

「だって、本て一枚の裏うら表おもてに印刷されてるんですよ？　だから切り取って飾る用は二冊です」

　ねっ。と、シェリーは笑い、それから再さい度ど色紙を差し出した。

　マルタは変な笑いを半はん端ぱに浮かべて、受け取った。







　ドクトル・バーチの予告状が届いた日、フェオー宝石店では会かい議ぎが開かれた。

　当とう惑わくするオスタス支店の店長や、警けい備び担たん当とう者しや、経営コンサルタントたちを前に、ラン・フェオーは白はく磁じの頰ほおに微笑みをのぼらせて言い放った。

「実にありがたい機会です。この際さい、パーティを開きましょう。記き者しやさんにも入っていただいて、いくつかビジネスの発表もさせていただきましょう。新聞の記事になれば、この上ない無料の広告です。素す晴ばらしい宣伝になる」

「ですが社長、万が一グラスフィールドが盗ぬすまれたら」

　店長の声に、ランはにっこりと微笑む。

「そうしたら、俺おれが悲ひ劇げきの主人公になればいいだけです。保ほ険けんはかけてありますしね。………けれど、そうはさせませんよ。なにしろディルベルタさんとの結けつ婚こんがかかっていますから」

　ランは足を組んで、白の革かわ張ばりの椅い子すに深く身をもたせかけ、細く長い指を組んだ。

「そうなるとパーティまでは、もう幾いく日にちもありません。店舗はこの際休きゆう業ぎようしてもかまいませんから、全員、全力で準備にかかってください。予よ算さんは気にしなくてよろしい。と、言って、無む駄だには遣つかわないこと。飛行船が使えればいいのですが、整備が間に合いませんしね。オスタス市民の皆みな様さまに、フェオー宝石店の美び意い識しきと底そこ力ぢからを見せて差し上げましょう。警備は俺が、市警と連れん携けいして段だん取どりを組みます。いいね」

「社長。ひとつ質問をさせていただいてもよろしいですか？」

　桃もも色いろの髪かみの、サキュバスの女性がたおやかに手を挙あげて言った。全ての淫いん魔ま族ぞくがそうであるように、額ひたいに封ふう印いんの額ひたい飾かざりがつけてある。これで、彼らは他の種しゆ族ぞくとの共きよう存ぞんを可か能のうにしているのだ。

　ランはかまいませんよと片手を広げて促うながす。

「マリアンナ・ディルベルタさんを、フェオー夫人として迎むかえて、フェオー宝石店にどんなメリットがあるとお考えですぅ？」

　聞きようによっては、ランに対する反はん発ぱつがあるのかとも聞けそうな問といだったが、言葉の中に棘とげはなかった。

　ランは微笑んで答えた。

「あの、美しい人が俺おれの妻つまになってくれたなら、俺は毎日幸しあわせでしょうね。幸せな気き分ぶんで仕事をして、毎日生きる。店のトップがそんな状態で、悪わるいことはひとつもないんじゃないかな」

「でもぉ、社長が幸せボケしてしまったら、困こまりますぅ」

　ぽってりと桃色に塗ぬった唇を尖とがらせ、彼女は笑う。

　ランも笑った。不ふ敵てきに。

「幸せに生きることと、緊きん張ちよう感かんを失うしなうことは全く違ちがう種類のものです。俺は幸福によって、繁はん栄えいへの手を緩ゆるめることはしません。三十年後、五十年後、百年後に、俺と彼女との出で逢あいは全ての社員と顧こ客きやくの皆さんにとって、素す晴ばらしいことと認みとめられるでしょう。なぜなら、俺がそう努ど力りよくするからさ」

「まぁ、ようございましたわ。社員の中には、てっきり社長がオスタスでの足がかりとしてティルマカット菓か子し店てんを欲ほつしているのではないかというものもいましてねぇ」

　サキュバスはそう言って笑う。

　ランは、僅わずかに目元を赤く染そめて柔やわらかく微笑む。

「……俺は、彼女が、たとえばどこかの果物くだもの屋やの店みせ先さきにいても、結婚の申し込みをしたと思う。だから彼女が実じつ業ぎよう家かだったのは、君たちにとって幸こう運うんなことだったのかもね」

　そして白い両手を広げて言った。

「もし、納なつ得とくしてくれたなら、君たちの素晴らしいセンスで、フェオー宝石・オスタス支店の出しゆつ店てんを知らしめるパーティをセッティングしてください。いいかな？」

　最後の言葉は小首を傾げて少し照れくさそうに言われ、そんなランの顔を見てはそこにいる誰もが、これから数日間の徹てつ夜やを厭いとうわけにもいかなかった。







　そして催もよおされた土曜のパーティ。

　開始時刻は午後の五時で、素晴らしい晴天に恵めぐまれた。場所はホテル・デアステロの中庭とそれに繫つながる一階のホールだ。もともとは政せい財ざい界かいのパーティの予約が入っていたが、パーティ参さん加か者しや全ぜん員いん分ぶんの招しよう待たい状じようがいただけるならよろしいですよとの返事で譲ゆずられ、フェオー宝石店の催さい事じ担当者は真しん摯しな礼の手紙と、小こ粒つぶのダイヤを使ったチャームを同どう封ふうして、招待状を送った。

　得をしたのはどちらかわからない。

　警けい備びし易やすい場所を無理に借りられたフェオー宝石店側か、最高の話題である対決を間近で見る権けん利りを手に入れた政財界のいい年した男女たちか。

　今はまだ三時だ。ラン・フェオーは借かりている自室の居い間まを開かい放ほうして、警備の打ち合わせを行っている。

　テーブルに広げられた見取り図と、入にゆう念ねんな書き込み。担当のトーリアス警部の説明を聞きながら、ソファーに座ったランは真しん剣けんな顔で見取り図を見ている。いくつかの質しつ問もんと応おう答とう。新たな書き込みを終えて、ランはトーリアスに笑顔を向ける。

「ありがとうございます。これでは鼠ねずみ一いつ匹ぴき逃にげられませんね」

「だと、いいんですが。ついでに鼠退たい治じができてデアステロに恩おんが売れて最高ですな」

　トーリアスのジョークにランがくすりと笑う。

「それで、うちの猫ねこを一匹紹しよう介かいしたく思います」

「ほう」

「探たん偵ていＭです」

　トーリアスは部下に視線で合あい図ずして、廊ろう下かに呼びに行かせる。

　ランは立ち上がって待っていたが、入ってきたその姿に驚きを隠かくさない。

「……マルタ君」

「どうも」

　苦く笑しようしてハンチングを取ってマルタは胸に当てる。後ろについて立っているのはリッツ・スミスだ。

「お知り合いですか」

　トーリアスが眉まゆを上げて言い、なんと答えていいのかとわずかにランが戸と惑まどった隙すきにマルタが言った。

「マリアンナさんとこのジャックさんに、ちょっと絡からみに行ったら、あんたはちゃんとした人見て勉強しなさいとか言われて連つれてかれたんですよ」

　まるきり噓うそ、というわけではない。似にたようなことは言われたし。

「え、そ、そうだったんですか？」

　驚きながらも笑みを浮かべるランに、マルタはニッコリと笑う。

「マリアンナさんとは、知らない仲なかじゃないですよ。とあることで偶ぐう然ぜん知り合いまして、それ以来です。と、言って、お互たがいの家を行き来する間あいだ柄がらでもないです」

　マリアンナさんもバーチもうちには来たけど。

　それで、バーチの家には行ったけど。

　だからこれも、まるきり噓ってわけでもない。

　マルタはそう思って、自分の微笑みが噓くさくならないように気をつけた。

「すみません、なんか。流れとはいえ、騙だましたような形になっちゃって」

　ランは、僅わずかに眉まゆを寄せた。口元から微笑みが消える。

「騙されるのは好きではありません」

「騙したわけじゃないです。……あの形で、僕は探偵Ｍなんですけど、って自己紹介するわけにもいかなかったし。まぁ、よく考えたらバーチの挑ちよう戦せんを受けることは決定していたわけだから、名乗ってもよかったんですけど、ジャックさんが気をきかせてうちの若い者なんて言ってくれたもので」

「今度は人のせいですか」

　責めるように言われ、マルタは内ない心しんかちんときながらも笑顔のまま言葉を続ける。

「そんな、おっかない。そうするんならもっと別べつの人のせいにしますよ。ジャックさんは頭がよくて、僕がそんなことしたら許ゆるしてなんかくれません」

「どういう事情があるにしろ、あなたは失しつ敬けいです」

　気分を害がいした、と、隠さずに言うランに、マルタの目が笑顔のまま細くなる。

「……事情を説明すれば騙したの、人のせいにするだの。難しいなー、あなたと話すの」

















　おい、マルタ、と声を出さずに息だけで言い、頻しきりにベストの裾すそを引っ張ぱるリッツをマルタは気にしない。ランもマルタもお互たがいから視線を外さず、室内には緊きん迫ぱくした空気が流れた。

「あなたと話すのも困難です。誠実さというものが見当たらない。それで探偵Ｍ？　これでは、ライバルのドクトル・バーチも高たかが知れますね」

「バーチを馬鹿にしないで下さい」

　マルタの表情から笑顔が消える。ランが鼻で笑う。

「ライバルの友情というやつですか？　結構。その甘ったるい根こん性じようで何度も盗とう賊ぞくを取り逃にがしてきたというわけだ」

　リッツの手がマルタのベストの裾を引っ張ったまま動かなくなる。トーリアスはリッツが唇を引き結んでランを睨にらんでいるのを見て、密ひそかに溜ため息いきを吐く。

　リッツの肩を大きな手でぽんと叩いて、トーリアスは睨にらみ合う二人に声をかけた。

「まぁま、探偵Ｍが失しつ敬けいなのは本当なんで、すみません。関係者誰に訊いてもそう言いますから。そうしたらこれでご挨拶は済んだということで、彼らは失礼させていただきます。パーティでうろちょろしてても、社会科見学の幼よう稚ち園えん児じよりは多た少しよう行ぎよう儀ぎはいいと思うんで、お目こぼしをお願いしますよ。ほら行け。外にアッカーソンがいるから」

　最後の一語はマルタとリッツに向けて、小声で早口でトーリアスは言った。そして二人の肩を片手ずつで摑むと強ごう引いんに扉に向けさせて背中を押した。

　そうされてしまえば勢いがついて、扉に向かうしかなくなり、二人は警官や警けい備び員いん、宝石店員たちの間を抜ぬけて外に出た。

「いよう、ご活かつ躍やくだったじゃん」

　警官たちが両側に立って守る扉の外でマルタたちに頭上から声をかけたのは、背中に四枚の羽根を持った、市警の制服を着た警官だった。金色の巻まき毛げと、青い瞳をしていた。

「見てたの、アッカーソン巡じゆん査さ」

　マルタが見上げて言い、ザック・アッカーソン巡査はマルタの肩に降りて笑った。

「失礼とは思いながら、シャンデリアの上など点てん検けんしてたのさ。バーチの手て先さきの僕ぼくの同族がいないとも限かぎらないから。ともあれ、部屋をとってあるから行こう。こっちだよ」

　リッツも無言でアッカーソンの先せん導どうに着いていく。

　賓ひん客きやく用よう客室の廊下は、いつもは控ひかえめな照明が煌こう々こうとつけられ、窓のカーテンも開けられている。空気が騒そう々ぞうしく、狭せまい廊下を常に誰かが行き来をしていた。

　昇しよう降こう機きも今日はホテルの人じん猫びよう族ぞくではなく、警官が操そう作さしていた。

　リッツもマルタもアッカーソンも無言で降おり、一階に着いて廊下を歩いてロビーに出る。

　そこはもう報ほう道どう陣じんやら気の早いパーティの客やらなんとか紛まぎれ込もうとする野や次じ馬うまの群むれやらでざわついていた。

「うわぁ、普ふ通つうに投とう宿しゆく予定だったひとは不ふ運うんだな、こりゃ」

　マルタが顔を歪ゆがめて言い、リッツが溜息を吐く。

「パーティをここでやるって発表前に満室だったってよ」

　警官姿を見られたくないアッカーソンがマルタのハンチングに潜もぐり込こんで笑いながら言い、続ける。

「バーチの予告が届いて場所が確かく定ていされてないとき、金持ち連中が、それっぽいとこ全部押おさえちゃうんだよ。ちょっと問題になってる」

「え、外れたらどうすんの」

　マルタの問といに、ハンチングの中でアッカーソンが肩をすくめた。

「キャンセル代払はらうんだろ。あ、三○四号室な。階段だ」

「ハイハイ」

　人混みを避さけてマルタとリッツはロビーを突つっ切きり、客室への階段に立っていた警官に呼び止められる。ハンチングを上げてアッカーソンに挨あい拶さつをさせて、マルタとリッツは指定の客室へと上がった。

　そこにも警官が立っていて、顔なじみの初しよ老ろうの警官はマルタの顔を見ると微笑んだ。

「お疲れ様です、探偵Ｍ」

「お疲れ様です」

　マルタの返事に、警官は微笑んだまま言う。

「して、本者ですかな？」

　この質問に虚きよを突つかれたマルタは微笑みを張り付つかせたまま凍こおり付いた。

「バーチがあなたに化ばけたことがあったでしょう」

　警官の言葉にマルタは頷うなずく。そして服のポケットから名探偵のカードを出してみせる。警官は笑顔のまま首を横に振った。

「つ、使ってみせてもいいですけど」

　ろれつが回らない感じでマルタが言う。

「いやいや本ほん官かんは秘密を暴あばかれたくはありません」

「じゃあどうしたらいいでしょう……」

「さて」

　うふふとゲームでも楽しんでいるかのように警官は笑う。

　見かねたリッツが一歩進み出る。

「シンプソンさん。意い地じ悪わるしないでください。今度バラのうどんこ病びようを治しに行きますから」

「うん、リッツさんは本者のようだ。それなら信用しましょう。どうぞ」

　ようやく警官はどいてくれて、三人は部屋の中に入った。中からいちおう鍵かぎをかけ、マルタはベッドに倒たおれた。

「何このガードの堅かたさ」

　倒れたと同時にハンチングが外れ、中のアッカーソンは器き用ように帽ぼう子しの中で受け身をとって転がった。

「そりゃあ、この間はドルーシア銀行の予告を成功させられたからな。市警も必ひつ死しだよ。探偵Ｍは目の前からバーチ取り逃にがすし」

「逮たい捕ほは僕の仕事じゃないだろ。だいたい、手錠もくれないで、なんだよ」

「欲ほしいの？　手配するけど？」

「いーらない。重たそうだし、僕がバーチに体たい術じゆつで勝かてるわけないだろ」

　話をしている二人をよそに、リッツは部屋の中を点てん検けんし、ソファーの上に靴くつ箱ばこが二つと服の箱が二つ、置いてあるのを見つけた。

「アッカーソン巡じゆん査さ。なんですかこれ」

「あっ、警部から。サイズぴったりに仕立ててあるから、女じよ王おう陛へい下かからのプレゼントだって。パーティに出るなら必要でしょうって、わざわざ王おう宮きゆうから使いが来てさぁ。可愛かわいがられてんな、マルタ」

　アッカーソンがそう言うのを聞きながら、マルタは一回転横に転がって起き上がり、リッツの隣となりに行く。

　二人で箱を開け、見ただけで判わかる高級な布ぬの地じに目眩めまいを感じて一歩ずり下がった。

「絶対これ事務所の一年分の家や賃ちん以上するぞ」

　リッツが戦おののいて言い、マルタが両手で顔を覆おおいながら呟つぶやく。

「なんか布地がキラキラしてる。黒いんだけどなんか。何コレやだーギャー」

「靴くつ箱ばこ開けろ靴箱」

　アッカーソンが面おも白しろそうに飛び回ってマルタの背中を押した。マルタはまるで爆ばく発はつ物ぶつか、熱くなった鍋なべでも触さわるように靴箱を開ける。そして中身を見てへなへなと座すわり込んだ。

「うわぁこれ靴じゃない。なんか工こう芸げい品ひんっていうか美び術じゆつ品ひんっていうか」

「マルタマルタどうしよう、お前の靴くつ下した穴あなが空あいてるのに。ドゥービーで買ってこようか？」

「入ってる入ってる。陛下に手て抜ぬかりがあるわけがない。僕とリッツの簞たん笥すの中身全部より高そうなのが入ってる。下した着ぎもシャツも全部あるから、うっわーどうしよう。っもー」

　服の箱の中身をそっとつつき回して探さぐりながらマルタは言い、やがてその指先に紙かみの質しつ感かんを感じて引き出してみる。

　それは二つ折りにされた王おう宮きゆうの用よう箋せんで、下に女王陛下の紋もん章しようが押し出されていた。

　黒々と滑なめらかに走る美しい文字。間違いなく女王の筆ひつ跡せきだ。







　親しん愛あいなるマルタちゃんへ。

　いつもご苦労様。

　背伸びが必要な年頃のあなたとリッツちゃんに、おしゃまセットを贈おくります。

　たまには顔を見せなさい。リッツちゃんにもそう言っておいて。

　がんばってね。







　そして文面の最後に署しよ名めい。







　愛を込めて。ママより。









　第五章　ウィリアム・デアスミスのランチボックス






　マリアンナ・ディルベルタは車の中でときめく胸むねをそっと押おさえた。

　完かん璧ぺきにドレスアップをして、霧きりの夕ゆう暮ぐれの中、銀色の大きな車の後部座席に乗ってパーティに行く。

　そんなことはどうでもいい。日々の業ぎよう務むのひとつでしかない。もちろん着き飾かざるのも贅ぜい沢たくをするのも踊おどるのも噂うわさ話ばなしも嫌きらいじゃない。むしろ好きな方だが、こう毎日では飽あきもくるし、毎日どころか日に三回四回とパーティを飛び回る日もあるのだからうんざりだ。

　大たい抵てい付つき添そいを務つとめてくれるフィオナだって疲つかれるだろう。

　そんなことはどうでもいい。

　問題は、今日が土曜で今が夕方だということだ。

　明日は日曜。

　ドルーシア銀行事じ件けん以来、どれだけ楽しみにしてきたことか。

　マルタ・サギーと公園でデート。

　女学生の時じ分ぶんにだってそんなことはない。

　自みずから認みとめることだったが、マリアンナ・ディルベルタは贅沢が好きだ。浪ろう費ひも好きだし、同時に金を稼かせぐのも好きだ。自分の有ゆう能のうさを愛し、美しいものを愛し、それを消しよう費ひして自分の栄えい養ようにすることを愛した。

　だから、今までつきあった男はみんな、マリアンナを公園になんか連つれて行かなかった。

　マリアンナを楽しませることで自分の力を誇こ示じしたがったので、自分の領りよう地ちの山や川に連れ出すことはあっても、公園になどは誘さそわなかったし、マリアンナも別に誘われたくはなかった。

　だが、マルタ・サギーが公園に誘ってくれたのはとてもうれしかった。

　ティルマカットの二階でアネモネの花束を手にして、なんだか信じられないものを見るような目で見て、囁ささやくように言った。

　以前言っていたお誘いなんですが、よろしければ僕と公園に行ってくれませんか。

　一千万回でも練習したのか。

　そう思わせる滑なめらかさで、けれど視線はマリアンナから一度も動かさずにマルタは言った。

　あの黒い目で。オスタスにはない眼球の色で。

　もっと赤くなって慌あわててつっかえつっかえ言うのかと思っていた。

　あるいはリッツ・スミスに付き添われて、尻しりを叩たたかれながら言うのかと思っていた。

　どちらでもない誘いに、マリアンナの方が胸むな苦ぐるしくなった。

　花束を受け取って、はい、喜よろこんでなんぞと答えたが、今思い出しても恥はずかしい。

　細いヒールを車の床ゆかにどかどか打ち鳴らして暴れそうになる。ドレスが崩くずれるしジャックに怒おこられるからやらないが。

　なんてことだ。

　この、マリアンナ・ディルベルタが。

　なんてことだ。

　こんなに明日が楽しみだ。

　今夜のバーチのことなんか、

「どーうだっていいやぁ」

　クスクスと漏もれる笑いに紛まぎれて、つい唇くちびるをついて出た呟つぶやきは、幸さいわいジャックには届とどかなかった。

　隣となりに座すわるフィオナが怪け訝げんに見つめてきたが、上じよう機き嫌げんで笑ってやる。

　ああ、早く今夜が終わらないかな。

　てきぱき済ませて、ラン・フェオーの求きゆう婚こんなんかすっとばしてやるのさ。

「もうすぐホテル・デアステロに到着します、マリアンナ様」

　ジャックが静かに告げてくる。短く、ああ、と答えて息を整ととのえた。

　さぁ、これより先は、私はマリアンナ・ディルベルタであり、ドクトル・バーチである。

　突然の求婚者に戸と惑まどう若き女実業家であり、大だい胆たん不ふ敵てきな青年盗とう賊ぞくである。

「細さい工くは流りゆう々りゆう、仕し上あげをご覧ろうじろ」

　完かん璧ぺきに塗ぬったルージュの口元が笑みの形を作って呟つぶやきが零こぼれ、緑みどりの瞳が剣けん吞のんな色をたたえた。

　同時に静かに車は駐とまり、ホテル・デアステロに到着した。あたりはもう夕ゆう闇やみに沈しずみ、細こまかな霧が漂ただよっている。

　ドアマンが悠ゆう然ぜんと近寄り、静かに車のドアを開けた。

「ようこそ、ホテル・デアステロへ」

「ありがとう」

　マリアンナが車から降りると同時にいくつものカメラのストロボが焚たかれ、あたりはマグネシウムの香りと贋にせの太陽の眩まぶしさが満みちた。

　マリアンナは頭からすっぽりとフードを被かぶる柔やわらかな紫むらさき色いろのマントを着ていて、中の衣い装しようはよくわからない。

　結ゆった髪かみに小さな帽子、ケープ付きのコートを着たフィオナが手回り品の入った鞄をひとつだけ持ち、ついてくる。

　記者たちが口々に、矢や継つぎ早ばやに質問を投げかけてくる。

　フェオー氏と結婚する意思はありますか、バーチについてどう思われますか、探偵Ｍについて、この間の新作チョコレートがおいしかったですどうも、好みの男性のタイプは、結婚するとしたらいつ頃。

　マリアンナはロビーに向かう足を止めて、記者たちに向かった。そして緑色の瞳で記者たちを睥へい睨げいする。僅かに静まったその瞬間に微笑んで静かに答える。

「……女じよ優ゆうでないのが残念ですわ。もしそうだったら、私はいつまでも皆みな様さまのものですとお答えできましたのに」

　近くにいたレプラコーンの記者が一歩前に出ておそるおそる訊きいた。子供ほどの背せ丈たけで髭ひげもじゃの顔の記者に、マリアンナは視線を向ける。

「ええと……そのココロは？」

　マリアンナは軽かるく肩かたをすくめた。

「今のところはまだ、結婚する気持ちはありません。ですから、今日のところはバーチを応おう援えんする気持ちですかしら。でも、フェオー氏は魅み力りよく的てきな男性ですから、どうなるかわからないのも本当ですわ。それと、新作のチョコレートはティルマカットの自じ信しん作さくです。ありがとう。ではまた後ほど」

　そう言うとマリアンナはさらりとホテルの中に入る。フィオナは静かに微笑んでついてくる。

　ロビーはざわついていたが、気がついたものから順にマリアンナに視線が注そそがれる。その視線を無視してマリアンナは控ひかえ室へと向かい、フィオナと共に支し度たくをする。顔見知りには挨拶、質問は軽くかわしてコートを脱ぬいでホテルの人間に預あずけ、化け粧しようを直して外に出る。

　案内をされてフィオナは招待状を受付に渡し、どうぞと促うながされた。

　マリアンナは全身が引き締しまるような緊張に包まれる。

　興こう奮ふんする。

　そう、マリアンナは注ちゆう目もくを浴びるのも、派手なことをするのも好きだった。

　少し運うん命めいが違ちがえば、女優になっていたかもしれない。

　けれど、父の娘むすめとして生まれた運命は、それを許さなかったし、女優よりも怪かい盗とう兼けん実じつ業ぎよう家かの方が向いていると思えた。

　どのみち平へい凡ぼんな人生など想像もできない。

『ドクトル・バーチ』は父の称しよう号ごうだったが怪盗というわけではなかった。医い師しだった。研究者といった方がいいかもしれない。

　それを怪盗の名にしろと言ったのは父自身だった。酔すい狂きような男だった。好きではなかったが、今は少々感かん謝しやしている。怪盗ドクトル・バーチはなかなか楽しい。

　時ときの人の登場に、パーティ会場の空気が変わる。

　今日のマリアンナの装よそおいは、胸むねの開いた黒のベルベットのドレスに青のサテンのリボンのあしらいで、手首や胸むな元もとに細いリボンが揺ゆれるデザインだった。黒髪は結わずに鏝こてで巻まいて落とし、大きなサファイヤとジェットを合わせた耳みみ飾かざりと胸飾りをしていた。腰の後ろにはチュールと薄うすい黒と青のベルベットがこんもりとつけられ、動きに合わせて揺れる飾りになっていた。

　マリアンナはパーティ会場の設しつらえに口笛を吹ふきたくなった。もちろん淑しゆく女じよはそんなことはしないので、自じ制せいする。

　ホテル・デアステロのボールルームの絨じゆう毯たんは沈しずんだ赤で、ところどころに黒いバラが織おり込こんである。それはどんな催もよおしにも対応でき、かつ、客に高こう級きゆう感かんを与あたえるものでもあった。

　今回のパーティはフェオー宝石オスタス支店の開店イベントの一いつ環かんだ。ドクトル・バーチはフェオー宝石店に絶ぜつ大だいなる貢こう献けんをすることになる。少々癪しやくだが、まぁ、いいセンスだとマリアンナは思う。

　ほとんど白に近いアイボリーのクロスがテーブルに掛かけられ、飾られているのは花ではなく鮮あざやかなグリーンだ。花があっても薄うすい緑のピンポンマムデイジーだった。ところどころに白いバラやカラーが添そえられている。天てん井じようにもアイボリーの布が帯状に掛けられ、壁にも同じアイボリーの布が掛けられている。その布を飾るのは宝石をイメージさせるクリスタルで、基本的には透明なものがつけられていたが、ところどころにピンクやブルー、グリーンやイエローの色がごく僅わずかに混ざっていた。

　そしてホールの真ん中にはそう高くはない丸いテーブルがあり、三段に重ねられたそこには、青いベルベットの布が掛けられていた。おそらく布を取り払ったら宝ほう飾しよく品ひんが飾られているのだろう。

　ともあれ急ごしらえにしてはいい会場だった。上じよう質しつで品ひんよく、金もかかっていて、かつ、かかりすぎてもいなくて。布もクリスタルも再さい利り用よう可か能のうだ。倉庫から引ひっ張ぱり出して、ここで従業員総出でアイロン掛がけとクリスタル磨みがきをやったのかもしれない。そうであるならなおのこと、フェオー宝石店には有ゆう能のうな催さい事じ係がかりがいるようだ。

「ディルベルタさん」

　早足で近ちか寄より、熱さの抑おさえきれない声でマリアンナを呼んだのはラン・フェオーだった。

　彼は白い立ち襟えりの裾すその長いエキゾチックな服を着ていた。美しい身体の線がわかる仕立てで、彼がこの場の主あるじであり、同時にもてなす側がわであるとよくわかる、高級な布ぬの地じのアイボリーの服だ。ズボンは少しだけ濃こいアイボリーで、靴は白だった。そしてその服の正面にはずらりと線せんになるように、ダイヤモンドが並べられていた。その輝きで黒髪が映はえる。

「……ごきげんよう、フェオー様。ご招しよう待たいいただいてありがとうございます」

「いいえ、いらしていただいて感謝します」

「まぁ、それは当とう然ぜん参まいりましてよ。なにしろ私の結婚がかかっていますもの」

　マリアンナの言葉に、ランの頰が紅こう潮ちようし、心からうれしそうに微笑んだ。

「はい！　必ず守りきって、あなたの迷まよいを吹き飛ばします。見ていらしてください。愛しています」

　その言葉が聞こえたまわりの客たちがどよめく。

　マリアンナは驚いて目を見開き、頰が熱くなるのを感じた。

　なんて男だ。子供みたいな表情をして。

「……少々、慎つつしみがないのではないかしら」

　困こまった微笑みを浮かべてマリアンナは言い、ランは苦笑した。

「申し訳ありません……つい、うれしくて立場を忘れてしまいました」

「そうですわね。睦むつ言ごとでしたら人目のないところの方がよろしいですわ」

「では、一時間後に中庭の噴ふん水すいの前で待ち合わせを。人ひと払ばらいをいたします」

「立場をお忘れなく、フェオー様」

　マリアンナは肩をすくめて微笑むと、失礼、とランの前を離はなれた。

　フィオナが小さな声で言う。

「かわいいじゃありません？　彼。マリアンナ様が好きなあまり、我われを忘わすれるなんて」

「経けい営えい者しやとしてはどうかしら」

「マリアンナ様、そういうのお好きじゃないですか。愛によって、他のものが見えなくなるとか」

　まぁ。

　確かに嫌いじゃないし、さっきのラン・フェオーには少々ときめかないでもなかったが、同時に少し厚あつかましく思ったのも本当だ。

「私は賛さん成せいですけど。ラン・フェオー様とのおつきあいは。実じつ際さい、これ以上ない条件は揃そろっていると思いますよ。なにより、彼はマリアンナ様を愛していますしね」

「私はまだ愛していなくてよ」

「結婚してから愛の育そだつ夫婦もいくらでもおりますし、それに、なによりまだマリアンナ様はフェオー様についてなにもご存じないでしょう？」

「あら！　よく知っているから結婚、だなんて、そうしたら私の第一の花はな婿むこ候こう補ほはジャックじゃなくて？」

「その論ろん法ぽうだと、よく知っているならどんな年とし寄よりでも赤ん坊ぼうでも男だったら全員花婿候補ということになりますわ。……でも、私はジャックさんとなら結婚もいいなと思ってますけど」

　意外な言葉に、マリアンナはフィオナを見た。

　フィオナは自分の部ぶ下かで、変装の名めい手しゆだ。頭もよく能力も高くセンスもよく、何度も自分の身み代がわりをしてもらっている。

　変装前の顔だって美人で、もちろんマリアンナにプロポーションも似にている。そして若い。

　驚くマリアンナの顔を見て、ラメの薄べったいパーティバッグを口元に当ててフィオナは笑う。

「私たちの間では、ジャックさんと結婚してもいいという年とし頃ごろの女性はたくさんいますわよ。してもいい、ではなくて、したい、と言い直しましょうか。……でも、恋こい文ぶみなんか出そうものなら叱しかられそうだから、誰もそうしないんです」

「へえー……」

　つくづく感心してからマリアンナはフィオナに顔を寄せる。そして更さらに耳元に口を寄せる。

「なぁフィオナ。ここだけの話だけどな、本気なら応おう援えんするぞ。私もジャックには誰かおらんかなと常つね々づね思っていてな。お前ならいい。完かん璧ぺきだ。美人だし有ゆう能のうだし気だてもいいし」

「あら、ありがとうございます。光こう栄えいですわ。でも、やめてくださいな。そんな抜ぬけ駆がけ、絞しめ殺ころされますわ。それに、ジャックさんには今のところそんな気き全まつたくありませんし」

「なんだ？　私には言うだけ言っておいて、自分のこととなると弱よわ気きじゃないか？　んん？」

「アンならもっと余よ裕ゆうでさばけるんでしょうけど、私、恋愛疎うといんですよね」

「なぁ、今度な、暇ひまを見つけて話をしようじゃないか。ジャックがいないところで。アンを交えてさ」

「ああん、もう、そんな、だめですったら、マリアンナ様ぁ」

　照てれて困こまって身もだえするフィオナをにやにやとマリアンナは見やり、フィオナは少し怒おこったように、マリアンナにダメダメ言っていたが、ふとパーティのひとの群むれに目をやってそれきり視線が釘くぎ付づけになった。そのままマリアンナの腕を軽く小こ刻きざみに何度も叩たたく。

「なんだ？」

「マママママリアンナ様。あれ」

　人々の間をマリアンナに向かって歩いてきたのは、黒髪に黒の礼れい服ふくの少年だった。後ろからは鳶とび色いろの髪と青せい灰かい色しよくの瞳と、そばかすの少年。彼がいるからその黒髪の少年が、マルタ・サギーとわかるようなもので、そうでなければわからないかもしれなかった。

　そこにいたのは確かに黒髪で肌はだが黄色でべったり顔で胴どう長なが短たん足そくなのだが、それさえも不ふ思し議ぎな印象の少年だ。

　いや、少年かどうかわからない。年ねん齢れいがわからない、何かを超ちよう越えつしたような視線と雰ふん囲い気きを持った男として、彼はそこにいた。

　黒髪はきちんと整ととのえられ、肌はきめ細こまやかで、靴も服もシャツもボウタイも特とつ級きゆう品ひんだとすぐ知れた。そして彼にはそれが似に合あっていた。

　マルタはマリアンナを見つけると、少し泣なきそうな、懐なつかしく愛いとしい故こ郷きようの景け色しきを見る老人のような深い瞳で微笑んで、ゆっくりと近づいてきた。

　近づいてきてくれた。

　マリアンナは何な故ぜだかそう思った。

　そして近くまで来ると、その響ひびきを口にするのが幸せでたまらないと伝わる感かん触しよくで言った。

「マリアンナさん。こんにちは。……本当に、魔ま法ほうでも使っているみたいに綺き麗れいです。いつも。今日も」

「……マルタ……さん。こんにちは……」

　いかん。

　ここはご機き嫌げんようだ。そして機き知ちの利きいた一言やパーティの飾かざりの感想などを。

















　街まち角かどで出で逢あったわけでも、初めてのパーティなわけでもないんだぞ。なんだこの普通の挨拶。

　どうしたマリアンナ・ディルベルタ。

　しっかりしろ。

　なんだ、どうして心しん臓ぞうが壊こわれそうなんだ。

「今日は、ドクトル・バーチの予告で大おお騒さわぎですけど。……あなたは僕が守ります」

　マルタの脳のう裏りには、シェリーの言葉が甦よみがえる。

　ドクトル・バーチに忠ちゆう告こくを。

　そんなこと、させるものか。

「必かならず、僕が守ります」

　僕がいなかったら、そんなことに巻き込まれなかったんだ。

　そうでなくても、必ず僕が守る。必ず。

　そのために戻ってきたんだから。

　マルタは、目の前のマリアンナがまるで少女みたいだと思った。

　おかしいよね。

　こんな大人の美女なのに。

　顔なんか真まっ赤かにしちゃって。なにか恥はずかしい思いをさせたかな。

　そしてにっこり笑ってみせる。

「また、あとで。僕は簞たん笥す男おとこの傍そばにいないといけないんで」

「た、簞笥？」

「トーリアス警部です。では！」

　マルタはそう言うと軽々と踵きびすを返す。

　リッツが慌あわてたように言う。

「いいの？　もっと話ししなくて」

「うん。……あ！」

　マルタは思い出してまたマリアンナの前に小走りで戻ると、マリアンナが驚くのもかまわず笑って言った。

「それと！　明日！　僕楽しみにしてます。十一時に待ち合わせでいいですか、公園で。お宅たくに迎むかえに行くにも、家を知らないので」

「おっ、教えましょうか」

　何も考えずに言って、横にいたフィオナも驚いたあまり何も考えずにマリアンナの腕をつねった。マリアンナは痛さに驚いて口を閉とじ、マルタは言葉を続けた。

「いや、ええと、いいです、それは。だってどうせ高こう級きゆう住じゆう宅たく街がいでしょ。アンテン・ブロックとか。僕が迎えに行ったら、マリアンナさんが車だしてくれちゃいそうじゃないですか。だから、待ち合わせで」

「はい。はい、いいです。ええと、そしたら公園のどこ？」

「えっとね、西の四阿あずまやで待ってます。デジーナーの植うえ込こみのところ。きっとね、すごく綺麗です今」

「必ず行きます」

「必ず行きます」

　二人とも同じ言葉を言って別れる。

　マリアンナはなんだか、目の前が小さな光で満たされた気になる。マルタが去さってもそうだ。

　なんだろうこの気分は。

　なんだか苦しくて泣なきそうだ。

　弾はじけて飛びそうだ。

　なんだろう。

「フィオナ」

　弱よわ々よわしい声でマリアンナは言う。

「……はい」

　フィオナはマリアンナの手にそっと自分の手を重ねた。同じマニキュアの色。

「……私はどうしたんだろう……なんだか泣いてしまいそうなんだ」

「それはともかくつねっちゃってすみませんでした」

「まだ痛いたい」

「だからすみませんでしたって」

　フィオナの自じ己こ認にん識しきはとても正しくて、大変疎うとかったので、ご気分が悪いなら変なものでも食べましたかしらとかなんとか言った。それからボーイが差し出すトレイから、シャンパンをひとつ取ってマリアンナに渡わたし、椅子に座らせた。

　疎かったけれども優ゆう秀しゆうだったので、フィオナはマリアンナをぼんやりさせることに専せん念ねんした。







　ひとを避よけて歩くマルタにリッツが言う。

「……ほんと、マリアンナさん前にして恥はずかしいこと言っても、なんか、前みたいじゃないね」

「そう？」

　マルタがそう言って微笑む。その微笑みが前と違うので、リッツは短い溜ため息いきを吐つく。

「お前さ。僕にまだ秘ひ密みつあるだろ」

「うん」

　返答は簡かん潔けつで明めい瞭りようだった。

　リッツは深く溜息を吐く。マルタは苦く笑しようも浮かべず、リッツに告げる。

「でもさぁ、リッツ。この間言ったことは、もう誰だれにも言わない。同じようにリッツに言えないことはあるけど、それは僕の不ふ実じつじゃないと思いたいんだ」

　マリアンナがバーチだと、言うのは易やすい。

　だが、ではそれをどうして知ったと訊きかれれば答えられない。

　ジャックに言えたのは、ジャックはその部分は訊かないだろうと確信していたからだ。ジャックは聡さとい。どうやって知ったかは問題ではない。知っていることだけが問題なわけだ。そして自分の好こう奇き心しんよりも、カード使いに関かかわるまいとする危き機き回かい避ひ能のう力りよくに長たけている。決して出で過すぎた質問はしない。何な故ぜだかそう確信できたから言ったまでだった。だってジャックはマルタのことなんかどうでもいいからだ。

　けれどリッツは疑ぎ問もんに思うだろうし、マルタのことをどうでもいいとは思っていないから、どうして知ったのか知りたがるだろうと思った。

　そして訊かないようにするだろうと思った。

　それは苦しいだろうから秘密だ。

　口に出して記憶を新たにするのもごめんだ。

　蓑みの崎さきでの大事な時間と引ひき替かえに時間は書かき換かわったのだから。

　それを思えば胸が痛んだが、自分が望んだことだ。シシャとの取引も。

　死んだら地じ獄ごくに行くんだろう。

　死んだら今愛している誰にも、逢あうはずだった誰とも、二度と逢えないんだろう。

　いいさ。

　後こう悔かいするなら死んだあとだ。

　今じゃない。

　今は後悔するときじゃない。

　バーチを守らなければ。

『カード戦争』委員会の操作する不運から、バーチを守らなければ。

　罰ばつとして不運が発動するタイミングなら、おそらく今回、今からの時間が最さい適てきだ。

　家で過ごしているときに棚たなから小こ麦むぎ粉こが降ってきて真まっ白しろになる程度の不運を、委員会が与あたえるとも思わない。

　最も危険なとき、そしてふと安心したときに不運を寄よ越こす。

　そういう底そこ意い地じの悪さを委員会は持っている。

　だからきっと今日だとマルタは確信していた。

「あのさ、マルタ」

　リッツはマルタの横に立って、マルタを見上げる。

　明るい曇り空のような、青灰色の瞳。

　珊さん瑚ご礁しようの海の中から太陽を見たら、きっとこんなだな。綺き麗れいな、まっすぐな、リッツの瞳。

「言いたくない、っていうか、言うとまずいことはいいから。言っておきたいこととか、話してもいいこととかは話してくれよな。……何か、最近のお前に、僕まだ慣なれてなくて。……でも、僕だって成長するから。急ぐからさ。がんばるから」

　頼たよってくれていいから。最近のお前はなんだかどっか行きそうで、下へ手たしたらぶっ壊こわれそうで怖いから、頼ってくれていいから。

　リッツはそう言いたかったが、自信がなくて言葉に詰つまった。マルタの顔を見て、真っ赤になって涙ぐむ。

　ちくしょう。

　なんで僕は子供なんだろう。なんでまだたったの十五歳なんだろう。

　マルタは深ふかく、優やさしく微笑む。

「急がなくていいよ、リッツ。ちゃんと、一個一個大人になれよ。ただでさえリッツはできすぎなんだからさ。まぁどうしてもって言うんなら、オムライス作ってくれ」

「なんだそれ？」

「おいしいんだよ。教えるからさ。あとねー、ドリアとー治じ部ぶ煮にとー蓮れん根こんのはさみ揚あげとー青椒牛肉絲チンジヤオロースとー」

「どんだけあるんだ」

　マルタの軽かる口くちが始まってしまえば、もういつもどおりの二人だった。

　礼服姿のトーリアスが二人を見つけて手て招まねきし、会場の隅すみに移動した。トーリアスは流石さすがの育ちの良さで礼服を着こなしている。

　けれどその表情には緊張感があって、マルタは礼服似合うじゃんとか出しかけた言葉をひっこめた。

「どうしたの」

「悪い知らせと、謝しや罪ざいだ」

　トーリアスの声は低く、真しん剣けんだった。

「お前がカードであぶり出した犯罪者なんだが、二人ほど確保できてないんだ」

「は？」

　マルタが言って、その後ろでリッツが目を剝むく。

「逃とう走そう中ちゆう」

　トーリアスの言葉にマルタが答える。

「あ、そう」

「あ、そう、じゃないだろう」

　リッツが言って、マルタは肩をすくめた。

「だって知ったこっちゃないもん。僕の仕事じゃないさ」

　こういうとこは前のまんまなんだな。リッツは思ったが口に出さなかった。しかもちょっと安心までしてしまった。

　その気の抜ぬけた返事を聞いて、トーリアスは身体からだの力を抜いた。

「……まぁ……よく考えたら、そうだなぁ。探たん偵ていＭが謎なぞを暴あばいたなんて、公表してないんだから緊張することはないよな。知ってたら、ここに来て腹いせでもするんじゃないかと思ったが、そうだよな。知らないよな。取とり越こし苦く労ろうだよな」

「まぁ心配してくれてうれしいよ。ありがと、トーリアス」

　ふふ、と笑ってマルタに言われ、トーリアスは苦笑して肩をすくめる。

「ま、もう少しでパーティだ。せいぜいがっついて帰れ。言えば残りを持ち帰ってもいいそうだ」

「やった！　三日は食事に困こまらない！」

　と探偵と助手は思いきり手のひらを打ち合わせた。

　まだ貧びん乏ぼう癖ぐせが抜けていない。

　ジョゼフ犬にはどれがいいかな、やっぱ肉かな、あらかじめキープしておいちゃだめかなと探偵と助手はウキウキ話し合った。







　それはオスタスの深い霧きりの溜たまるある路ろ地じでの数時間前の出来事。

　男は囁ささやきを聞いた。

「驚かなくていい。私は君の賛さん美び者しやだ」

　逃にげ回まわって一息ついた白い闇の中から聞こえてきた囁きだった。

　突然の声だというのに驚かなかったのが不思議だった。

　ただ、ひとを陶とう然ぜんとさせる、そんな声だった。

「探偵Ｍが謎なぞを解といたのだよ。君の完かん璧ぺきな犯はん罪ざいを、今更暴いたのは彼さ。私は君の犯罪の崇すう拝はい者しやだ。だから黙だまっておられず、伝えに来た。いいかね、君の芸げい術じゆつとも言える犯罪を、とっくに完成していたそれを今更暴いたのは探偵Ｍなのだよ。許ゆるせまい？」

　誰だ、と問うこともしなかった。

　ただ霧の中、赤みがかった金髪の巻まき毛と、憂うれいたような青灰色の瞳を持つ黒いマントの青年が、微笑みを投げかけ、そして朱しゆ色いろの紐ひもで括くくられた小さな琺ほう瑯ろうのランチボックスを差し出した。その指のなんと美しいこと。

「どうか無ぶ礼れいと思わないでくれたまえ。これは援えん助じよだ。君の行った芸術へのね。代だい価かはすでに支し払はらわれているのだから、よいのだよ」

　受け取ったランチボックスは、まだ少々暖あたたかかった。しかし、なぜランチボックスなのか。

「供ともを連れて行ってくれ。きっと役に立てるよ」

　驚いて顔を上げたら、青年はすでに背中を向け、路地を去るところだった。

　代わりに、少女が一人立っていた。

　耳の下で金髪を切り揃そろえ、十二歳ほど。洋服はヘリンボーンのケープで、ベルベットのリボンが縁ふちに付けられていた。青いベルベットの帽ぼう子しを被かぶり、感情の見えない青い瞳で言った。

「イヴァナとお呼びください。命じていただければ、全すべてを叶かなえます」

「……さっきの男の部下か何かか？」

「あの方はあなたの崇拝者です。ですから、私もあなたの崇拝者です。あなたは私を自由にしてよいのです」

「なるほど」

　感かん謝しやも疑ぎ念ねんも湧わかない。

　自分は正せい当とうに評価されたのだ。

　当然だ。

　そう確信した。

　路地に逃にげ込こんだときとは別人のように、胸を張り世界を睥へい睨げいしてみれば、自分のなすべきことはすぐにわかった。

　探偵Ｍへの復ふく讐しゆうだ。

　我が芸術をぶちこわした男への。

　足あし下もとに吹き寄せられた新聞の一面が、そいつの居場所を教えてくれた。

　ドクトル・バーチがいればそこに探偵Ｍもいる。

　さて、これは天てん啓けいだ。

　ここへ赴おもむいて、正当なる鉄てつ槌ついを下すのが我が使命。間ま違ちがいない。

　男は神に祝しゆく福ふくされた者の自信に満ちて、少女を伴ともない、ホテル・デアステロに向かって歩き出した。









　第六章　ラン・フェオーの招かれざる客






　七時になって、聖せいギレニウス法ほう院いんの五ご連れんの鐘かねが鳴り渡わたる。霧きりの宵よい闇やみの中、中庭に設しつらえられた飾かざりのついた止まり木に、白色のフェニックスが五羽わ、それぞれとまって明るい光を放つ。

　音おと合あわせの終おわったオーケストラは静まり返り、トランペット奏そう者しやだけが立ち上がって高らかにファンファーレを鳴らした。

　それに続いてティンパニがドロドロと音を鳴らし、オーケストラがパーティの始まりを知らせる、客たちに期き待たいを持たせる音楽を奏かなでる。

　司し会かい者しやがスタンドのマイクに向かってホール中に響ひびき渡る声で宣せん言げんした。

「紳しん士し淑しゆく女じよの皆みな様さま、お待たせいたしました。ただいまから、フェオー宝ほう石せきオスタス支し店てん、開店お披ひ露ろ目めのパーティを開かい催さいさせていただきます」

　派手な音楽が奏でられ、拍はく手しゆが起こる。

「では、まず、フェオー宝石店社長、ラン・フェオー氏からの挨あい拶さつでございます」

　言って司会者はマイクの前を離はなれた。代わりに壇だん上じように現れたのは、ラン・フェオーだった。

　列席者の視線を一いつ身しんに浴あび、年若い実業家は臆おくした様子もみせずに微笑ほほえむ。

　シャンデリアの明かりの下、彼の服につけられたダイヤモンドが七色の光を放つ。その光に彩いろどられ、魅み力りよく的てきに輝かがやく彼の黒い瞳。

「皆様ようこそいらしてくださいました。まずはそのことに最大の感かん謝しやをいたします。いくらこちらが食事や美酒、会場や楽隊を用意しても、お客様がいらっしゃらないのでは滑こつ稽けいで空くう疎そなものでしかありません。客のいない芝しば居い小ご屋やほど、寂さびしいものはありませんから」

　小さく肩かたをすくめて言われた言葉に、笑いが起こる。

「我われ々われフェオー宝石店は」

　店の起こり、来らい歴れき、自分は三代目にあたり、あれこれ。

　パーティ会場の隅すみで、オレンジジュースを舐なめながらぼんやり聞いていたマルタに、リッツが囁く。

「マルタさぁ、彼、どうなの」

「うん、嫌きらい」

　マルタはあっさり答えた。

「ああいう自信家苦にが手てだもん。偉えらそうだし。まぁ若くて名家で金持ちで。偉いけどね、それだけで充じゆう分ぶん。金があるってことは努力してるってことだから。でもそれとは別に嫌い。まぁ、あいつの金でホテルが用意したこのオレンジジュースはおいしいよ。リッツ飲む？」

「僕ぼくオレンジ嫌いだよ」

「あ、そうか。忘れてた。でもなんか飲みなよ。喉のど渇かわくだろ」

「少しすれば紅茶が出てくるからそれまで待つよ。アルコール無しがオレンジジュースだけだなんて、最さい悪あくだ」

「リッツは彼どうなの」

「嫌い」

　敵を見つけた猫ねこのように、リッツは鼻はな頭がしらに皺しわを刻きざんでランを睨にらむ。

「マルタの話も聞かないで、何様なんだよ。バーチに宝石盗ぬすまれちゃえばいいんだ」

「リッツにしては珍しいね」

「だって、マリアンナさんがあいつのお嫁よめさんになるなんて嫌いやだよ。マルタ、いいのかよ」

　すぐに同意の言葉が返ってくるのかと思ったが、マルタは何か考えに沈しずんでランを見つめ、少ししてから言った。

「マリアンナさんが、それで幸せなら僕はいいよ」

　思いがけない返事にリッツは一いつ瞬しゆんぽかんとし、それから少し慌あわてて小声で言った。

「……なんだ、それ？」

「いや、だって。金もあるし、名家の出だし、年も合うし、容よう姿しだってさ。僕とマリアンナさんなんか、マリアンナさんのほうが背が高いくらいなんだぜ。釣つり合あわないだろ。……僕にはマリアンナさんを幸せにすることは、たぶんできないよ。甲か斐い性しよう無なしだし」

　地獄に堕おちるし。

　マルタはなんだか笑えてしまったので素す直なおに笑った。

　リッツが突とつ然ぜんマルタの腕を強く摑つかんだ。痛みが走った。それくらい強く摑まれた。

「……っ！」

　なんだよ、と腹立たしく言おうとしたが、リッツが睨みつけていた。怒っているのかと思ったが、なんとなく違う。

「……痛いよ。リッツ」

　リッツは力を抜かず、睨みつけたまま言った。

「そ。そういうこと、言うなよ」

　震ふるえる声。

「幸せになれよ、マルタ」

「リッツ」

　言われた言葉に驚くマルタの目の前で、リッツの瞳に涙が浮き上がる。

「甲斐性なんてなくていいから、幸せになれよ。どうでもいいじゃないか。なんだって、どうでもいいじゃないか。幸せになればいいじゃないか！」

　瞬まばたきをしたら、涙がこぼれ落ちた。

　マルタはポケットから白いハンカチを出して、リッツの涙を拭ぬぐう。これも服の箱の中に入っていたものだ。

　ああ。

　だって、リッツ。

　僕と一いつ緒しよじゃ、マリアンナさん幸せになれないじゃん。そんなの僕だってわかってるんだけど、でもやっぱり好きだから。デートくらいはしたいしさ。たとえばマリアンナさんが、あのいけ好かないけど本気でマリアンナさんを好きな宝石屋と結婚したって、僕は死ぬまでマリアンナさんを守るって決めてるし。

　僕はそれでいいんだけどな。

　そういうことも、いつかちゃんと言おう。

　リッツには、できる限りちゃんと言おう。

「あ、サ、サギー！　マルタ・サギー！　いたいたいた！」

　小声で言いながら、こそこそといい体たい格かくをちぢこませて駆かけ寄よってきたのは礼れい服ふく姿すがたの一人の少年だった。

　マルタはその少年の顔を忘れていたが、リッツが名前を呟つぶやいたので誰だれだっけと本人に訊きくのは免まぬがれた。

「あっケイン先せん輩ぱい」

　顔を上気させて二人の横にやってきたのは、アラン・レイ高校でマルタと同どう級きゆうだった、ケイン・ランドルフだった。あっという間に全部思い出した。

「よっケイン。なんでこんなとこに来られたの」

　七年と十二日ぶりの懐なつかしさに破は顔がんするマルタの笑え顔がおと、ケインにとってはたった十二日間ぶりの侮ぶ辱じよく的てきな言葉に、ケインは顔を更さらに上気させる。そして怒おこっているのかそうでないのか判らない調ちよう子しでマルタにずかっと近づいた。

「相変わらずだな！　サギー！　生憎あいにく僕はランドルフ商会の跡あと継つぎなのでね」

「……まぁ、それはいいとして、どうしてマルタを捜してたんですか、ケイン先輩」

「どうしてって、スミス」

　ケインは両腕を伸のばしてマルタとリッツを引き寄せる。

「……やっぱりサギーが探偵Ｍなんじゃないか。ここにいるってことはさ」

　マルタとリッツは視線を交かわし、それからリッツがいたずらげに口の端はしをあげて言った。

「秘ひ密みつですよ」

「まぁ、実はそうなんだ。僕が探偵Ｍ。ドクトル・バーチの謎をばっさばっさと暴あばく華麗な探偵術の持ち主」

「ごまかすなッ」

　ケインが両腕に力を込めて二人をきつく締しめて、二人は潰つぶれた蛙かえるのような声を出してクスクス笑った。それからマルタが自分の唇くちびるの前に指を一本立てて言った。

「まぁ、そうだよ、ケイン。僕が探偵Ｍだ。でも、このことは秘ひ匿とくされなくちゃならない。僕らのママのご意い向こうだ」

「僕らの？」

　訝いぶかしむケインの口元に唇を寄せて、マルタは囁ささやく。

「オスタスの、ママ」

　ケインは理り解かいしてひぃ、と小声を上げた。その様子がおかしくて、マルタもリッツも笑った。

「僕らはこう見えていちおう警けい備びの役なんだけど、ケイン、暇ひまあるならいてよ。パーティってほら、友達と話さないとつまんないしさ。バーチが出たらばたばたしちゃうと思うけど」

　マルタが上じよう機き嫌げんで言って、ケインが何度か目を瞬まばたいた。その顔を見てマルタが首を傾かしげる。

「なに。あ、なんか、社しや交こうとかあるの？　ランドルフ商会の跡継ぎとして。忙いそがしいならもちろんそれは、邪じや魔ましないけど」

　マルタが首を傾げて言い、ケインは首を横に振った。

「ある。あるけど、すぐ終わるから。終わったら来るから。そ、そうだよな。とっ、友達だもんな」

「？　うん。友達」

　二人のやりとりを見ながらリッツは笑った。

　マルタは今ひとつ、自分の言った言葉の意味を理解してはいないようだったが。

　うん。

　マルタには友達もいて、それで幸せになればいい。ケイン先輩は、問題はあるけどいい人で、それで何故だかマルタが好きみたいだから、それでいい。僕も楽しい。

　ああ、マルタが笑ってる。

　ラン・フェオーの挨あい拶さつが終わって、場内は拍はく手しゆに包つつまれた。

　ではしばし歓かん談だんを、そして踊おどりを、と司し会かい者しやが言って、楽がく隊たいの紹介があり、フロアには音楽が溢あふれて、何組もの紳しん士し淑しゆく女じよが踊り出した。ケインは、ちょっとこなしてくるぜと言ってボウタイを直して離れ、やがてフロアに少女を誘って現れて、優ゆう雅がにステップを踏み始めた。

　マルタとリッツは皿に山やま盛もりに食べ物を持ってきて、会場の隅すみであっという間に食べてしまう。ハンカチで口元を拭くとリッツは言った。

「マリアンナさん誘えよ。踊り」

「僕踊れないもん。料理おいしいなぁ。さすが！」

　指についたグレービーソースを舐なめ取ってマルタは言う。

「でも、ポテトサラダはヘンリーのが上かも。リッツどう？」

「やっぱ塩しお加か減げんかな。いや、そうじゃなくてさ、マリアンナさん待ってるんじゃないの？」

「忙しいでしょ。マリアンナさんは半分以上仕事だもん。邪魔できないさ」

　通りかかったボーイに空からの皿を渡し、別のボーイから果物くだものの皿をとって、マルタはフロアにマリアンナの姿を捜す。

　リッツもその視線を追う。

　いた。

　誰だれか、知らないおっさんと踊っていた。完かん璧ぺきな笑顔。ああやっていると、ただの美人だ。

　マルタと対してるときはもっと、魅力的なのに。もっと赤くなったり慌あわてたりしてかわいいのに、今はただの完璧な美女だ。

　楽隊の音楽が静まり、踊っていた人々が礼をして離れる。

「さて、今宵のお楽しみ。フェオー宝石店の新しん作さくのお披ひ露ろ目めと、話題の！　グラスフィールドのお目め見みえでございます！　皆様、中庭側にあります紫むらさきの陳ちん列れつ台だいにご注目ください！」

　司会者が言い、ざわめきが漏もれる。

　陳列台近くのシャンデリアが消けされて、代わりに陳列台の直ちよく上じように下げられていた止まり木に、中庭の白色フェニックスが飛とび移うつる。客たちの注目の中、市し警けいの制服警官に前後左右を固かためられたラン・フェオーが現れ、静かに陳列台へと移動する。手元にはびろうどの宝石のケースがあり、彼の手には白い手て袋ぶくろが嵌はめられていた。

　トーリアスが椅い子すを二脚持ってきて、二人に言った。

「乗っていいぜ。見えないだろう」

「いいの？」

　遠えん慮りよなくマルタは靴くつのまま椅子に乗り、リッツも倣ならった。

「おお、見える見える」

　手をかざしてマルタは言い、リッツは少し背せ伸のびをした。

「いいんですか警部。こんなお行ぎよう儀ぎ悪わるくて。あと、近くにいたほうがいいんじゃないですか僕ら」

「お行儀悪いのは、今更始まったことじゃないしな。それに誰もこっち見てやしないから」

「それに、近くにいたってあんまり役に立たないじゃん僕」

「それはそうだね。あっはは」

「あっはっはは」

　屈くつ託たくなく笑うマルタの顔を見て、リッツは顔を片かた手てに埋うずめて息を吐はく。

　こういうところは前と変わんないのになぁ。

　あと、役に立たなくてもバーチの前に現れると、バーチのリズムが乱みだれるっていうか、意味なくバーチのテンションがこっそり上がるっていうか、そういう効こう果かはあるんだけどな。

　そういえばテンションなんて言葉もマルタから教おそわったんだっけ。

　そんなことを考えるリッツの視線の先で、ランが陳列台の前に置かれた踏み台に上がり、客たちに向かって言った。

　その客たちの中には確かにマリアンナもいて、ランは頰を僅わずかに染めて微笑みかけた。

「皆みな様さま、パーティは楽しんでいただけているでしょうか。ですがただ踊っていただくだけではフェオー宝石店の名な折おれです。今夜は我々が自信を持ってお送りする、今こん季きの商しよう品ひんをご用意いたしました。店のものに声をかけていただいて、実際に皆様のお肌はだに飾かざっていただきたく思います。男性用のカフスやタイピンなどもございますし、奥おく様さま、お嬢じよう様さまへのちょっとしたお土産みやげにお勧すすめしたいものもございます」

　流れるような素す晴ばらしい口こう上じよう。

　堂どう々どうとした態たい度どは、客たちの視線に怯ひるむこともない。

「……そして、こちらが我がフェオー宝石店の象しよう徴ちよう、43・３８カラットのダイヤモンド、グラスフィールドです」

　ランの手の中で開かれたケースの中に収まっている、光り輝かがやくほぼ透とう明めいな石の塊かたまりに、それを目にした客たちが感かん嘆たんの声を上げる。前にいるものたちは慎つつしみも忘れて前のめりになった。

　その巨大なダイヤモンドの中心には、緑色の細長い、小さな草のようなものが複ふく数すうあり、それはそれ自体が宝石であるかのように鮮あざやかに光り輝いていた。

　白色フェニックスの光を受けて、ダイヤモンドは七色のファイヤを煌きらめかせ、まるで別世界を閉とじこめたような美しさだった。

「グラスフィールドの名の由ゆ来らいは、この、緑色に輝くインクルージョンです。本ほん来らい、ダイヤモンドは無む色しよく透とう明めいのものが珍ちん重ちようされるのは皆様がよくご存じなところですが、これほど美しく、特別なインクルージョンは他ほかにありません。石の大きさ、美しさと共に、我われ々われは今も、この石を店の象徴としているのです。美しいものをより美しく輝かせるのが我々の使命であると！」

　一斉に拍はく手しゆが起こった。

　熱を持って語られたランの演えん説ぜつはそれだけの力があった。

　けれどランが気にするのはただ一人の反応だった。

　マリアンナは思わず、という感じで拍手していた。その瞳には感かん嘆たんの色が確たしかにあって、ランはとても安あん堵どして、同時にとてもうれしくなって微笑んだ。

「今夜は、グラスフィールドをここに陳ちん列れつさせていただきます。お手は触ふれないでくださいね？」

　その子供っぽい言いぐさに、客たちがどっと笑った。

「皆様の温かいお気持ちと拍手に感謝いたします。それでは引き続き、パーティをお楽しみ……」

　ください、と続けようとしたランは、言葉を失うしなった。

　消されたシャンデリアが僅わずかに軋きしみ、下げられているクリスタルがチリンと鳴る。そこから男が一人ふわりと降りて、ランに息がかかるほど近くに立ったのだ。

「こんばんは、ミスタ・ラン・フェオー。私に素晴らしい贈おくり物ものをどうもありがとう」

　真まっ青さおな瞳。それが微笑んだ。声は甘い囁きで、香かおりは杜ね松ずだ。

　茫ぼう然ぜんとしている間にグラスフィールドはバーチが摘つまみ上あげてしまった。

「バーチ！」

　あまりにも鮮やかな登場に凍りつくパーティ会場の中で、熱い声が足音と共に響いた。

　マルタがトーリアスの肩に乗ってバーチの名を叫さけんだのだ。トーリアスはマルタを肩に乗せて駆かけてきた。

　客たちが作った人ひと垣がきまで来ると、マルタはトーリアスの肩を蹴けって客たちの頭上を飛び越える。

　両腕を伸ばし、身体の全身のばねでバーチに向かって跳とぶ。

　その顔を見て、バーチは避よけるのを忘れた。

　なんだ、マルタ・サギー。

　なんだその表情は。

　かくれんぼをしていた大好きな人間を見つけた、いたずらな男の子みたいな。

　鬼おにごっこで、相手しか見えなくなって屋や根ねから飛び降りて骨こつ折せつしてしまいそうな男の子の表情で。

　抱だき留とめなくては、危ないだろう。

　着ちやく地ちのことなんか、欠片かけらも頭にないだろう？

　鍔つば広びろの帽子、長い黒髪、フリルのついた白いブラウス、黒いマントにズボンにブーツ。獲え物ものを放ほうり出して、バーチはマルタを抱きしめる。

　勢いを殺せずに、後ろに無ぶ様ざまにひっくり返る。

「はは！　バーチ、久しぶり！」

　バーチの上に乗って屈くつ託たくなく言うマルタに、後こう頭とう部ぶを打ったバーチは、目の前がちかちかするのを堪こらえて怒ど鳴なった。

「怪け我がをするぞこの大おお馬ば鹿か者もの！」

「してないよ！」

　言ってマルタはバーチの顔に顔を近づけて笑った。

　警官たちが駆かけ寄るのも、ラン・フェオーが立ちつくしているのも、知らない。

　ただ全身を駆けめぐるハイテンションな熱に支配されてどうしようもなかった。何も考えられない。

　何も考えないまま紅こう潮ちようした全身でマルタは言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、バーチ。心配しないで！」

　愛してる、と言ってしまうのをこらえるのがやっとだった。

　キスをこらえるのがやっとだった。

　七年、ずっと逢あいたかった。マリアンナにもバーチにも。

　ようやく逢えた。







　金髪の少女がカードを出した。

　見たこともないカードだ。トランプでもウノでもカルタでもない。

『カード使い』。

　昔々、まだ子供だったころおとぎ話として聞いたことがある。語かたりながらベッドで頭を撫なでる母の優しい手。失うしなって久ひさしい手だ。種しゆ族ぞくを変えるときに捨すて去さった手だ。力が欲しかった。いつでも。今でも。

「バーチと一緒にいるのが探偵Ｍ。確定しました。カードを発動します」

「ああ、やってくれ」

　そしてこの少女を手に入れた。

　あの囁ささやきの主から与あたえられたもの。

　自分を芸げい術じゆつ家かだと認みとめた、あの知性溢あふれる彼から与えられたもの。

　自分を認めた彼。

　そう、ずっと認められたかった。

　自分は完かん璧ぺきな犯罪をし、隠かくし、そしてこれからも隠しおおせるはずだった。

　十年前に妻つまを殺した。マージョリー。妻の父親は警察官で、今は上じよう層そう部ぶにいるはずだ。当時から威い張ばっていた。偉えらそうに。自分を見下した。マージョリーがいない場所で呪のろうように言われた。

　お前のような屑くず野や郎ろうに、娘むすめをやるつもりなど毛頭なかったが、二人で逐ちく電でんされてもたまらん。娘はお前の容よう姿しにまどわされているだけなのだ。いずれ一年もすれば熱も冷さめる。俺はそれを待っているんだ。いいか、お前の悪行など全てお見通しなのだ。うまいこと証しよう拠こを残していないだけだ。そして牢ろう屋やの空あきがないだけだ。くだらない小さな悪あく事じを積み重ねているだけだ。いいか、次に何かしでかしたら、俺おれはマージョリーがなんと言おうとお前を牢屋に放ほうり込む。警察の捜査力を舐なめるなよ悪党。

　ほう。

　ではマージョリーを捜さがしてもらおうじゃないか？

　マージョリーが別の男を作って逃げた。そう見せる仕し掛かけをいくつも作る。マージョリーは浮うわ気きな淫いん売ばいだと見せる仕掛けをいくつも作る。お義と父うさん。あなたの権けん威いを貶おとしめる行動をマージョリーはしたのだと、世間がそう見る仕掛けを、証拠をいくつも作る。

　そしてマージョリーは姿を消す。

　残るのは捨てられたかわいそうな俺だ。

　マージョリーは埋うめた。マージョリーの身み代がわりも埋めた。マージョリーの身代わりの身代わりも埋めた。マージョリーの身代わりの身代わりの身代わりも埋めた。マージョリーの身代わりの身代わりの身代わりの身代わりも埋めて、あと何人女を埋めたろう。みんな、あのクソ汚いアッシュブロンドの、背せ格かつ好こうのよく似にた人間族の娘たち。

　誇ほこり高き吸きゆう血けつ族ぞくの俺が相手にすると思うのか。うす汚ぎたねぇ血袋ども。血を吸すって、ひからびたミイラにして埋めた。ああ、なんてまずい血だったろう。処しよ女じよが一人もいないというのは、なんというモラルの乱れだろう。嘆なげかわしい。なんと嘆かわしい。

　だから俺は風ふう紀きを説とき始めた。俺の高こう潔けつな演えん説ぜつは受けに受けて、俺は地位と名めい誉よと財ざい産さんを手にした。クソ汚きたねぇアッシュブロンドのことなんか忘れた。どこに埋めたのかも。その丘おかで講演をすることになっても思い出さなかった。聴ちよう衆しゆうの中に、お義と父うさんがいたことなんか知らなかった。クソ汚ぇアッシュブロンドの何人かの親だか歯は医い者しやだかが、そんなものがなんであんなに交ざっていたのかわからない。そしてなんでいきなり丘が爆発して埋まっていた白骨死体が一いつ斉せいに飛び出てきたのかもわからない。クソ汚いアッシュブロンド。翻ひるがえるぼろぼろのドレス。

　なにがこれはおばあさまからあの子に譲ゆずられた指輪だ。なにがマージョリーの奥歯に子供のころ刻こく印いんした金のイニシャルだ。趣しゆ味みの悪い。なにがあの子のお気に入りのイヤリングだくだらねぇ。なんで俺は錯さく乱らんして怒ど鳴なり散ちらしたんだ。なんで俺が殺したクソ汚いアッシュブロンドどもが俺の演説を邪魔しやがるんだ、だなんて。地下のガスの爆発？　今け朝さの新聞にはそうあったな。知るか。そんな偶ぐう然ぜんがあり得るか。俺が素早く判断して逃げなかったら今頃牢ろう屋やだ。一面はバーチの記事だった。俺の記事なんか二面だ。

　探たん偵ていＭ。

　霧の中で囁ささやいた彼が教えてくれた。

　そいつの仕し業わざか。

　ならば報ほう復ふくだ。

　俺のカード使いがカードを使う。

「この世界にある範はん囲い。流動するそれを、瞬またたく間にお前の力で決定する。私が唯ゆい一いつ恃たのむお前の力を愛しています。発はつ動どうしなさい『小さな檻おり』」

　カードが発光する。

　会場の客も楽隊もウエイターもウエイトレスも警官も消きえる。

　残っているのは探偵Ｍとドクトル・バーチ、それに白い服を着た若い宝石屋だけだ。

「……三人、来てしまいましたがかまいませんか」

　少女が言う。

「ああ、かまわないよ。俺より人気のあるやつも、ブルジョワも、俺は大だい嫌きらいだからね。それに、俺にはあの彼からいただいた夕飯もある。素晴らしい」

　琺ほう瑯ろうの弁当箱を取り出し、紐ひもをほどいて蓋ふたを開ける。

　そこには血の気の失うせた白っぽい肉にく塊かいがあった。素晴らしい。なんと素晴らしい。口の端はしが自然に吊つり上がる。

「そういえば、あなたの名を聞いていませんでした。私はイヴァナ・ブライスです」

「ありがとう、ミス・ブライス。俺の名は、ヒュー・ガンボン。肩かた書がきは多数あったが、今は何もない。探偵Ｍのせいでな」

「……次元転移の効果はしばらく続きますが、今立っている場所から一歩でも動くと私の範囲から外れます。今現在はあちらの範囲の三人からは見えていませんが、範囲から外れたら見えるようになります。」

「まあ、それもいいさ。素晴らしい夕飯のおかげで、俺は今、この瞬間から無む敵てきだ」

　ヒュー・ガンボンはそう言うと、ランチボックスの中の肉塊を摑つかみ、がぶりと歯を立てた。

　生肉が食い千ち切ぎられ、咀そ嚼しやくされ、飲のみ込こまれる。袖そで口ぐちが血で汚れたがヒューは気にする様子もなく、これから抹まつ殺さつする探偵Ｍの姿を見ながらうっとりと野や蛮ばんな夕食に酔よい痴しれた。









　第七章　高笑するヒュー・ガンボン






「……何だ？」

　周しゆう囲いの変化に最初に気がついたのは、ランだった。

　シャンデリアのクリスタルだけが、僅わずかに鳴る、静かなパーティ会場。テーブルも料理も、椅い子すも陳ちん列れつ棚だなも飾かざりも何もかもそのままなのに、ラン・フェオーとマルタとバーチ以外誰だれもいなくなってしまった。

　フェニックスたちもいないから、光量が減へって少し暗い。

「な、何が起こったんだ？　バーチ、お前が何かしたのか？」

　バーチは手て袋ぶくろをしたままの人差し指の腹はらで押おしてマルタの額ひたいをどかし、床ゆかの上に起き上がってあたりを見回す。打ってしまった後頭部を撫なで、誰もいないボールルームを見て溜ため息いきを吐ついた。

「私は何もしていないよ。マルタ・サギー。君に心当たりは？」

　マルタはバーチの上からどくと、飛んでしまったバーチの帽ぼう子しを拾い、埃ほこりを払はらって差し出す。

「ないよ。でもまぁこの中じゃ僕の担たん当とうだろうな。こういうのはこいつが絡からんでるだろうし」

　言ってマルタは、礼れい服ふくの内ポケットから名めい探たん偵ていのカードを人差し指と中指で挟はさんで出した。

「……なんだ、それは」

「あんたんとこじゃ知られてないかな。『カード使い』」

「知らん」

　ランは混乱しきった表情で首を横に振る。

　マルタはどうしようかなと一いつ瞬しゆん考え、けれど当事者に混乱されていては厄やつ介かいなので説明することに決めた。

「オスタスじゃ子供のおとぎ話さ。大人になってみんな忘れる。魔ま法ほうのカードを持っているヤツがこの世界にはいて、カードで魔法を使っていろんな不ふ思し議ぎを巻まき起こす。でも本当はそれはおとぎ話じゃない。僕は名探偵じゃなくて、『名探偵』のカード使いだ。ちなみにこの事実は女じよ王おう陛へい下かの意思により秘ひ匿とくされなくてはならない。それを誓ちかってもらわないと、オスタスでの商売はやりにくくなると思うよ」

「脅おどしか」

　睨にらんで言われたランの言葉に、マルタはいっそ呆あきれた。

「……あんた、バカだろ？」

「今度は侮ぶ辱じよくか！」

「そんなでよく商売やれるなぁ……」

「お前ごときにそんなことを言われる筋すじ合あいは」

「あ、わかったぞ。すごい短たん気きなんだなほんとは。僕そういうやつの気、ものすごい逆さかなでするんだよね。何でか知らないし、僕はそんなこと望んでないけど。あーあーメンドくさいなー」

　整ととのえた髪を極きよく力りよく乱みださないように、マルタはこめかみを搔かいた。だって髪の毛が乱れてママにもらった礼服が台だい無なしになったら悪いし。バーチの前で格かつ好こう悪いのも嫌だし。

　二人の不ふ毛もうな会話を、面おも白しろそうに見ていたバーチは笑いを含ふくんだ声で提てい案あんする。

「……ミスタ・ラン・フェオー。僭せん越えつながら提案させてもらうが、まずは座って話をしないかね。この状じよう況きようを作ったものは、当とう座ざ攻撃をしかけてこないようだ。食事もそのままあるようだしね」

　ランはふん、と鼻を鳴らすと片手を挙げた。

「名案だな、怪かい盗とう。私が最後に食事をしたのは朝の五時だ。貴き様さまのせいでばたばたと段だん取どりをしなくてはならなかったからな」

「えー、バーチのおかげでこんだけ注目されたんだからいいじゃん。あっ、パエリアが絶ぜつ品ぴんだったよ。あと海え老びのトマトソース！　ローストビーフ自分で切っていいんだったら、分ぶ厚あつく食べてみたいなー」

「すればいいだろう！」

　言いながらランとマルタは料理のテーブルに向かう。

　バーチは転がっていたグラスフィールドを拾うと、軽かろやかにポケットにしまい、途と中ちゆうにあった従じゆう業ぎよう員いん用ようの扉とびらを通り抜けた。一歩外に出たら、同じ扉から広ひろ間まに出た。下を見たら、外に出きっていない自分の左足の踵かかととマントの裾すそが見えた。

　ふん、気持ちの悪い。

　そう思って、後こう退たいして元に戻もどる。

　この分だと中庭にも出られないし、ましてやロビーに戻ることなど論ろん外がいだろう。

　こうなっては自分にできることもないから、食事をしながらの会議に加わるべく食事のテーブルに行く。

　マルタとランは椅い子すを四つビュッフェテーブルの横に置いて、一脚きやくの椅子の上に料理を盛もった皿さらを載せていた。

　あっという間に一いつ杯ぱいになったのでもう一脚、ランが持ってきた。

「ああ、腹はらが減った。食べるぞ」

　そう言ってランはフォークを手に取り、少しずつ皿に盛った料理をほぼ一口でがつ、と食べた。

　マルタは目を丸くしてその様子に見入り、バーチはほう、と感心した。

「ずいぶん合ごう理り的てきな食べ方だな、宝石屋」

「早食い、早はや風ぶ呂ろ、早い用よう足たしは競きよう争そうに勝つための必ひつ須す条じよう件けんだろう。ボンクラの三代目だとか言われてたまるか」

　そしてまた一口で魚のハーブ焼きを食べる。

「見た目とずいぶん違う」

「いつもは俺は行ぎよう儀ぎがいいさ。そう仕し込こまれた。そのあとで、早く食べることを学んだ。それだけの話だ。今は非ひ常じよう事じ態たいだから、行儀よく振ふる舞まっている場合じゃない。それくらいの判はん断だん力りよくは俺にもあるさ」

「味はどうだね」

「探偵の味み覚かくはなかなかだな。勧すすめられたものは確かにいい。怪盗も食べるといい」

　意外な言葉にバーチは首を傾かしげる。

「……ほう？　敵なのではないか、私は」

「敵だ。だが、えー、なんだ、その……カード使い、というやつではないのだろう。だったら、この状況を打だ破はするためには協力した方がいい」

「おっ、あったまいいじゃん」

　マルタがそう言って、ランの前にほうれん草のクリーム煮にと湯ゆ気げの立つポタージュスープを置いた。

「探偵に褒ほめられてもうれしくはないな。ともあれ、腹が減っていては何もできん」

「ああ、私はいいよ、マルタ。適てき当とうに自分で摘つまもう。昼はしっかり食べたし、三時もマフィンを少々。クロテッドクリームが新しん鮮せんで美び味みだった。牧場から取り寄せたんだがね」

「優ゆう雅がだなーバーチ。ほら宝石屋、もっと食べろ。俺、お前の食べ方好きだなぁ！」

　心から嬉うれしそうにマルタが言う。

「食べ方？」

　怪け訝げんにランが問う。マルタは頷うなずいた。

「俺の友達が、そんな食べ方するんだよ。一口で」

「ほう」

　ランは少し考えてから言った。

「では、お前のその友達は有能なのだろうな」

「うん。ありがとう。有能なんだ。そうだ、名前も似にてるなぁ」

「勝手に親しん近きん感かんを覚えるな。俺はお前が嫌いだ」

「信しんっていうんだ」

「似てない」

　ランは一息でスープを飲む。ハンカチで口元を拭ふいて続けた。

「まぁ、せいぜい、ここを脱だつしたらそいつと酒でも酌くみ交かわすんだな」

「もう逢あえない」

　さらりと言われたマルタの言葉に、ランとバーチはマルタを見た。

　マルタは肩をすくめる。

「仕し方かたないことがあってさ。ラン、もっと食べないか？　鴨かものスモークがいけるよ」

「……もらおう」

　皿に料理を取り分けるマルタに、バーチが言う。

「マルタ・サギー。何か、……この二週間の間にあったのか？」

　ないよ。

　なにも。

　七年経たっただけ。

　手に入れて失うしなったものがあるだけだ。

「ないよ？」

　皿に鴨のスモークを山ほど取って、椅子の上に置いた。

「やっぱりバーチも食べておこうぜ。へたれてちゃ仕方ないもん」

　マルタはバーチにそう言って、パスタを少し取り分けた。食事を進めるランは誰もいないボールルームを見て、深々と安あん堵どの溜ため息いきを漏もらす。

「……しかし本当に私たちだけのようだな」

　心の底から漏れたと判わかる呟つぶやきに、チーズリゾットを盛もりつけていたマルタがきょとんとする。

「なんで。店員とか客とか心配？」

「そりゃもちろんさ。でも、今ここにディルベルタさんがいないってことは、この事じ態たいに巻き込まれずに無ぶ事じでいるってことなんだろう？」

　自分で言った言葉にふと心配になったランは、マルタの視線を捉とららえてすがるように見つめた。

　ディルベルタさん。

　そうか。

　ランが心配しているのはマリアンナの安あん否ぴだ。

　マルタは弱よわ々よわしいランの視線に思わず頷うなずき、それでランはまた頭を下げて深く息を吐はいた。

「よかった……」

　その様子を見て、マルタは少し逡しゆん巡じゆんしてから呟く。

「ラン、本当にマリアンナさんが好きなんだなぁ」

　ランはマルタを睨にらみつけた。

「当たり前だ。伊だ達てや酔すい狂きようや奸かん計けいや政せい略りやくなどで愛してるとか言えるようには、俺おれはできていないんだ。伊達や酔狂で女性に愛を求めるのなら公おおやけの場では言わないし、奸計や政略でならまず相手に文書で申し入れるさ」

「変に公こう平へいだな」

　言ったのはバーチだ。

　つまりマリアンナだ。

　正体を知らないランはちょっとかわいそうだったが、ランに親切にしてやる必要もないしなぁとマルタは思う。

　バーチの言葉に意い外がいそうにランが顔を上げた。

「公平か？　当然のことじゃないか？　愛とは相手に自分の全てを捧ささげることだ。違ちがうか。彼女は素す晴ばらしい。俺にはそんなこと一ひと目めでわかったし、他ほかの誰にもわかるだろう。……彼女に俺がそう見えていないのは……寂さびしいことだが、まぁ……つきあってみてもらえれば、ひとつくらいいいところもあるだろうし、それが結けつ婚こん後ごであっても悪くはない……たぶん。だって、彼女はたった一人しかいないんだから。早めに唾つばつけて、じゃない、ええと、囲かこって、じゃなくてああ、好きになってもらえなかったらどうしよう……これ以上どうアピールしたらいいんだろう」

「嫌いやみなほど自信があるのか単たん純じゆんにぐじぐじしてんのかよくわかんないけど、僕に相談してるの？」

　マルタが困こん惑わく顔がおで言うのに、ランは片手に顔を埋うずめて深く深く溜息を吐いた。

「藁わらにもすがる思いさ」

「藁かよ」

「藁でも無いよりマシだ。ああそうだ怪盗、グラスフィールドを返せ」

「無む茶ちやを言うな」

　返ってきたバーチの答えに、ランは苛いら々いらと溜息を吐いてそれで会話を終わらせた。

　マルタはランを見ながら、その反応や言葉をすっかり面おも白しろがっている自分に気がつく。

　なんだ、おかしな男だな。つっかかると思えば、弱よわ音ねを吐いたり。

　マルタは、座っているランの横にひょいとしゃがむと、下から見上げる。

「なあ、ラン。……ひょっとしてお前友達とかいないの？」

　ランはその言葉の意味を理解するのに少しかかり、それから徐じよ々じよに顔が赤くなる。

「……そ、そんなもの……」

「あと、恋れん愛あいもしたことない？」

　どんどん顔が赤くなる。白い首くび筋すじも染そまる。

　温おん度ど計けいみたいだと、眼前で見ているバーチは目を瞬まばたいて見つめてしまう。

　ランは言葉を探すように視線をさまよわせ、すこしの間の後観かん念ねんしたように呟つぶやいた。

「恋愛のほうは……男同士だから言うが……我がフェオー家は、その、房ぼう中ちゆう術じゆつを教えるものがいて……つまり、恋愛をしなくても、女性とのつきあいには臆おくさないというか、冷めた部分があったというか。友人は、そうだな、親同士、家同士のつきあいでいないことはないが、開かい衿きんするということはなかった。だが、それで寂さびしいとかそういうことはない」

















　その言葉と、ランの表情を見ていたらマルタは胸が痛んだ。

　……なんだっけ。この感じ。

　僕ってアッタマいー。

　オスタスに来るまではそう思っていた。ごまかしや噓うそではなくて心底そう思っていた。

　ああ、そうだ。

　親に好すかれるのは諦あきらめた。もう子供のころから諦めた。だから、傷つかないし、がっかりもしない。だから僕ってアッタマいー。

　そんなの頭がいいわけない。

　ただの子供じみた自じ己こ防ぼう衛えいだ。

　そんなのいいわけない。

「友達とか、いないからそう思ってるだけだろ。寂しいのを認めたくないからそう思っただけだろ？」

　マルタちゃんへ。ママより。

　その言葉は、きっと女じよ王おう陛へい下かが思うより強くマルタに響ひびいた。きっとリッツにもだ。

　もちろんほんとの母親ではないし、自分たちだって子供ではない。依い存ぞんするほど愚おろかでもないがそう言ってくれる尊敬してやまない存在があるということは、どれほどの慰なぐさめだろう。

　求めて得えられないから諦めた。それだけのことだった。それは間違ってはいないと思うけれど、もう子供ではないから諦めなくてもいいこともある。

　ランがマルタの顔を見つめる。

「侮辱とかじゃないよ。僕も昔友達いなかったんだ。誰とも親しくなかった。だから寂しくなかった。でも今では親しい人たちがいる。いなくなったり別れたりしたら寂しいと思うけど、喧けん嘩かしたら傷つくと思うけど、でも、僕は今の方がいい。……マリアンナさんは素敵な人だよ。とっても。でも、マリアンナさんひとりじゃ、友達の役はつとまらないし。僕だったら奥おくさん一人しか頼たよりにならない男はイヤだなー」

「た、頼りにならないわけじゃない！　従業員や役員たちは」

「そういうんじゃないもん。バーチはどう？」

「うん、嫌いやだね。負ふ担たん、というよりはそうだなぁ、男として魅み力りよくがないだろう。自分の欲よつ求きゆうや欲よく望ぼうに気がつかず、正直ではない、というのはね」

　バーチの答えにランが嚙かみつく。

「じゃあお前はどうなんだ。友人がいるのか？　恋こい人びとは」

「ああいないね。でも別に問題じゃないさ。私はそれで本当に寂しくないから」

　あっさりとバーチは言った。その言葉にはなんの力みもなく、単たん純じゆんに真実なんだとわかった。

　こいつはどうなんだとバーチを指さすランに、マルタは肩をすくめる。

「うん、こういうのもいる。でも、ランは違うだろ。違うもん」

「ああ、違うね」

　うん、とバーチは頷く。

「……ど、どうしてそんなことがわかるんだ」

「そんなもんわかるよ」

「わかるな」

「ねー」

「な」

　顔を見合わせて言い合うマルタとバーチを、ランは睨にらみつける。

「そもそもお前たちはなんで仲がいいんだ」

「それは」

　バーチが口を開き、マルタが言って言葉が重なった。

「尊敬してるから」

　重なった言葉を聞いて、マルタが目を瞠みはりバーチを見る。バーチは悠ゆう然ぜんと微笑んだ。

「してるんだよ。『名探偵』」

　今度はマルタが温度計みたいに真っ赤になる番だった。全身から汗が噴ふきでる。高価な下着があっという間に汗を吸い取ってくれる。なるほど、高価なわけだ。

「そ、それは、どうも」

「君も私を尊敬してくれているとはなによりだよ」

　バーチはそう言って、マルタがギザギザと不ぶ器き用ように切ったローストビーフの切きれっ端ぱしをフォークで刺さして、クレソンと一緒に口に入れると行ぎよう儀ぎ悪わるく食べながら立ち上がる。アイマスクから覗のぞく青い瞳ひとみを輝かがやかせて言う。

「さて、そろそろ事態を動かそうじゃないか、マルタ・サギー」

　羽はばたく鳥のように漆しつ黒こくのマントを捌さばいて、自分の唇くちびるを舌で湿しめらす。バーチのその桃色の舌。

　ああ、目眩めまいがしそう。

　あんたと同じ空間と時間に、今、僕は生きてる。

　なんていう奇き跡せきなんだ。

　何も考えないなら、ここで死んでもかまわない。幸せだ。

　マルタは立ち上がると、礼服の襟えりを引いて整えて、『名探偵』のカードをポケットから取り出す。

　取り残されたラン・フェオーは、マルタとバーチを交こう互ごに見て、何が起こるかわからず当とう惑わくをするばかりだったが、とにかく立ち上がると歩き、果物くだものが山と盛られた皿からカットオレンジをひとつ取って一口で食べて、ポケットから出したハンカチで手を拭いて言った。

「私はどうすればいい」

「そこで、ファンタジィをご覧ろうじるがいいさ」

　バーチは軽く肩をすくめて楽しげに言う。

　やっぱりわけがわからないランを置き去りに、マルタはカードをかざして高らかに言う。

　僕は

「I'm Marta Saggy!」

　マルタ・サギー。

　お前のファッキンな門を開けてよ。

「Open your fuck'in gate of THE POWER.」

　それが力だから。

　ほら、

　僕が使うカードの名はお前だ。

「I will use the card…"DETECTIVE".」

　ねぇ、『名探偵』。

　慣なれ親したしんだリズムと鼓こ動どう。カードから流れ込む。カードと親しん和わする。同どう調ちようする。『名探偵』のカード。僕のたいせつなビッチ。僕を惑まどわし、僕に力を捧ささげ、僕にしか触さわられるのはイヤなくせに、決して僕の味方ってわけじゃないよね。なんてファッキン。お前の力はどこから？　お前が翻ほん弄ろうしてるのは、対象じゃなくて僕なんだろ？　それでもいいよ『名探偵』。今この瞬間だけ、僕は君のものだ。君は僕のものだ。それが錯さつ覚かくでも、お前がいつ裏うら切ぎるとしても今は。

　ねぇ僕のかわいい大切なビッチ。

　お前のファッキンなゲートを開けてよ。

　カードが発光する。

　金色の光の粒りゆう子しが広がり、渦うずを巻いて満みちる。

　バーチはうっとりと両手を広げて金の星雲に包まれるに任せ、ランはただ当とう惑わくするばかりだった。

　だが二人の様子に危険を感じはしなかったので、黙だまって立っていた。

　カードが崩くずれて生まれていく金の星雲は美しかったし、内部からの光に照らされているマルタは神しん秘ぴ的てきだった。

　やがてカードがすべて金の粒子になって、部屋に満ちた光が消える。

　マルタはカードを持っていた指を無む意い識しきにこすり合わせて、カードを使ったあと特有の超ちよう然ぜんとした気配で呟つぶやいた。

「……スリー」

「カウントは必要ない。『名探偵』。こらちには、お前のカードを知っているカード使いがいる」

　ごく近い場所から声がした。

　けれどマルタはおかまいなしにカウントを続けた。

「ツー」

「カウントをやめろ。耳みみ障ざわりだ。泣き叫さけび恐きよう怖ふに戦おののく顔を見てやろうと思ったのに」

「ああそうかい。で、どうして僕があんたの言うこと聞く筋合いがあるんだよ？　ワン」

　唐とう突とつに、三人のごく近くに二人の人物が現れた。

　灰色の髪で長身の優やさ男おとこと、金きん髪ぱつの少女だ。少女はすたすたとロビーに向かって歩き出した。

「ミ、ミス・イヴァナ!?」

　慌あわてる男に、少女は振り向かず告げる。

「ごめんなさいね。ちょっと、突然。その。紅茶を飲のみ過すぎたかしら。用事が済んだら戻って参ります。これでも我が慢まんしましたのよ」

「ど、どこへ」

「お嬢じようさん、扉を出て左手の突き当たりです。右に行ったら紳しん士し用ですからお気をつけて」

　バーチが声をかけ、イヴァナが小さく腰こしをかがめて言った。

「ご親しん切せつにありがとうごさいます」

「……どこへ行くんだ！」

　ヒューの言葉には最も早はや振り返らずにイヴァナは姿を消した。

「だから、トイレだろ。鈍にぶいな。もてないんじゃない？」

　カードの副ふく次じ的てきな効果で高こう揚ようしているマルタがニヤリと笑う。ヒューはあっさりと吐き捨てた。

「もてるさ。選より取どり見み取どりだ」

「貴き様さま、ヒュー・ガンボンだな？」

　バーチが目の下に皺しわを刻きざんで穢けがらわしげに言う。

「ほう、俺をご存ぞんじかね光こう栄えいだ、ドクトル・バーチ」

「モラルに対する講こう演えんを一度拝はい聴ちようした」

「それはどうも。恐きよう縮しゆくだね」

「時間の無む駄だだったと後こう悔かいしているがね。……貴方あなたは今、指名手配されているはずだが」

「ああ、そうさ。昔埋うめた女たちが抱だいて抱いてと飛び出してきてなぁ。おかげで鼠ねずみのように貧ひん民みん窟くつを逃げ回っているのさ」

　高い笑いを含ふくんだ声でヒューは言い、ランは唾を飲み込んだ。

　なんだ、この野や獣じゆうのような感じは。

　しかも脳のうを細さい菌きんにでも冒おかされた獣けもののような感じは。

「俺のクソ汚きたねぇアッシュブロンドの女たちに、俺が講演に行くと告げ口したのは探偵Ｍだと教えてくれたやつがいてなぁ。ははは、そう、お前には手て痛いたい一いち撃げきを喰くわされた。だから今度は俺の、俺の番だ!!　さぁーそこになおるがいい小こ僧ぞう!!」

　ヒュー・ガンボンの身体は赤い霧きりとなって崩くずれた。

『名探偵』のカードの金粉と入いれ替かわるように、部屋の中に満ちた。

　ゲラゲラと笑う声が霧の中から響き、彼がどこにいるのかわからない。

「戦せん慄りつしろ、恐怖しろ!!　今度は俺の番だ、俺の報ほう復ふくの、俺の復ふく讐しゆうの番だ!!」

　憎にくしみに溢あふれた声は、自分をとりまくすべての空間から多重に響いて割われた。









　第八章　イヴァナ・ブライスの退場






　フェオー宝ほう石せき店てんのパーティの客きやくは、落ち着きなくざわめいていた。

　警けい官かんたち、ホテルの雇こ用よう者しやたち、フェオー宝石店のものたちは努つとめて動どう揺ようを見せないようにしていたが、それで静まるわけもない。

　気を利きかせた司し会かい者しやが、楽がく隊たいに演えん奏そうするように指し示じをし、楽隊員たちは怪け訝げんそうにそれでも明るい曲を奏かなでた。

　リッツはトーリアスに駆かけ寄よった。

「ど、どうなったんですか。僕ぼく見えてなかったんだけど」

　トーリアスはリッツを手で制せいして、前の列にいた宝石店の店員と、客の一人に話を聞いた。

　リッツにも漏もれ聞きこえた言葉を総そう合ごうすると、つまり、突とつ然ぜん目の前から探たん偵ていＭとバーチとラン・フェオーが消えたらしい。

　人ひと垣がきを縫ぬってケインが近ちか寄よろうとして、警官に止められた。アッカーソンがリッツのところに来て、

「友達？」

　と訊きいた。

「うん、ケイン先せん輩ぱい。ちょっと僕行ってくる。僕が動いた方がいいことがあったら教えて」

「了りよう解かい」

　そう言ってアッカーソンは羽は根ねを忙せわしなく動かしてトーリアスの肩に止まり、何事か耳打ちをした。

　サイズが違うというのはとても得とくだと、リッツはアッカーソンを見て思う。ざわつく会場の頭上をふわふわと移い動どうして、それはとても効こう率りつがいい。もちろん気むずかしい貴き族ぞくや、高こう慢まんな成なり金きんの中には自分の頭とう頂ちようを見み下おろされるのはイヤだという者たちもいるので、アッカーソン巡じゆん査さは大たい抵ていは人の肩の高さを飛ぶことを余よ儀ぎなくされているのだが、今はそんなことを言っている場合ではない。

　彼は自分の特とく徴ちようを上う手まく生いかして、役に立っている。

　自分は、ここでやれることはない。

　マルタがいなくなると思い知らされることのひとつは、自分はただの助手で、マルタがいないとやれることはほぼないということだ。

　今はいなくなったマルタの心配をするべきなのだが、おかしいな。僕、変なことを考えてる。

「スミス」

　声を潜ひそめてケインはリッツの肩を摑つかむ。

「サギーは？」

「よくわかりません」

　マルタがいないと、僕、ほんとうに居い場ば所しよがないんだな。

　なんだか頭がぼうっとする。なんだろう。

「おい、スミス。顔色悪いぞ」

「え。平へい気きですよ」

「そうか？」

　ケイン先輩だって、マルタの友達で、僕の友達ってわけじゃないし。

「おい」

　ケインは少しかたい声こわ音ねで言って、リッツの肩を抱くようにして壁かべ際ぎわの椅い子すに連つれていくと、無む理り矢や理り座すわらせた。そしてちょっと待ってろと言って、人ひと波なみに消える。

　ざわついて不ふ穏おんなパーティ会場。この先どう進行するのかもまだ決まっていない。事件が起こったと、それは期待通りのはずだが、予想とは全く違う事態に客たちは戸と惑まどっている。腹を立てて帰るものも、もう少しで出るだろう。ラン・フェオーの面めん目もくは丸つぶれだ。

　何が起こったのかリッツにはまるでわからなかったけれど、何な故ぜだかウィリアムの作さく為いを感じた。

　だとしたら目的はなんだろう。

　ラン・フェオー？

　マルタ？

　バーチ？

　バーチだ。

　一番兄の役に立ちそうな人間はバーチだ。マルタはあれで、決して兄のいうことは聞かないだろうし、自分とカード以外何も持っていない。ラン・フェオーはわからないが、リッツの見たところ面めん倒どうなことをしなくても兄ならいつでも手て駒ごまにできそうだ。案外単たん純じゆんそうだし、ああいう育ちがよくて自じ信しん家かな男はあっさり落おちてしまうんだろう。

　だったらバーチ。

　でも、どうしてこのタイミングなんだろう。

　バーチがバーチとして現れて、そして不ふ測そくの事じ態たいが起こる。

　それでどうなる？

　どうなるんだ？

　なんだか頭がぐらぐらする。

　マルタ。

　マルタはどこに行ったんだ。

　あいつが間ま抜ぬけなこと言ったら突つっ込こんで、それで僕、気分元に戻せるのに。

「スミス。ほらこれ」

　気き遣づかわしげな声と共に差し出されたのは、湯ゆ気げの立つポタージュだった。差し出したのはケインで、リッツの前にしゃがみ、その手にスープのカップを持たせた。スプーンも。

「ちょっと、気分悪いかもしれないけど、なんか、温あたたかいのとか、ええと、いいんじゃないかと思ったんだけど、邪じや魔まか？」

　ケインは不ぶ器き用ようにそう言う。なんだか彼のほうが具ぐ合あいが悪そうだ。

「なぁ、しっかりしろよ。サギー、すぐ帰ってくるよ。大丈夫だよ。なんだかわかんねぇけど、ほら、あいつ、あれだ、アレなんだろ？　だから、平気だよ、きっと。なぁ」

　おろおろしているケインに、リッツはスプーンでスープをひとさじ掬すくって差し出した。

「先輩も、一口」

　ケインは周囲を気にしてから、一口食べた。

「お前も食べろよ」

「はい」

　何度か、皿と口を往復するスプーンを見つめ、それからケインは少しだけ微笑んだ。

「よかった。顔色少しマシだ」

「はい。ありがとうございます」

　うん、ほんとはわかってる。わかってるんだ。

　マルタは、僕に世せ話わをさせてくれて、居場所を作っていてくれた。それが単に不器用さの故ゆえだとしても。みんな、何か不器用に生きてて、そしてそこに誰だれかが入り込んで、それでそいつは生きていられる。

　きっと、みんなそんなもんなんだ。

　僕もきっとそんなんなんだ。

　みんなそれぞれ一人で生きる瞬間があったとしても、孤こ独どくの刃やいばが誰かの魂たましいを削けずるんだとしても、生きていくっていうのはきっと、不器用さや失敗や愚おろかさが、悪い方にだけ作用するってことじゃないんだ。

　一人でも生きていけるだろうけど、一人で生きているんじゃない。

　でも、どうして僕はまだたったの十五歳なんだろう。

　どうしてなんにもできないんだろう。

　リッツの隣となりの席の老ろう紳しん士しが立ち上がり、ケインに、君、ここにお掛かけ。私は挨あい拶さつをしてくるからと耳打ちをして去っていった。ケインはなんとか礼を言って、椅子に掛けた。

　それから、唐とう突とつにリッツに言った。

「スミス。進しん路ろどうする？」

　あんまりにも唐突すぎる質問に、リッツは目を丸くしてケインを見た。

「……学校、行ってないんで。進路も何も」

















「いや、事情があるんだろ、なんか。それはわかってんだけど、このまま学校行かないまんまでいいのかって、そういうこと」

「状じよう況きようが許ゆるさないんで」

「その状況って、ずっと変わんないの」

「いや、変わると思いますけど」

「一番スミスに都つ合ごうのいいパターンで考えようぜ」

　リッツは眉まゆ根ねを寄せ、ううむと唸うなって答えた。

「……兄さんが明日逮たい捕ほされて無ぶ事じ投とう獄ごく……」

　どんな事情があるんだろうとケインは思ったが、訊いたら危険な気がして流した。

「そう、そうなったらってパターンだ。そうしたらどうする」

「あー、そーですねーやっぱ、学校行きたいなー。ちゃんと勉強して、事じ務むとかね、会かい計けいとかやりたい。僕書しよ類るい仕し事ごと好きなんですよ。でもお金ないからなぁ。警けい部ぶに口利きいてもらって奨しよう学がく金きんかなー」

「あ、そういうのならうちでもやってるから僕が父さんに口利くよ」

　あっさり言われてリッツはまじまじとケインの顔を見つめた。

「はぁ？」

「何がはぁだ。もちろん条じよう件けんはあるぜ。大学まで出ること、成せい績せき優ゆう秀しゆうであること、奨学金を返かえすまでランドルフ商会で働はたらくこと」

「え、そ、それだけ？」

「途と中ちゆうでやめたら取り立て屋に取り立てさせる。その料金ももちろん上うわ乗のせして」

「途中でやめるくらいならそもそもやらないけど」

「いやー、いるんだ結構。傑けつ作さくなのがこの間さ」

　ケインはとにかく、マルタに関係のないことを話した。リッツも、その話に逃にげ込こむように乗った。そうでなければ悪いことだけ考えそうだった。

　トーリアスとアッカーソンは、その二人を見て安あん堵どの息を吐いた。

　リッツが落ち込んでいたって、解決の手助けには全くならないのだから世せ間けん話ばなしをしてくれているのが、今は一番助かった。

「とはいえ」

　と、アッカーソンはトーリアスの肩に留まって呟く。

「我々にもできることはなさそうですね」

「うむ。……このままパーティを解かい散さんさせるのが一番無ぶ難なんといえば無難だが、お客様がたが素す直なおに帰ってくれるとも思えんし」

「それに、私たちが困こまりますぅ」

　横から言ったのは、フェオー宝石店の制服を着た、肉にく感かん的てきな女性だった。額に魔ま力りよく封ふうじのサークレットをつけているので、サキュバスだと知れた。

「うわ、君、どこから」

「いやだぁ、フェオー宝石店側の担たん当とう者しやをお呼びになったのは警部さんでしょう？　でですね、このまま解散、なんて、私たちの面子メンツに関かかわるんですの。もし、そちらが解散の命令をお出しになられたら、どんな風ふう評ひようがあるか判りませんわ．と、いって、このままダンスをお楽しみください、って言ってのんびり踊おどりに興きようじる雰ふん囲い気きでもありませんし。それで私考えましたの。ホテルに協力していただいて、一階のロビーまでですわね。お貸かしいただいて。宝たから探さがしをしていただくんですわ。宝物は、こちらから商品を提てい供きよういたします。見つけられたかたには保ほ証しよう書しよをお渡しすると伝えましたら、持ち逃げはなさらないでしょう。結果発表をすれば、ゲームとして成立しますわ。時間稼かせぎですけれど……」

　言って彼女はまっすぐにトーリアスを見つめる。

「……時間を稼いだら、とにかく、うちの社長だけでも戻るのかしら？」

　トーリアスは親指で髭を撫なでて笑った。

「うちの探偵が同行していますので、たぶんね」

「なら、予定の時間までパーティを保もたせましょう。ホテルと話をつけて司会者と打ち合わせをしてきます」

「……賞品は、結構な損そん失しつ額がくになるんでしょうな？」

「パーティを滅め茶ちや苦く茶ちやにするよりも、ずっと安く済みますわ。宝石商には面子と体たい面めんがとっても重要なんですの。警察の皆みな様さまと同じくね」

　そして彼女は唇の端を上げ、首を傾かたむけた。

「まんまとドクトル・バーチが現れた。皆様、オスタス市警の制服のデザインが野や暮ぼったくなくってようございましたわぁ」

「聞きたくないけど、何な故ぜですか？」

「野暮ったかったら、飾かざりの役にもなりませんでしょう？」

　彼女は花が咲さくように笑って、魅み力りよく的てきなヒップを揺ゆらしながら去っていった。

「うわぁ、辛しん辣らつだねぇ」

「まあ、甘い香かおりの花には、常つねに棘とげがあるものさ」

　トーリアスは肩をすくめて言った。まあ、飾りには飾りの役割があるものだ。アッカーソンにトーリアスはひそひそと何事か告げ、アッカーソンは小さく敬けい礼れいをして、またどこかに飛んでいった。

　警官たちに指し示じを与あたえ、念ねんのために三人の消しよう失しつ場所に再度足を運ぶ。黄色のロープで区切られたそこは、警官たちに守られて客たちは入ってこられない。陳ちん列れつ台だいは別の場所にすでに運び出されている。警官たちの敬礼を受けてトーリアスはロープをくぐり、赤に黒いバラの絨じゆう毯たんを何度も踏ふんで確たしかめる。更さらにはしゃがんでじっくり見た。

　さっきもそうだったがやっぱりだ。

　何もわからない。

　それがわかれば充じゆう分ぶんだ。

　トーリアスは溜ため息いきを吐ついて、立ち上がり、腰こしを伸のばす。

　その背はい後ごに黒い影が立った。

　トーリアスは氷こおりの板が背中に突つっ込こまれたかのような錯さつ覚かくを覚える。いきなりここだけが人ひと気けのない寂さびしい荒こう野やの深夜だ。

　星もなく月もなく、他のものの気け配はいも絶たえた、黒々しい静せい寂じやくの夜。

　孤こ独どくに震えて涙を流す、凍こごえる荒野だ。

　もちろんそんなものは錯覚だ。トーリアスはそのイメージを振り切った。

「こんばんは、警部殿どの。電話を戴いただいたので、受付を通らず参りました」

　背後から聞こえてきたのは、美び酒しゆのような声だった。

　振り向けばそこにいたのは見事な深緑色の長い髪の、均きん整せいのとれた身体からだつきで長ちよう身しん瘦そう軀くの男性だった。抜けるように白い肌はだに深く赤い瞳。

「パーティの支し度たくはできかねましたので、こんな格かつ好こうで失礼します」

　整ととのった顔立ちと、滲にじむ権けん威いで彼は小さく頭を下げる。

「いいえ、その。貴方あなたをこういう場に引ひっ張ぱり出せただけでも充分ですよ。何ひとつ、この場で見み劣おとりすることもございませんし」

　トーリアスは苦く笑しようする。

　彼が着ているのはいつもの立ち襟の長ちよう衣いだった。足あし下もとはエキゾチックなふわりとしたズボンで、靴くつは磨みがかれた革かわ靴ぐつだった。ラン・フェオーの服と形は似てはいたが、素そ材ざいが違っていたので連想するものは少ないだろう。

　彼は壁際の小テーブルに置かれていた花瓶から、真しん紅くの薔ば薇らを一本抜くと、胸むな元もとに挿さした。

　そうしただけ、なんと華はなやかになることか。

「用事が済すんだら帰りますが、こうして飾かざることもパーティのマナーですからね」

「よくお似に合あいで」

「追つい従しようは結構。ドクトル・バーチは恩おん人じんですから来たまでのこと。私どもに距きよ離りは問題ではありませんから。流れる水のある以外」

　そう。

　それが彼らの弱点だ。流れる水を、彼らは越こえられない。

「ええ、是ぜ非ひご協力を賜たまわりたく連れん絡らく差し上げたんですよ。アルトリオン伯はく爵しやく」

　トーリアスはにこりと微笑み、この吸きゆう血けつ鬼きの親おや玉だまを歓かん迎げいした。







　戦せん慄りつしろ、恐きよう怖ふしろ。

　激しく運動する赤い霧きりとなって室内に蠢うごめくヒュー・ガンボンにそう告つげられて、ありそうもないラン・フェオーとバーチとマルタの三人の共通点が突とつ然ぜん明らかになった。

　負けず嫌ぎらい。

　ラン・フェオーが、マルタの肩を摑み、引き寄せて耳元で言った。

「私にできることは何かないのか」

　マルタはランの目をまっすぐ見てはっきりと言った。

「おとなしくしててくれ」

「了りよう解かい！」

　ランもはっきりと答えて手を離し、堂どう々どうと腕を組んで立ちなおした。

「いちおう訊きいておこうかな。私にもできることはあるかい、マルタ」

　バーチも自分の巻き毛を一ひと筋すじ弄いじりながら、心底不ふ愉ゆ快かいそうに口の端はしを上げて問う。

　マルタはスーツのポケットから何なん枚まいかのカードを出して扇おうぎ形がたに広げ、眺ながめながら答えた。

「ない」

「では、やっちまってくれ、『名探偵』。この、エセ説せつ教きよう屋やをこてんぱんにしちまってくれ」

　その、らしくない口く調ちようを面おも白しろがって、マルタはにやりと笑う。

　取り出したカードを勢いよく纏まとめ、一枚だけを残してもう一度スーツのポケットにしまう。そして胸の裏うらポケットから一枚カードを取り出す。

「ああ、バーチ。任せとけ。お前を守るよ」

　なんの気き負おいもない、自然な声でマルタがそう言ったので、バーチは驚おどろいて目を見開いた。表現から漏もれたランは、別についででいいから守って、いや、このヒュー・ガンボンをこてんぱんにしてもらえたらもうどうでもいいと思った。

「ほう！　では、まずはお前からだカード使い！」

　周しゆう囲い中じゆうから声がし、赤い霧は密みつ度どを増まして回かい転てんし、範はん囲いを一いつ気きに狭せばめた。悪あく意いで肌はだを千ち切ぎられそうだ。バーチとランは不ふ本ほん意いながらマルタと背せをつけるように身を寄せた。赤い霧は一気に三人を取とり囲かこむ。瞼まぶたや産うぶ毛げすら触ふれられそうだ。その霧からはまるで毒どくでも噴ふき出るかのように、全身が痺しびれ、震ふるえる。膝ひざに力を入れなければ立っていられない。バーチは思わずマントの端を持って手で口と鼻を覆おおい、ランもポケットからシルクのハンカチを出して同様にした。

「どこから血を吸って欲ほしいかね。指先か？　それとも伝でん統とう的てきに首くび筋すじかね。耳の中というのもいいな。服など問題にならん。腰のあたりなどどうだ。眼がん球きゆうもいいねぇ。悶もだえ苦しむがいいさ。吸血の際に恍こう惚こつとなるのは、吸血する方の温おん情じようなのだよ。知っていたかね。私にそんな温情はない。血を吸われ、全身が凍りひからびる感覚を死の間ま際ぎわまで味わうが」

「うるっせぇよ、蚊か」

　尖とがらせた唇でマルタは言い、ヒューがたじろいだ隙すきにカードを向けた。

「カード発はつ動どう、ワーク、『護ご岸がん』！　誰もこれ以上は僕らを浸しん食しよくできない！」

　カードが光り、三人の身体を包つつむように薄うすく水色に発光する膜まくが現れた。ヒューが当とう惑わくする気配が伝わる。

　間を空けずマルタはもう一枚のカードをかざした。

「I'm Marta Saggy!」

　その声にバーチが驚いてマルタを見つめた。マルタは体内からの光を宿やどして、なにか、別の生きもののようだ。別べつ次じ元げんの、そう、たとえば、……悪魔とか。マルタの声には淀よどみも躊ちゆう躇ちよもなかった。バーチは、初めてマルタに対して薄うすら寒さむいものを感じた。

　知っているマルタではないような。マルタは今まさにこの瞬間も変へん質しつしつつあって、そして二度とバーチと相あいまみえないのではないか。

　そんな予感が、バーチの背せ筋すじを冷ひえさせた。

「Open your fuck'in gate of THE POWER. I will use the card…"DETECTIVE"!!」

　朗ろう々ろうと。

　力強く。

　マルタは本日二度目の『名探偵』のカードを発動させた。

　金の粒つぶが、光の粒りゆう子しが、赤い霧を押しやり、駆く逐ちくする。なんという密みつ度ど。なんという光。なんという強さだろう。

















　それはいっそ無む情じようなほどで、ランもバーチも目を瞠みはる。

「まぁすごい。これが『名探偵』のカードの威い力りよくですか」

　いかにも感心した、という響きの声がした。

　イヴァナだ。

「……遅おそいぞお嬢さん！　これをどうにかしろ！」

　部屋の隅すみに追いやられ、もとの人間の姿に戻らざるを得なくなったヒューが、半分焦あせり、半分安あん堵どして助けを求めるように、恫どう喝かつするように叫んだ。

　だが、イヴァナは作り物のような瞳でヒューを見つめ、それから僅わずかに首を傾かしげて言った。

「時間切れです」

「…………!?」

　言われたことが理解できないヒューが、光の粒に包つつみ込こまれ、身体の中を光に透とう過かされながら、眼球がこぼれ落ちそうに目を見開く。

「……なんだと!?」

　掠かすれる声で何とか言った。

「時間切れです、と言いました。私のカード『平へい行こう世せ界かい』が告げてきたのです。私にしか聞こえません。……いつもより、とても短いです。ことによると、『名探偵』のカードの影響かしら。時間に干かん渉しようするなんて、なんてカード……」

　僅わずかに眉まゆをひそめて言われ、最後の呟きはヒュー・ガンボンには聞こえなかった。

　イヴァナはスカートの裾すそを摘つまんで、ぺこりと頭を下げた。

「では、悪あしからず。私はこれで退たい場じようさせていただきます」

「待て、おい!!　なんだ、それは!!　ふざけるな!!　おい!!」

　やりとりの陰かげでマルタのカウントは無情に続いている。

　イヴァナの声もマルタには聞こえていて、マルタは多少しらけた気分で思う。

　全く、僕たちカード使いはカードを使っているのか、カードの力に支し配はいされてるんだかわからない。

　まぁどっちでもいい。力を支配しているのは僕だと思いこめる愚おろかさは、どうせ人間の特とつ権けんなんだろう。

　そしてイヴァナは退場し、マルタは最後のカウントを放つ。

「ワン」

　金の光も、赤い霧きりも消え去って、ひとのざわめきと煙草たばこと香こう水すいの匂においが甦よみがえる。

　人々は突とつ如じよ現れた、ラン、バーチ、マルタ、そしてヒュー・ガンボンを見て凍こおり付つく。

　戻ってきたのだ。

　ヒューは事じ態たいが吞のみ込めず、あたりをきょろきょろと見回した。そして警官たちの姿を認識すると、その口を裂けるように開いた。

「……ハハハハ!!　捕つかまるものか!!　貴き様さまらになど俺が逮たい捕ほできるものか!!　俺は霧となって、オスタスの霧となって、この空のどこへだって紛まぎれて飛んで消え去ることができるというのに」

「うん。と、思って、こちらにご足そく労ろういただいたわけなんだよ。ヒュー・ガンボン」

　そう悠ゆう然ぜんと言ったのはトーリアスだった。

　トーリアスの後ろには、憤ふん怒ぬに赤い瞳を燃やしたアルトリオン伯はく爵しやくが立っていた。

「……我らが同族の評ひよう判ばんを、お前はどれだけ落としたことか。この上は、ガンボン家の三男よ。おとなしくエルバダータ牢ろう獄ごくに繫つながり、刑けい期きを全まつとうせねばなるまいぞ」

　その姿と言葉に、ヒューは腰を抜かして絨じゆう毯たんに座すわり込こんだ。

「伯爵様!!　イヤだ、そんなことができるものか、俺に!!　あの牢獄に入ったら、裁さい判ばんなど受けたら、流石さすがに俺だって死んでしまうほどの時間が」

「では、そうして、死ね。私は助けぬ。慈じ悲ひというなら喜よろこんで、お前の心臓に杭くいを打とう。私の手で。次の朝にだ。わかったか。ガンボン家の三男よ」

　見下され、威い圧あつされて艶つややかな声で告つげられた言葉は、どんな判はん決けつよりも重く、ヒュー・ガンボンの気を挫くじいた。

　伯爵になど敵かなうわけがない。

　それならばむしろ、法で保ほ護ごされ、牢ろうに入った方がなにがしか希き望ぼうが持てそうだ。それが幻まぼろしだとしても、希望はないよりあった方がいい。

　全身の力を失ったヒュー・ガンボンに、警官たちが駆け寄り法ほう儀ぎ済みの銀の手て錠じようを掛ける。

「ディルベルタ嬢じようはどこですか。ご無事ですか」

　焦あせった小声でラン・フェオーが近くにいたトーリアスに訊きいた。答えたのは、その肩のアッカーソンだった。

「ええ。ボールルームにお客様がたが少ないでしょう。ロビーと一階客室の廊ろう下かを使って、今、宝探しをしているんです。フェオー宝石店の催さい事じ係がかりのかたの発はつ案あんで。だもんですから、マリアンナ・ディルベルタさんもそちらで楽しんでおられるようですよ」

「よかった……」

　情けないほど深く息を吐く。ラン・フェオーの気の抜けたその表情を見て、マルタは少しだけ唇を尖とがらせる。

　なんだよ。いいヤツアピールすんなよ。信しんと同じ食事の仕方しやがって。

「おや」

　バーチの少し驚いた声がして振り向くと、バーチの両手首にも手錠が掛けられていた。警官たちが掛けたのだ。

　バーチはおとなしく、というより面白がっている様子で両手をひらひらさせた。

「ぼんやりしてるからだ」

　心しん底そこうれしそうにトーリアスが言い、マルタがぽり、と頭を搔かいて訊いた。

「いいの？　バーチ」

「まぁ当然の行動だろう、警察としては。私はほら、怪かい盗とうだから。色々あって逃にげるのが遅おくれてしまったねぇ」

「床ゆかに押し倒して縄なわを打たないのは、義ぎ賊ぞくとしての敬けい意いからだからな、バーチ」

　にやにやと言ったトーリアスに、薄く笑った流し目でバーチは甘あまく言う。

「そんな、卑ひ猥わいな」

「想像はしていたが、酔すい狂きような男だな。裁判所ではおとなしく頼たのむぞ」

「したいようにさせてもらうさ」

　余よ裕ゆうで微笑んでいるバーチに、ふと不安を覚えてマルタは言う。

「バーチ。明日、予定入ってる？」

　バーチは目を丸くする。真まっ青さおな目。マリアンナさんの緑の目も綺き麗れいだけど、バーチのも綺麗だと思って、マルタはちょっと息を詰つめた。

「ああ入ってるとも」

　バーチはバーチで、虚きよを突つかれて動どう揺ようしたので、ちょっと声がひっくり返ったような気がして焦あせった。

「約束の相手が新聞取ってりゃ平気だろ。さ、行くぞ、バーチ」

　トーリアスが楽しそうに言い、アルトリオン伯爵が小さく頭を下げた。

「……眷けん属ぞくが迷めい惑わくをおかけした。申し訳ない」

「ご令れい嬢じようはお元気ですか、伯爵。そのうち、往おう診しんに参ります」

　のんびりした挨あい拶さつを聞いて、マルタは思う。

　まぁ、怪盗ドクトル・バーチだもん。

　明日には間に合うように抜け出てくるんだろう。トーリアスには申し訳ないが、明日は時間どおり公園で待っていることにしよう。ああ、今から楽しみ。何するわけでもないけど、すごいウキウキする。

「じゃ、バーチ。またね」

　明日ね。

　とマルタは満面の笑えみで手を振った。バーチも思わずうれしげに手を振り返す。

　リッツがケインと共に人ひと垣がきをかき分けてようやくマルタの近くにやってきた。

「マルタ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ぅえ？」

　限りなくだらしなく笑って言われた言葉にリッツは鼻と眉み間けんに皺しわを寄せる。

「何デレデレしてんだ？」

　そうして事態は収しゆう束そくしていくように見えた。

　けれど、マルタがカードを使って見つけ出し、そして市警が確保できなかった犯罪者は二人だった。

　連れん続ぞく殺さつ人じん犯はんヒュー・ガンボン。

　そして爆ばく弾だん魔まエレノア・デ・マーシャ。









　第九章　暗くら闇やみと霧きり






　オスタスの地下は網あみの目めのように、地下水路が通っている。

　ホテル・デアステロのボールルームは、ちょうどその上だった。エレノアが発はつ火か装そう置ちを押おす。

　あの日、同どう僚りようの目の前で、引き出しがたまたま机つくえから抜ぬけ落ちた。

　そこには自分が爆ばく破はした建物の写真を入れていた。一番ひとが密みつ集しゆうする時間のデパートメントや役所、有名人の結けつ婚こん式しき、災さい害がいで大おお騒さわぎの病院など。浮うかれている者たちやひとの幸こう福ふく、慈じ善ぜんや正義がエレノアは大だい嫌きらいだった。目め障ざわりだから、得とく意いの爆ばく弾だんで消してしまった。悲ひ鳴めいと絶ぜつ望ぼうと狂きよう乱らんで気持ちが安やすらいだ。

　同僚が、ちょうどそんな爆破事じ件けんを調しらべていただなんて知らなかった。しかも市し警けいの依い頼らいを受けていただなんて。まぁ無む理りもないといえばそうかもしれない。なにしろ解かい体たい爆破の専せん門もん会がい社しやなんだから。

　写真だけでなく、爆弾の量や建物の設せつ計けい図ず、爆破計画を記しるした紙なんかが出て来たのもおかしかった。だってそんなのは壁かべの中に塗ぬり込んでいたのに、どうしていきなり壁が崩くずれたのか、わけがわからない。

　逃にげ出して、オスタスの霧はありがたかった。

　そして街がい灯とうの下で『理り解かい者しや』に出で逢あった。

　差し出されたランチボックス。その肉にく片へんにはあらがえない魅み力りよくがあったので、食べた。全身に力がみなぎった。そして『カード使い』を貸し出された。

　中年の人間族の男だった。くたびれたフロックコートと無ぶ精しよう髭ひげ。彼の助けを借りて、爆薬を仕し掛かけた。

　ボールルームの床ゆかだけが抜けるように。

　入手できた爆薬には限りがあったからだ。

　そして、探たん偵ていＭを確実に仕し留とめるためにだ。

　他ほかに何人死んでも知ったことか。本当ならオスタス全すべてを吹ふき飛とばしてしまいたいのだから。

　轟ごう音おんを立てて地じ盤ばんと水道の天てん井じようが崩くずれる。このあたりは流れが速く水量も多い。落ちてきた土の塊かたまりは水に落ちて流れていく。

　エレノアとカード使いは、充じゆう分ぶん離はなれた場所で、水路の通路に立って成なり行ゆきを見守った。

「……暗くて見えやしないわ」

　エレノアは轟音の中で呟く。

　カード使いは肩をすくめた。聞こえない。







　ボールルームの床ゆかが崩ほう落らくする。

　そこにある物もひとも、すべて奈な落らくへ、地下水路へ落ちる。命も危あやうい。そのはずだった。

　けれど、たまたまボールルームにひとは少なかった。そして絶ぜつ大だいな力を持つ吸血鬼、アルトリオン伯爵がいた。

　伯爵は爆発と崩落とを覚さとると、自らの身体を真しん紅くの霧に変えてボールルームにいた人々を取り巻き強ごう引いんに中庭に引きずり出した。警官たちも、ホテルの従業員たちも、フェオー宝石店のものたちもランも、トーリアスも、マルタも、バーチも、リッツも、ケインも、ヒューも、全て。

　崩落は中庭までには及およばなかった。

　マルタはわけがわからないまでも、最悪の事態は免まぬかれたと息を吐く。

　けれど、バーチが一番ボールルームに近い場所にいたのを見て何かイヤな予感がした。

　その予感のままに駆かけ出だす。リッツが何か言った。聞こえなかった。

　運うんが。

『カード戦争』委員会は、最さい悪あくなタイミングで罰ばつを下すだろう。相手がそうとわかろうとわかるまいと。

　運が悪いと、つまりそういうことを、相手に起こす。

　手て錠じようを掛けられたままのバーチが立った地面が、バーチの足あし下もとが崩れる。たまたまそこに立っていた。運が悪かった。バーチが手を伸のばす。何も摑つかめない。運が悪かった。

　ふざけるな。

「バーチ!!」

　マルタは思い切り手を伸ばしてバーチめがけて跳とんだ。バーチが伸ばした手錠をしたままの手。落ちていくバーチ。驚きに見開かれた青い青い瞳ひとみ。そこに自分が映っていると思えたのはきっと錯さつ覚かくだ。

　運だけで、左右なんかされるか。それだけで決定なんかされてたまるか。抵てい抗こうする意志が、僕が、そんなもんだけで諦あきらめられるもんか。

　もしもこの跳ちよう躍やくが無む駄だなら。

　無駄なんだとしたら世界なんかもうどうでもいい。

　神かみは皆みな死しね。

　届け。

　指。







　水の音で目が覚さめる。

　ここは、どこだ。いつだか似にたようなことがあったな。無む人じん島とうで。マルタと。あのときは日の光で身体が温あたたかかったが今は違う。身体の芯しんから冷えている。濡ぬれた衣服が身体に張はりついている。身体を動かすと痛いたみが走った。首を振って起き上がろうとし、手錠が嵌はめられているのに気がついた。そして、自分の手を、手て袋ぶくろ越ごしに強く誰かが握にぎっているのに気がついた。

　黄色の肌に張りついた黒い髪。目は閉じられ、意識はないようだ。

「……マルタ・サギー……」

　茫ぼう然ぜんと呟く。

　何をやってるんだ、名探偵……。

　は、と気がついて、呼吸を確かく認にんするために頰ほおを口元に寄せる。呼吸をしてはいたが、少し弾はずむようだった。額ひたいに頰をつけてみたら少し熱い。落ちたときにどこか打って、発はつ熱ねつしているのかもしれない。

　マルタの強こわばった指を一本一本外し、起き上がると、バーチはベルトから針はり金がねを取り出し、手錠の鍵を外した。そしてベルトの別のホルダーから、強きよう化かした試し験けん管かんを取り出し、栓せんを抜いて振った。中には空気と化合すると長時間発光する薬やく剤ざいが入っている。即そく席せきのランプというわけだ。

　光を得て初めて、バーチにはそこが地下水路の一いち隅ぐうだということが知れた。

　カーブになった歩道部分から張り出したゴミが堆たい積せきしてできたいわば、州すのような場所に、自分たちは打ち上げられていた。増ぞう水すいすればあえなく沈しずんでしまうだろう場所だ。バーチはマルタを石造りの歩道に引きずり上げると、手早く濡ぬれた服を脱ぬがせる。やはり怪け我がをしていた。数カ所の打撲と擦さつ過か傷しよう。右腕は大きく腫はれ上がり、おそらくこれが熱の原げん因いんだ。折れてはいないようだったが、触れてみればマルタは意識のないまま痛みに身を捻ひねり、うめいた。

　装そう備びの中から薬を取り出し、塗ぬり、包ほう帯たいで巻く。他ほかの傷にも手当てをして、鎮ちん痛つう剤ざいと熱冷ましのアンプルを持っていたから取り出して、滅めつ菌きんケースに入れていた小型の注ちゆう射しや器きで注射する。明らかにマルタの身体から力が抜け、楽そうになった。

　バーチは少しばかり安あん堵どして、作業を続ける。服は水みず気けを絞しぼってできる限り広げた。あとは自分もアイマスクを外して服を脱ぎ、同様にしてマントを背負った。マントは水を弾はじくようにしてあったから、多少はマシだ。

　一瞬迷まよったが、どうせ誰だれの目に留まるわけでもないと変装を解とく。

　人体には力の通る道があり、そこの重要な部分に触れれば、身長も体重も、目の色も変えられるというのがフィランシェ教室の変へん装そうの秘ひ術じゆつだ。マルタ・サギーのいる世界では考えられないことらしい。そっちのほうが信じられない。おかしな世界だ。人間しか言葉を使わない世界だなどと。

　身体を寄せて抱だきしめる。暖あたためるのにはこちらのほうがいいような気がしたのだ。少なくとも服が乾かわく間は。どうせ、マルタは目を覚まさないだろうと思った。

　重く冷たい身体を引き上げ、膝ひざに乗せて抱きしめて、自分の体温を分けるように肌はだを押しつける。マントを引き寄せて二人分の体温をこもらせる。少し暖かくなった。冷たい肌の手足をさする。

　死ぬなよ、と思った。

　その言葉が浮かんだ瞬間、喉のどから心しん臓ぞうが飛び出そうになった。

　マルタ・サギーが、もし、そんなことになったら。

　そんなことになったら私はどうしたらいいんだ？

　全身が震ふるえ、涙なみだが出そうになった。なんだ。私はいったいどうしたんだ。

　こんな事じ態たいは予想の範はん疇ちゆうの内だ。もっときつい状じよう況きよう下かの訓くん練れんだってした。別に恐きよう怖ふは感じない。腹が減へったら携けい帯たい食しよくもあるし、服が乾いたら出口を探すつもりだ。すぐに見つかるだろう。地下水路なのだから、オスタスのあちこちに繫つながっているんだから。

　でも、それとは違う。違うんだ。なんだ、この恐怖は。

　バーチは思わずマルタを抱きしめた。

　病的に熱い肌。まだ熱冷ましは効きかないのか。少年特有の手て触ざわりと、知らない人じん種しゆのきめの細かい肌の感かん触しよく。

「マルタ」

　マルタは目を開けない。

　バーチはその濡ぬれた髪を撫なでた。

「おい、しっかりしたまえ、名探偵。私は泣ないちゃいそうだよ」

　せいぜいジャックしか知らないような幼おさない声で呟いたら、涙なみだが出てきた。瞬まばたきをしたら落ちてしまった。誰も見てないからいいか、とそのままにしていたら、頰に涙を感じたらしいマルタが、目を閉とじたまま、明らかにまだ意識がないとわかる動きでバーチの身体に両腕を回して抱きしめた。子犬のように頭と、鼻はな面づらを擦こすりつける。脂あぶら汗あせと、薬くすりの匂におい。

「泣かないで」

　寝ね言ごとだ。まどろみに微笑ほほえんだ響ひびきだ。

「泣かないで、マリアンナさん。僕が、守るから。オスタスごと全部、僕が守るから」

　マリアンナの見開いた両目から、涙がこぼれ落ちた。なぜ、そうなるのか、自分でもわからなかった。

　ただ、大おお粒つぶの雨のような涙が落ちた。

　服が乾き、マルタの熱が下がるのを待って、バーチは動き出す。

　服はまだ、襟えりやカフスの部分が生なま乾がわきだったが、着て体温を奪うばわれるということはなさそうだ。趣しゆ味みではなかったが、襟のボタンは開けて、袖そでもまくり上げる。

　マリアンナのままでは大きすぎて服が着られないし、見られたら厄やつ介かいなので、バーチに戻る。

　マルタにも服を着せてやって、マントでくるむ。

　僅わずかだが風の流れを感じていたので、マルタを置いて試験管ランプを摘つまみ上げその方向に向かった。

　しばらく歩くと横に分ぶん岐きする道があり、その少し先から街の音が僅わずかばかり聞こえた。

　行けそうだ。途と中ちゆう通路が壊れていたり水すい没ぼつしていたりしても、何とかなるだろう。怪かい盗とうの装備として、ロープもあるし。

　だが、戻ろうとして息を吞のむ。

　マルタを置いてきたあたりに、明かりがあった。手に持ったランプをズボンのポケットにねじ込み、靴くつ音おとを消して駆かける。

　誰だ。

　なんだ。

「……カード使いもたいしたことないわね」

　近づいて闇やみに息を潜ひそめる。会話が聞こえる。女と、男の声だ。カヌーが見えた。男と女が、マルタの傍そばに立って見下ろしている。

「まぁまぁ。発はつ破ぱなんかしたあんたがいけない。せっかくカヌー用よう意いしてたってのに、ガレキどかすのに時間かかっちまって」

「それをカードでするのがカード使いでしょ」

「たまたま持ってなかったんですよ」

　男の声にはからかうような響きがあった。けれど女はそれに動じているようでもない。

「まぁいいわ。これが探たん偵ていＭなら」

　女が手に持っているのは小型のカンテラだ。

　照らされた顔は、長い金髪を後ろに結んだ、優ゆう美びなエルフ族のそれだった。尖とがった大きな耳を見るまでもない、特とく徴ちよう的てきな美び貌ぼう。着ているものは暗くらいグリーンの作業着だったが、彼女の美しさを損そこなうものではなかった。カード使いと呼ばれた男は、猫ねこ背ぜで、ピンストライブの三みつ揃ぞろいという格かつ好こうだ。茶色の巻き毛で、襟えり足あしが長い。極きよく端たんな鉤かぎ鼻ばなで、物もの事ごと全すべてを面おも白しろがるような雰ふん囲い気きがあった。カジノによくいるタイプだ。一ひと晩ばんで財ざいをなし、一晩でそれを失うしない、それでかまわないと思うタイプの男だ。

　バーチは闇に身を沈しずめて二人に近づき、観かん察さつする。

　女はマルタを見下ろすと、石造りの床に散ちる髪を踏ふみつけ、躙にじった。

「……ただ殺すのはつまらないかしら。どこかに連つれ出して、ちょっとずつ身体を爆破してやったら痛つう快かいかしらね。くくりつけて腹のあたりに小さい穴あなをいくつも空あけて、そこに爆ばく薬やくを詰つめてどれくらいで死ぬのかやってみようかな。それとも、足の小指から吹き飛ばしていって、どこまで保もつのかとか。ああ、そう、そうしましょう。それがいいわ。ねぇ、適てき当とうな人ひと気けのない場所までこれ、連れていって。ホガースの丘おかに私の小屋があるから、お願いね」

　女は淡たん々たんとそう言い、聞いた男は肩をすくめておえ、と舌を出した。

「どういう趣しゆ味みなのかねぇ」

「ハッ、いいのよ。私、今、とてもとても気持ちがいいの。ねぇ、貴方あなたを紹しよう介かいしてくれたあの人がくれたランチボックスの中の肉はなんだったのかしら。こんなに調ちよう子しがいいなんて信じられない！　今ならなんだってできるわ。必ずよ。そう、探偵Ｍを首しゆ尾びよく爆ばく破はできたら、お礼を言いに行かなくちゃ」

「ああ、そりゃ、あのかたもお喜よろこびになると思いますよ。そのときは案あん内ないします」

「ま、ありがとう」

「探偵Ｍの爆破ショーには、あのかたも同席したいんだと思いますけど」

「もちろん、ご招しよう待たいして差し上げてよ。悲鳴がお好きならいいわね。やかましかったら口に枷かせでも付ければいいわ。そうだ、身体の中のものを出したら臭くさいから、あらかじめ処しよ理りしておかなくてはならないわね。部屋は飾り付けましょう」

　耐たえ難がたい悪あく趣しゆ味みだ。

　バーチは強力な睡すい眠みん薬やくを注射器に吸い込むと、音もなく風のように女の横に大おお股またで駆け寄り、女が何が起こったか理解するより早く女の頚けい動どう脈みやくに注射針を突き立て、シリンダーを押した。

　女はその場に倒れ、カンテラが転がった。

「……っと。おやぁ、これはこれは、ドクトル・バーチ。話わ題だいの怪盗にお会いできて光栄です」

　壁かべにイモリのように張り付いて、男が言った。

　バーチは怒いかりを全身に湛たたえて男を睨にらんだ。

「答えろ。お前たちは何者だ」

　腰のベルトからアンプルを取り出し、空の注射器に吸い出す。薬剤が混ざるが知ったことか。相手は患かん者じやではない、敵だ。

　男はだらしない笑みを顔に浮かべ、冷ひや汗あせで巻き毛を濡らして言う。

「俺はカード使いで、そっちは、探偵Ｍの被ひ害がい者しやでさ。上う手まくいくはずだった犯はん罪ざいを暴あばかれちまってね？　その復ふく讐しゆうってわけ。俺は、その手伝いを、ええと、義ぎ俠きよう心しんで」

「……探偵Ｍの爆破ショーにご招待したい、ランチボックスをくれたかたは、どちらだ」

　あたりのものを全て凍こおらせてしまいそうな冷たい声。バーチは空からになったアンプルを床に落とす。暗闇の中でガラスの割れる音がした。

　男は注射器を見つめる。

「それ、なんですか？　中身？　梅ばい毒どくワクチン？」

「言え」

　注射器を構えたままバーチは男に顔を近づけた。

「っと、やめてくださいよ、子供のころから注射は大嫌いなんだ」

「言え」

　僅わずかの譲じよう歩ほの気配もないバーチに、男は溜ため息いきを吐ついて、身体の力を抜いた。

「……今、何時ですか」

　唐突な問いに、バーチは目の下に皺しわを刻む。

　けれど答えは、意外な形でもたらされた。遠く、僅わずかに、水音に紛まぎれて鐘かねの音がひとつだけ聞こえた。

　聖ギレニウス法院の零れい時じの鐘だ。

「あー、じゃー、もー、いいかなー」

　男は苦笑する。

「あのねー、多分あんたが想像してるとおりですよ。ランチボックスの男はウィリアム・デアスミス様です。俺は、デアスミス様の部下。名前は、別にいいよな？　そんで、ランチボックスの中なか身みはエレノアのはエルフの心臓、ヒュー・ガンボンのは世にも珍めずらしい吸血鬼の心臓。大変だったみたーい、肉にして取り出すの。流石さすがのクレイフル・ソーマンソーも何度か失しつ敗ぱいしたって。ザマミロですけどね、生意気な若造めが」

　いかにも痛つう快かいそうに男はクスクス笑う。

「いやほら、吸血鬼って、心臓刺さすと塵ちりになっちゃうからさ」

　バーチは楽しげに話す男の右目近くに注射針を近づけた。

「……目的はなんだ。デアスミスの」

　男は満足そうに微笑む。

「あんたんちにさ、ウイドウってあるでしょう。あの機械の奪だつ取しゆ」

　思わず息を吞み、バーチは目を見開いた。

　男はいよいよ痛快そうに、こみあげる笑いを抑えられずに語り続ける。

「うふふ、あんたがね、出で払はらっても、あんたのうちにはあの手て強ごわいゴブリンがいる。でも、あんたになにかあれば、あいつだって出払うでしょ。うふふふふ。あんなゴブリン殺したっていいけど、それじゃつまんないでしょ？　あはは、あはははは！　俺がデアスミス様に言われたのはあんたと探偵Ｍの、零時までの足止めだよ！　あはははははは、今頃は、きっと今頃は、あはははははは」

　バーチは躊ちゆう躇ちよせず男の右の眼球に注射針を突き立て、薬剤を押し出した。男は絶ぜつ叫きようし、しばらくのたうち回ったが、やがて静かになった。

　聞いた事実に頭が割れそうで、屈くつ辱じよくに腸はらわたが煮にえた。

　なんてことだ。

　デアスミス。

　こうまで私を虚こ仮けに。

　こうまで私を道どう化けに仕立てて。

　怒いかりで世界が回る。倒れそうになって首を横に振り、握にぎりしめていた注射器を投げ捨てる。

　その音に、マルタが小さく声を上げた。

　それで、世界の音が戻ってきた。

　水の音。風の音。バーチはマルタの傍そばに寄ると、膝ひざをついて座り、髪を整ととのえてやり、それからマントにくるんだまま、男と女が乗ってきたカヌーに乗せた。

　カンテラは横になってもこぼれた油で燃えていたので、あらためて立ててカヌーの舳へ先さきにつける。

　暗い水路に乗りだして、オールを漕こいだ。







　全身が痛い。

　なんか熱っぽいし。

　どこだここ。今何日で何時だっけ。携けい帯たいのアラーム掛かけてなかったっけ？　起きたくないな。森もり川かわさん、二日ふつか酔よいで休みになんないかな。休んでもいいから電話だけはしなさいよ、メールじゃなくてって……。

　マルタは飛び起きた。

　ここはオスタスで今日はマリアンナとのデートの日だ。

　飛び起きると同時に全身に走った激げき痛つうでまたベッドに倒れた。痛みのあまり声も出ない。震ふるえて息を詰つめる。死にそうになって息を吐はく。なんだ、なんでこんなに痛いんだ。

　ジョゼフ犬がベッドの下でマルタを叱しかるように何度も吠ほえた。

　足音がして、明らかに眠っていない様子のリッツが部屋の中に駆かけ込んできた。手には濡ぬれたタオルが握られていて、シャツは腕まくりされていた。

「マルタ！　寝てろって！　ほんとは入にゆう院いんものなんだぞ！」

「えっ、えー。なんで入院してないのそしたら」

「昨日きのうのバーチの騒さわぎで、野や次じ馬うまが将しよう棋ぎ倒だおしになって、病院満まん杯ぱい。市し警けいの医者が、一日に一回往おう診しんしてくれるって。あとは僕が手当てするから寝てな」

「今何時」

　マルタの必ひつ死しな様子に、リッツが眦まなじりを吊つり上あげてきつい語ご調ちようで言った。

「だめ！」

「リッツ」

「マリアンナさんには電話しておいたから、僕が！　ティルマカットに伝でん言ごんしておいたから！　怪我が治なおってからでもいいだろ？　来週でもいいだろ？　マリアンナさんだって迷めい惑わくだよそんなんで行ったら！」

「ごめん」

　言って、痛みを堪こらえながらマルタは起き上がる。痛みは全身を駆かけめぐったし、いやな熱があったが、関係なかった。ちょっと邪じや魔まだったがそれだけだ。

「マルタ！」

「何時」

　断だん固ことした言葉に、リッツは泣きそうな顔をし、強く握り拳こぶしを作って言った。

「一時だよ」

「そうか」

　マルタは動きを止めない。ベッドを降りて、クロゼットを開けて着き替がえを探す。

「もういないよ。なんだったら僕が見てくるから。だって今日すごい霧だよ」

　マルタに縋すがらんばかりにリッツは言う。僅かな動きでびっしり脂あぶら汗あせをかいたマルタは、目の下に真っ黒な隈くまを浮かせ、笑った。

「僕さ。ずっと、今日が来るのを待ってたんだ。ずっと。ずーっと」

　ほんの七年ほど。

「行かせて。リッツ」

　リッツは言葉を失い、一歩下がった。

　そして言葉を探し、見つからず、台所に行くと水を一いつ杯ぱいと薬くすりとスープを持ってきて、マルタに突き出した。

「痛いたみ止どめと熱ねつ冷さましと化か膿のう止どめと殺さつ菌きん剤ざい。この黄色いのが痛み止めだから、すごい味だけど少し多めに飲んでもいいって。スープ飲んでから飲んで。公園の前で待ってるから。送るからな。いいな」

　マルタは心からの感謝に微笑んだ。

「ありがと、リッツ」

　そしてクロゼットの中のシャツを取ってリッツに訊きいた。

「こっちのでいいかな？」

「お前同じのしかないじゃん」







　オスタスは濃こい霧だった。

　マルタとリッツとジョゼフ犬が、階段を降りていったら、ヘンリーが包ほう丁ちようを放ほうり出して怒ど鳴なり散ちらした。こんなに怒ったヘンリーを見たことがなかった。

　けれど、マルタの断固とした微笑みと、涙を堪こらえて唇を嚙かみしめているリッツと、真っ黒な瞳のジョゼフ犬を見たヘンリーは、ミスター・ブルネルに了りよう解かいを得えて、マルタをおぶって公園に行った。

　そのころにはもう二時を回ろうとしていた。

　あまりに霧が濃いので、霧に慣れた市民はこんな日は出歩かない。

　静かな日曜の街だ。公園にも人ひと気けがなかった。

「ごめんね、我わが侭まま言って」

　か細い声でマルタが言った。

「帰ったらちゃんと薬飲めよ！」

　ヘンリーが言った。

　リッツは何も言わなかった。ジョゼフ犬も。

　二時も過ぎたし、こんな天気だし、何より相手はマリアンナ・ディルベルタだ。

　待ってるわけがない。行けないって電話もしたし。

　けれど約束の四阿あずまやに、人ひと影かげがあった。

　濃いすみれ色のコートとスカーフ。黒くろ髪かみを見るまでもなかった。

　信じられず、茫ぼう然ぜんと立ちすくむヘンリーに、マルタが言う。

「……ありがと。ここで下ろして」

　ヘンリーは言葉もないままマルタを下ろす。

　マルタは霧の中、四阿に歩いていく。足を引きずり、右腕は三さん角かく巾きんで吊っているから、満足に服も着られていない姿で。目の下に真っ黒に隈を浮かせて、半はん死し人にんみたいな顔色で。

　でも、マリアンナはずっと待っていた。

　待っていてくれた。

　リッツはヘンリーの袖そでを引っ張ぱって、木こ陰かげに隠かくれた。

「無ぶ粋すいだろ」

「お、ああ」

　二人と一匹ぴきは、四阿が見えないベンチを見つけて移動して座すわった。

　そして、神や天使に思うように、一いち様ようにマリアンナに感かん謝しやした。

　霧の中、人のいないオスタスの中央公園。

　花のような淑しゆく女じよと半死人みたいな怪我人が、四阿で約束どおり、少し時間は遅おくれたけれど、落ち合った。

　二時の鐘かねが、美しい和音を響ひびかせる。

















　あとがき




　こんにちは。蓑みの崎さき編へんの後あとのオスタス編です。オスタスから蓑崎行って、蓑崎書いてたときはあんまり思いませんでしたが、やっぱ蓑崎は蓑崎で、マルタは根ねっこ張はって生きてたんだなと思います。アレで。

　それをこう、強ごう引いんに植うえ替かえしている気分です。




　話の最初から、「てめぇいい気になってんなよ……いずれ酷ひどい目めに合わせてやる……」と暗くワクワクしながら書いてたんですが、つきあいが長くなると愛あい着ちやくも湧わくもので、マルタが辛つらい目に遭あうと書くのも結構しんどかったという前回ですが、今回も結構アレなのでちょっとしんどかったです。




　以前は、正しよう月がつに実家に帰き省せいしたモラトリアム専せん門もん学がつ校こう生せい並なみにだらけていたマルタですが、実は正月でも実家でもないし、マルタはマルタで変わったので、戻もどってきても以前と同じではないわけですが、やっぱりオスタスはオスタスとしてマルタを迎むかえてくれたので、やっぱり「てんでに生きている」というのは、頼たのもしいことだなと思います。

　それはともかく今回の最後の場所に着くまで長かったなー!!

　詳くわしくは次じ巻かん持ち越こしです。

　ここまでつきあってくださった挿さし絵えのすみ兵さん、出版に携たずさわってくださっている全ての皆さん、そして何よりも読んで下さっている読どく者しやの皆みな様さま。ありがとうございました。




　次巻

『マルタ・サギーは探偵ですか？』

　最終巻でお会いしましょう。













　頑がん張ばります。








二千八年　　　　野梨原花南













マルタ・サギーは探たん偵ていですか？６




オスタスの守護者















野の梨り原はら花か南なん
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